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　　　　【１】




「よーし、今日きようはここまで！」

　慧けい心しん学がく園えん初等部の体たい育いく館かんに声を響ひびかせると、五人の少女たちは皆一様に大きく息を漏らす。

　七月一日。俺おれがコーチとして籍せきを置かせてもらっている女子バスケ部の、月替わりして最初の練習が、たった今無事終了を迎えた。

「おー。つかれたー」

「うん、よく頑張りました！」

　整せい列れつに向かう途中、両手を広げ天てん秤びんのように揺れながら歩くふわふわロングヘアの少女、袴はかま田だひなたちゃんの横に並び、労ねぎらいを伝える。

　少し前までは部活の最後に半分レクリエーション目的のミニゲームを行っていたが、ここ数日は開始から終了まで様々な反復練習に徹てつしてもらっている。気の休まる間がなく、疲労感もひとしおだろうが……これもみんなが望んだこと。

　今月下げ旬じゆんに決定した他校との交流試合に向けて、さらなるスキルアップを果たすために猛特訓したい。そんな熱あつい想おもいを各おの々おのから伝えられてしまっては、俺も全ぜん身しん全ぜん霊れいをもって応こたえずにはいられない。少なくともあと十日ほど、オーバーワークにならないギリギリのラインで、『遊び』の要素を廃したシステマティックなメニューだけを繰くり返す心こころ積づもりだ。

「みんな、どんどん上う手まくなってるよ。退屈かもしれないけど、もう少しだけ今の練習で頑張っていこう。それじゃあお疲れさまでした！」

　汗だくになりながらもやる気に満ちた五人の顔を順番に眺め、締しめの挨あい拶さつを告げれば「ありがとうございました！」と元気の良い声が返ってくる。よし、まだへこたれる気け配はいなんて微み塵じんもなさそうだな。

「あ、そうだ。ねーねーすばるん」

　安心して更衣室に向かおうとすると、なにやらとても小さな事を思いだしたかのような素っ気なさで、二つ結びの長い髪を揺らしながら三み沢さわ真ま帆ほが手を挙げた。

「ん？　なんだい？」

「あのさ、実は明日あした、あたしの誕たん生じよう日びなんだ」

　おお、そうだったのか。それはとてもめでたい──って、

「えええええっ!?　そんな大事なこと、もっと早く教えてくれれば……」

　吞のん気きに聞き流して良い情報では全然なかった。思わずのけぞり、伝えるべき言葉を失う。明日は土ど曜よう日びでみんなと会えないので、知っていれば今日までにプレゼントを用意しておいたのに……。

「あはは、ごめんごめん。なんか最近いろいろあったから忘れちゃってた！　すばるんに教えてないことを忘れちゃってた」

　体たい操そう着ぎの襟えり元もとをぱたぱたと引っ張って風を送りながら、真ま帆ほが朗らかに笑う。そうか、確たしかにずっとイベント続きだったし、そもそも俺おれがコーチになったのも突然のことだったから、お互いにあまりそういう話をする機き会かいがなかったもんな。言われてみれば、仕方ないか。

「あ……」

　そう思って一いつ旦たんは落ち着きを取り戻しかけたが、すぐにまた別の気がかりが胸の内で鎌かま首くびをもたげだす。それも、輪わをかけて強烈に。

「も、もしかして。明日あしたが真帆の誕たん生じよう日びということは、今日きようって──」

　慌てて首を捻ひねり永なが塚つか紗さ季きの方を見ると、セピア色のアイガードの奥で気まずそうな微笑ほほえみが垣かい間ま見みえた。ああ、やっぱりそうなんだ……。

　まだ、みんなと出会ったばかりの頃ころ。部のエースである湊みなと智とも花かから、『紗季は真帆より一日だけお姉ねえさん』という話を聞いた記き憶おくがある。

　つまり、紗季の誕生日は……今日なのだ。

「ごめん紗季っ！　その、遅くなったけど誕生日おめでとうっ！」

「あっ、ありがとうございますっ。いえっ、全然お気になさらないで下さい。長は谷せ川がわさんとは、今年ことしになってお会いしたばかりですし！」

　駆け寄って頭を下げると、紗季は俺の大ミスを笑え顔がおで不問に付してくれようとする。けど、とうてい安あん堵どなど出来るはずもなかった。まだコーチになるつもりは無かった時期とはいえ、どうしてあの時智花に正せい確かくな誕生日を訊きこうとしなかったのだろう。

「あ、あのっ！　ごめんなさい昴すばるさんっ……。いつでもお伝えできたはずなのに、もう昴さんもご存じだと勝手に思い込んでしまっていて……」

　額ひたいに掌てのひらを当て天てん井じようを仰あおぐ俺に、智花がうわずった声で謝しや罪ざいを伝える。見れば片結びにされた髪が膝ひざ小こ僧ぞうにつくほど、深く腰を折って必死に頭を下げ続けているではないか。

「わ、わたしもごめんなさいですっ。もっと早く、気がつけば……」

「おー。ごめんね、おにーちゃん」

　さらには持ち前の長ちよう軀くをすぼませて香か椎しい愛あい莉り、そしてひなたちゃんまでもが俺に謝あやまりはじめてしまう。う、これは逆に気を遣つかわせて申し訳ないことになってるな……。

　もう暗い顔を見せるのはやめた方が良さそうだ。とはいえ紗季に対する面めん目ぼくなさはそうそう拭ぬぐえず、当惑していると、

「そんでさすばるん。明日のお昼、あたしとサキの誕生会やったら来てくれる？　あさってもクラスの友達呼んで二人ふたりいっしょのパーティやるんだけど、やっぱバスケ部だけでもやりたいなーって急に思ったんだ」

　一人ひとり変わらず笑えみを携たずさえたままだった真帆から、なんとも有あり難がたい助け船が出された。

「もちろん行くよ！　行く行く！」

　迷わず即答。これで真ま帆ほに対してはもちろん、紗さ季きのお祝いが遅くなってしまったことを少しでも埋め合わせできそうだ。昼からなら、午前中にプレゼントを手に入れる余裕も有るし。

「よ、良かったです～……」

　俺おれの返事を聞いて、誰だれよりも深く安あん堵どの息を漏らしたのは智とも花かだった。おそらく自分へ二人ふたりの誕たん生じよう日びを伝え損ねていたことに責任を感じているのだろうけど、言わずもがなそんなの智花の過失でもなんでもない。

「あはは、俺もお祝いできることになって本当に良かったよ。あ、そうだ智花。明日あしたの午前、買い物付き合ってくれるかい？　そのあと、一いつ緒しよにパーティ行こう」

　だからあえて、俺はそんなお願ねがいを口にする。きっとそうした方が、智花も気が軽くなるのではないかと思って。

「あ、はいっ！　プレゼントですね！　私で良ければお供させて下さいっ」

　想像通り、ぱっと華やぐ智花の顔。よかった、これで小学生の女の子に適したプレゼントのアドバイスもして貰もらえそうだし、二重の意味でよかった。

「プレゼントとかべつにいいのになー。まっ、くれるんならありがたく貰うけどっ。そんじゃさ、明日一時に、あたしんちに集合ね！」

　深く智花に感かん謝しやを伝えていると、真帆がからからと笑いながら全員に待ち合わせ時間を伝える。すぐに「了解！」と口を開きかけた寸前、

「……ちょっと、待って」

　もう一人ひとりの主役である紗季から、穏おだやかに物言いが付いた。

「ん？　なにさサキ」

「日にち曜ようの合同パーティも真帆の家でしょ。なら、明日は……その。わ、私の家にしない？」

　僅わずかに頰ほおを染め、俯うつむき加減に告げられたのはそんな提案。なるほど。それなら確たしかに、持ち回りで明日は紗季の家にした方が良さそうだな。

「えーやだやだっ！　明日があたしのホントの誕生日だもんっ！　だからあたしんちでやるのっ！」

　すぐさま異を唱えた真帆の気持ちは分かるものの、ただでさえ紗季には今日きよう、ちゃんとお祝いしてあげることができないのだ。ここは俺からも真帆を説得しないと。

「なあ真帆、紗季だって誕生日なんだし──」

「………………しょうがない、わね。じゃ、良いわ。真帆んちで」

「──明日は紗季の家で……えっ？」

　そう思ってやんわりと自じ重ちようを促したのだが、俺が全すべてを言い切る前に紗季が自ら主張を引っ込めてしまった。

「いいのかい？　明後日あさつてもパーティあるなら、かわりばんこの方が公平だと思うけど……？」

「ふふ、いいんです。私は、そんなに場所とか……気にしませんし、今晩は家族がお祝いしてくれることになってますので。それにやっぱり、明日あしたが本当の誕たん生じよう日びなのは、真ま帆ほの方ですし」

　少し驚おどろきつつ紗さ季きの方へ向き直り尋たずねてみると、すぐさま穏おだやかな微笑ほほえみが返ってきた。……まあ、紗季が納得するなら俺おれとしては会場がどちらでも構わないのだけど。確たしかに誕生日当日である真帆の意向を優ゆう先せんすべきというのも、もっともではあるし。

「いよっしゃー！　へへー、サンキューサキっ！」

　真帆はためらいなく全身で喜びを表現し、率先して更衣室に向かって走り出す。まだ僅わずかに『いいのかな……？』という迷いが停滞していた他ほかの部員も、紗季本人がなんの不満も無さそうに微笑んでいるのを見て、にっこりと頷うなずき合い着替えに向かった。

　それを確かく認にんするや安あん堵どするようにふうと息を漏らし、後に続く紗季。

「あ、ちょっと待って」

　俺としても、もう口を挟むつもりは無い。けど、せっかくの誕生日当日なのだ。

「はい、なんでしょう長は谷せ川がわさん？」

「……ええと、その。紗季は、偉いな。真帆のために譲ゆずってあげたんだろ。……さすがお姉ねえさんだ」

　せめて言葉くらいは、しっかりと伝えたい。たった一日だけ、真帆よりも年上になれる今日きよう。きっと紗季にはとても大きな意味がある気がして、だからこそ垣かい間ま見みせた『大人おとな』な部分を、ことさら褒ほめてあげなくてはならないように思えた。

「そ、そんなんじゃないですよ……」

　真まっ赤かになって眼めを逸そらす様よう子すが微笑ましくて、自然と俺の口元も綻ほころぶ。

「誕生日、おめでとう。プレゼントは明日になっちゃうけど、ちゃんと渡すから」

　更衣室の前で別れる際、頭を撫なでながらもう一度告げれば、

「……ふふふっ。ありがとう、ございますっ」

　紗季はふんわりと笑って、恥ずかしそうに肩をすくめてみせた。







[image: ]







[image: ]







[image: ]










　　　　【２】




　パーティ当日、俺おれと智とも花かは朝のバスケ練習後に市街地まで出かけ、二人ふたりへのプレゼントを入手してから会場である真ま帆ほの家に向かった。

　まるまる全すべてが三み沢さわ家けの敷しき地ちであるという広大な丘のふもとに到着すると、すでに真帆付きのメイドさんである久く井い奈な聖ひじりさんが待たい機きしており、

「ようこそいらっしゃいました。どうぞ、お乗り下さい」

　俺たちを待ち時間無しで館やかたまで送り届けて下さる（ちなみに今回はいつぞやと違い、ちゃんと４ドアのセダンだった）。

「それにしても本当に助かったよ智花。おかげで良いのが買えた」

「いえっ、こんなのおやすいご用です！　二人とも、気に入ってくれれば良いんですけど……」

　その道すがら、後部座席に横並びで座る智花に向けて、改めて今け朝さのお礼を伝えた。

　正直、自分だけでは何を贈おくれば喜んで貰もらえるかさっぱり見当も付かなかっただろう。智花は謙けん遜そんするが、的てき確かくなアドバイスには誇張抜きでひどく助けられたし、ずっと隣となりにいてくれたおかげで女の子向きの店てん舗ぽが立ち並ぶあのフロアに踏み込む勇気と大義名分を得ることが出来た。結局最後の選択は俺一人ひとりで行うことにした点に一いち抹まつの不安が残るものの、きっと二人には喜んで貰えると思う。

　このご恩は、智花の誕たん生じよう日びに三倍返し……だな。

　内心で決意を固めつつ、到着までしばし雑ざつ談だんを重ねる。

「あ、そういえばですけど……ま、また間違われてしまいましたね。何度も、きょ、兄妹に。ごめんなさいです……」

　そうしているうちに、ふと思い出した様よう子すで智花がはにかみ、頭を下げた。

「あはは、なんで謝あやまるのさ。俺は全然嫌いやでもなんでもないよ」

「で、でしたらっ…………嬉うれしいですっ」

　笑って返事すれば、どうしたのか智花は幾分眼めを泳がせながら正面に向き直る。

　言う通り、今日きようは入る店入る店で「ご兄妹ですか、仲がよろしいですね」の大攻勢。そう勘違いされるのは初めてでは無かったので最初は特に気にしてなかったのだが、あまりにも連続するので終しゆう盤ばんはつい苦笑がちになってしまうほどだった。

「……あ」

　待てよ……もしかしたらそれを見て、俺が不ふ機き嫌げんになったと勘違いさせてしまったのかな。だから今、謝ったのだろうか。

　そういえば最後に入った店で同じ質問をされたとき、一いつ瞬しゆんだけ智花が口先を尖とがらせて頰ほおを膨ふくらませたような気がしないでもなかったのだが……うわ、あれって俺の態度のせいだったんじゃないか？

　いけない、これは何としても綺き麗れいさっぱり誤解を洗い流さないと。

「て、ていうか、もし智とも花かが嫌いやじゃなければ、俺おれとしてはいつウチの家族の一員になってくれたって大喜びだよ、あはははは」

　慌てて親指を突き立て、可及的爽さわやかに告げる。実際、智花が俺の妹になってくれたら毎日バスケの練習や話で盛り上がれるし、家が賑にぎやかになって母かあさんも大喜びだろう。

「……………………………………ふぇ」

　そう思って偽りのない気持ちを表明したところ、智花は真まっ赤かになって口元に両手を寄せ固まってしまった。ぐわ、今度は思いっきり本気で求めてると受け止められてしまったか……！

「で、でもそんなのご両親に怒られちゃうよね！　残念だけど、智花を妹にするのは諦あきらめないとな！」

「あ……い、いもう…………～～～～～～～～っ！　ご、ごめんなさいっ！　う、嬉うれしいです私ももし昴すばるさんの妹になれればっ！」

「な、なにより俺の妹がこんなに可愛かわいいわけがないしね！　ほんと、変なこと言ってごめんな……あはは」

「か……かわ……っ!?」

　たたみかけるように再フォロー！　すると智花はハッと顔を上げ、頰ほおを真っ赤に染め上げつつ俺の失言に乗っかろうとしてくれる。

　うう、逆に気を遣つかわせてしまったな……無念。

「うふふ、すばるんさまは本当に天然なんちゃらでございますね」

「えっ？」

「さあさあ着きましたわ。…………どうぞこちらへ」

　失意のままに唇を嚙かんでいると、まもなく車が停とまり、久く井い奈なさんが運転席から降りて後部ドアを開けて下さる。

「あの、先ほど何か仰おつしやいましたか……？」

「いえ何も」

　間ま際ぎわに幽かすかな呟つぶやきが聞こえたような気がして問うてみたものの、返ってくるのは完全無欠のメイドさんスマイルのみ。……空耳だったのかな。

「…………………………うぅ。恥ずかしいなぁ、私」

　智花に尋たずねてみようかと思ったが、申し訳ない事にまだ当惑の中にあるようで、とてもそんなことを質問できる雰囲気ではなかった。

「ごめんな、困らせるようなこと言って……」

「い、いえっ。わ、私が一方的に……」

　玄関までの道でもう一度、謝しや罪ざいとぎこちない笑えみをお互いに交換。

　うむむ、四つも年上なのに情けなし。自主練の合間に、この失言体質を少しずつ治す努力もしないとな……と深く自戒する俺おれなのであった。





＊






　パーティは真ま帆ほの自室で行われるらしく、俺たちはまっすぐ本ほん館かんへと案内された。

　二つある豪邸のうちのもう一つ、新館の方は明日あしたの合同パーティで使われるそうで、準備の関係により今は利用できないらしい。

「なんだかお忙しいところにお手数かけてすみません、久く井い奈なさん」

　会場に至る回廊を三人で歩きながら頭を下げると、久井奈さんはゆっくりかぶりを振りながら微笑ほほえむ。

「いえ、準備と申しましても資材食材を運び込んだだけでして、本格的な設営は夜に旦だん那なさまと奥さまが仕事よりお戻りになってから始めます。今はまったく急務などございませんので、どうかお気になさらず」

　さらに聞けば、二人ふたりの合同パーティは真帆のお父とうさん総指揮の下で用意されるのが慣かん例れいになっているとのこと。どんなに忙しくても、この時だけは絶対に家に戻って娘の誕たん生じよう会かいプロデュースに集中するらしい。なんとも愛情に溢あふれるいい話だ。

　あ、でも、ということは。どうやら真帆のご両親に挨あい拶さつする機き会かいはまた先延ばしになりそうだな。それに気付き、幾分安あん堵どの感情に包まれる。だってなんか、怖そうなイメージがあるんだよな、真帆のお父さん。天てん真しん爛らん漫まんな娘の育ちっぷりからして、頑がん固こ一いつ徹てつという感じではなさそうなのに、我ながらなんでそう思うのか不明だけど。

「──真帆さま。すばるんさまともっかんさまをお連れしました」

　そんなことを考えていると、久井奈さんが静かに立ち止まって目の前の扉をノックした。まもなく「はいって～！」と真帆の元気な声が中から響ひびく。

　あ、しまったな、物思いにふけってないでちゃんと道順覚えておくべきだった。お手洗いとか借りるとき、迷まい子ごになってご迷惑かけるのは忍びないし……。

　ともあれまずはなによりパーティだ。全力で真帆と紗さ季きを祝ってあげることにしよう。

　気持ちを切り替えて智とも花かと足並みを揃そろえ、促されるまま部へ屋やの中に踏み入る。

「いえ～いっ！」

　するといきなり、真帆本人の手による盛大なクラッカーの音で出迎えられた。

「あはは、楽しんでるみたいで何より。おめでとう真帆、ハッピーバースディ！　紗季も、おめでとう！」

「お誕生日おめでとう、真帆、紗季っ！」

「サンキューすばるん、もっかん！　ほらほら、早く座って座ってっ！」

「ふふ、ありがとうございます」

　ちょっとだけびっくりさせられつつ中央に設置された大きな長テーブルに眼めを向ければ、上かみ座ざの真ま帆ほから満面の笑えみが返ってきた。紗さ季きもすぐ隣となりで、落ち着いた上品な微笑ほほえみを俺おれと智とも花かに向けてくれている。

　歩み寄り、智花と隣となり合って椅い子すに着席。既に到着している愛あい莉りとひなたちゃんとも明るく会釈を交わしたのち、改めてぐるりと部へ屋やを見渡してみると、予想はしていたがさすがの広さだ。たぶん、ウチの二階総そう面めん積せきより少し大きいのではなかろうか。

　俺たちが囲むテーブルの他ほかに、天てん蓋がい付きのベッドやいかにもマホガニー製っぽい机、二つ並んだ衣装ダンスなどなど、大振りな家具を山ほど備えてるのにもかかわらず、絨じゆう毯たんはここにいる全員が大の字に寝転んでもまだ余るほど、その深い赤あか色いろを広こう範はん囲いに広げている。

　……うーん。これだけ広ければ筋トレもやりやすいだろうなあ。羨うらやましい。

「失礼します、お飲み物をどうぞ」

「あ、すいません」

　なんとも色気のない想像から久く井い奈なさんの呼びかけで帰き還かんすると、目の前のシャンパングラスに黄おう金ごん色いろの液体が満たされていた。

　え、まさかお酒……なわけないか。ジンジャーエールとかだろうな。

「そんじゃ～みんな揃そろったし、かんぱ～いっ！」

「あ、ちょっと、勝手に始めないでよ。まあ、良いけど。……乾杯」

　グラスを手に取り気泡を覗のぞき込もうとした瞬しゆん間かん、予告無しで真帆から皮切りの宣言。わずかに呆あきれ口く調ちようで呟つぶやいた紗季と同様にワンテンポ遅れつつ、慌てて俺も乾杯の輪わに加わる。

　精一杯手を伸ばして真帆、紗季、そしてゲスト同士でグラスを近づけ合い、

『お誕たん生じよう日びおめでとう！』

　声を揃えて祝意をもう一度。紗季も喜んでくれていたが、特に真帆は嬉うれしくて仕方がない様よう子すで、何度も楽しそうに「ありがと～！」と歓喜の声を響ひびかせていた。

　はは。ゴールドを差し色に使った白いワンピースドレスという本日の出いで立たちと相まって、おとぎ話に出てくる元気盛りのお姫様みたいな雰囲気がなんとも愛くるしい。

　さてさて、それじゃあまずはプレゼントを渡してしまおうかな。挨あい拶さつを終え全員が再び腰を落ち着けたところで、おもむろに立ち上がって二人ふたりのすぐ近くへ。

「ふたりとも、これ。つまらないもの……いや、智花にいっぱいアドバイスしてもらったから、自信たっぷりのプレゼントです」

　そうして掌てのひらに収まる小ぶりな箱を、真帆、紗季の順で恭うやうやしく手渡していく。

「やった！　ありがとっ！」

「ありがとうございます！　ふふ、良かったわねトモ。二人きりでデート出来て」

「ふぇ……も、もうっ！　またそんなっ……」

　茶ちや化かされて、自分もプレゼントを渡そうと後ろに続いていた智とも花かは一いつ瞬しゆんだけ頰ほおを膨ふくらませる。でもすぐに表情を不安げに変え、

「……そ、それ。気に入って貰もらえると良いんだけど」

　心配そうに二人ふたりの手に抱えられた小箱に視し線せんを向けた。

「ねぇねぇ、開けて良いっ？」

「もちろん。紗さ季きも、もし良かったら……開けてみて」

　爛らん々らんとした瞳ひとみを向けられ、幾分緊きん張ちようしつつも即答。とたん、真ま帆ほはリボンと包装紙をむしり取らんばかりの勢いで、紗季はひとこと「で、では失礼しますね」と少し緊張したような面持ちで呟つぶやいてから、ゆっくり丁てい寧ねいに折り目を解ほどいていく。

「うわ～～～！　かわいい～じゃんこれっ！」

「…………あ。すごく、素す敵てきっ」

　まもなく、ぱっと二人の瞳が歓声と共に輝かがやく。

「わあ……。かわいいブローチ……」

「おー。いいないいな。ひなもそれ、好き」

　愛あい莉りとひなたちゃんからの反応も上々のようだ。総じての高評価に、俺おれと智花は顔を合わせ、安あん堵どと喜びで破顔。

　アドバイスを得て二人への贈おくり物ものに選んだのは、同じブランドの銀ブローチ。どちらも天使の女の子がモチーフになっているが、全く同じだと恥ずかしがるかもしれないと思ってデザイン自体は別の物を選んだ。

　値段も俺が手を出せる範はん囲いであり、『銀製品ならどんな服にも合わせやすいから、ファッションの好みが違う二人でも同じくらい気に入って貰えるのではないか』という智花の言葉が決め手だった。そしてその読みは、まさに正せい鵠こくを得ていたらしい。

「どうすばるんっ？　似合う!?　ほらサキも早くつけてみなって！」

「わ、わかってるってば」

　嬉き々きとブローチを身につけてくれた二人を見て、良い贈り物ができたことを確かく信しん。真帆の白いドレスにも、グレーのタータンチェックスカートに黒いベルベットの上着を合わせた紗季のシックな服装にも、そのアクセサリーは違和感なく収まっていた。

　自分のセンスにはとんと自信がないとはいえ、これならば分かる。

「良かった。二人ともすごく似合ってるよ」

　安堵に乗せて笑え顔がおで賛さん美びすれば、真帆は勢いよくＶサインを突き出し、紗季は控えめにはにかんで喜びを露あらわにしてくれた。

「智花も、本当にありがとうね。一いつ緒しよに選んでくれて」

「い、いえっ。最後に選んだのは昴すばるさんです。たくさんあるブローチの中から、昴さんが探したから、こんなに二人に似合ってるんだと思いますっ」

　智とも花かにも改めてお礼すると、照れながら早口で謙けん遜そんされてしまった。そんなことはないと思うけれど、今はそれ以上の譲ゆずり合いは我慢してお礼だけを返しておく。智花も早くプレゼントを渡したいところだろうし。

「はい、こっちは私から。おめでとう真ま帆ほっ」

「ありがと～もっかん！　おおっ！　そーそー、この色可愛かわいくて気になってたんだ！　覚えててくれてうれしーっ！」

　ということで場を譲る。智花が渡したプレゼントは……なんとＮＢＡチーム、デンバー・ナゲッツのユニフォームと同じ色使いのバスケットボールだった。

　あはは、男の俺おれがブローチで智花がバスケ用品っていうのはなんだか面おも白しろい。でも、意外性があって良いよな。

「あれ……？」

　そんな思いでもらした笑えみが、ふと止まる。智花がプレゼントを真帆にしか渡さず、紗さ季きには何も差し出すそぶりを見せなかったためだ。

「ご、ごめんね紗季。……昨日きのうじゃなくて、今日きよう渡せば良かったかな。紗季のプレゼント」

　が、続いて心底申し訳なさそうに漏らされた謝しや罪ざいを聞き、納得。そりゃそうか、紗季の本当の誕たん生じよう日びは昨日だったのだから、当然プレゼントも昨日のうちに渡しちゃうよな。

　よくよく見れば愛あい莉りとひなたちゃんも同様に紗季へのプレゼントは昨日渡していたらしく、贈おくり物もので周りを囲まれているのは主しゆ賓ひんのうち真帆の方だけだった。その事に気付いたのか、智花に続き、わずかに眉まゆ尻じりを下げる愛莉とひなたちゃん。部へ屋やの中に一いつ瞬しゆん、心苦しげな気け配はいが流れる。

「……ふふ、なんで謝あやまるの？　みんな昨日素す敵てきなプレゼントをくれたんだし、今日は真帆の誕生日なんだから別に気にすることなんかないわよ。それに私だって、当日に貰もらった方が嬉うれしいもの」

　けれども、紗季が優やさしく微笑ほほえんでくれたおかげでそれもすぐに霧む散さん。そうだな、あまり気にしても逆に困らせるだけだろうし、ここはパーティを心ゆくまで楽しむのが流りゆう儀ぎだろう。







「いよっし、じゃあゲームしようぜ！」

　豪勢な食事を一通り楽しんだところで勢いよく立ち上がり、胸先で両の拳こぶしを握る真帆。

　今日はとことん真帆と紗季の希望を叶かなえてやりたいというのが全員の総意なので、反対意見など出るはずもない。皆がにっこり頷うなずくと、続いて紗季もティーカップから手を離はなしておずおずと進言する。

「あ、それならトランプしない？　昨日愛莉がくれた綺き麗れいなカード、持ってきてるし」

　昨日くれた──おそらくは愛莉からのプレゼントのことなのだろう。紗季がトランプ好きという話は俺おれも小耳に挟んでいたし、きっと早くそれで遊んでみたいのだろうな。よし、じゃあまたみんなで七並べでもするか。

　そう思って賛さん成せいしようとした瞬しゆん間かん、

「えートランプいっつもやってるじゃん！　今日きようはなんか別のゲームしようよ～」

　紗さ季きの隣となりで真ま帆ほが笑いながら異い議ぎを唱えた。

　ううむ、新しん鮮せんな遊びをしたいという真帆の気持ちも尊重してやりたいところだが、とりあえずはせっかくだしトランプで遊んだ方がいいかな。よし、ここは俺の口から真帆を説得──

「…………そう。じゃ、良いわ。なにして遊ぶか真帆が決めて。確たしかにトランプなら、学校でも出来るし」

　──する間なんて寸分もないまま、またしても紗季が簡かん単たんに希望を引っ込めてしまった。昨日きのうから、ずっとこんな感じだな。おかげで普ふ段だんしょっちゅう発生する真帆と紗季の口げんかをずいぶんと聞いていないような気がする。

「だよねっ！　んじゃ今日は学校じゃ出来ない、いままでやったことない遊びしよ！　ねーやんばるっ、まだやってないゲームなんかないっ？」

　主張が通り、真帆は嬉き々きと尋たずねる。

「調しらべてまいります。少々お待ち下さいませ」

　一いつ旦たん退出し、ほどなくして戻ってくる久く井い奈なさん。

　その腕には、大振りなボードゲームのようなものが抱えられていた。

「おっなにそれ!?　新しい人生ゲーム？」

　待ちきれないといった様よう子すで扉の傍そばまで駆け寄る真帆ににこりと微笑ほほえんで、久井奈さんは箱を傾けパッケージを真帆に見せる。

「ツイスターゲーム、という古式ゆかしい遊具でございます。以前旦だん那なさまが、真帆さまと遊ぶつもりでお求めになったようなのですが……自主トレーニングに熱ねつ中ちゆうしすぎたあまり、腰を痛めてしまわれまして、そのままお蔵入りに」

　ツイスターゲームの自主トレ……。とても真ま面じ目めな方なのだろうか。

「あはは、ダメじゃん！　いよーし、おとーさんを倒したゲーム、あたしたちでコーリャクしちゃうぜ！　ねーねーどうやって遊ぶのっ？」

　箱を開け中身を床にぶちまけた真帆は、急せかすように久井奈さんへ説明を求める。

「では練習しながら説明いたしましょう。……サキさま。どうぞこちらへ。まずは真帆さまと一緒にお試しになってください」

　赤・青・黄・緑。四色の円がいくつも描かれた白いシートを絨じゆう毯たんの上に広げながら、久井奈さんが促すと、

「え、私ですか……？　わ、わかりました」

　紗季は戸惑いつつも上じよう機き嫌げんに歩み寄る。さすがは三み沢さわ家けのメイドさん。気を利かせ、もう一人ひとりの主しゆ賓ひんをさりげなく呼び込んで下さった。

　……って、これくらいのことで褒ほめてたら逆に失礼かもしれないけど。

　さて、このツイスターゲーム。簡かん単たんに言えば『審しん判ぱん役がルーレットを回し、プレイヤーの両手両足をどこに置くか指定していく』という遊びである。

「真ま帆ほさま、右手を赤い円の中に置いて下さいませ」

　久く井い奈なさんが、回したルーレットの止まった目を読み上げる。真帆はその通りに、狭いシート上で右手を赤い円内にくっつけた体勢をキープしなければならないわけだ。

「これでいーの？　楽勝じゃん」

「はい、ひとまずは。それでは続きまして、サキさま。……左足を青へ」

　ただしそれだけではもちろんゲームにならないわけで、大事なのはここから。こうして二人ふたりのプレイヤーが順番に同じシート内で指示に従っていく点がキモである。

　最初のうちは難なんなくこなせる要求でも、

「真帆さま。左手を黄き色いろに」

「うぇ!?　ど、どーやってさ!?　こらサキじゃまだ！」

「しょ、しょうがないでしょ……あ、あ、揺らさないでよバカ！」

「うふふ、先に倒れた方が負けでございますよ。真帆さま、サキさま。頑張ってくださいまし」

　ある程度体勢が固まると俄が然ぜん難なん易い度どが増してくる。ちなみに指示があった箇所以外──今の真帆なら右手と両足が円から外れてもアウト、負け確かく定ていだ。

「おー。まほ、へんな顔。わーい、がんばれー」

「真帆ちゃんっ、一つ上の方が届きやすいかもっ」

「もう少し腰を低くして、紗さ季きの下に潜もぐり込むようにすればっ」

「アイリーンももっかんも無む茶ちや言うなよ～っ！」

　四苦八苦する二人を、大盛り上がりで応援するギャラリー陣。かたや真帆と紗季は必死の形ぎよう相そうだ。

「ひゃ、やんっ！」

「にょわ！」

　そしてついに練習試合が終着。真帆が紗季のわき腹の下に手を這はわせた折、うっかりくすぐってしまったのだろう。甲かん高だかい声と共にまず紗季がバランスを崩して倒れ、下した敷じきになる形で真帆も腹ばいになってしまった。

「これは……引き分けでございますね。どうでしょう、おおよそルールはわかりましたか？　それでは、続いて本番に参りましょう」

　楽しげにジャッジを下したのち、久井奈さんは真帆と紗季にリターンマッチを打診する。負けず嫌いな二人のことだから、当然意気込んで乗ってくるはず。

「…………ううん、ちょっと待って！　えっとね、あたし一回やったから次でいいや。一回休みっ！　……くふふ」

「……！　ふふ、じゃあ私も交代します」

　と、思いきや。なんと二人ふたり共が他ほかの子に順番を譲ゆずると言い出した。

　ふむ。これは………………さすがだ。

　たった一度遊んだだけで、このゲームの本質に、おそらく気付いたのだろう。実に素す晴ばらしい考察力というか、スポーツＩＱの高さを垣かい間ま見みた。

　そう、ツイスターゲームの本質。……それは、『基本的にプレイヤーより見てる方が面おも白しろい』という事実に他ならない！

　俺おれも昔何度か遊んだことがあるが、このゲームってやる方はひたすら辛つらいだけでほとんど楽しむ余裕がないんだよな……。

　なお完全に余よ談だんとなるが、長は谷せ川がわ家けには叔お母ばのミホ姉ねえが考案した『エクストリーム・バーリトゥード・ツイスター』なる苛烈なゲームも伝承されている。……あれは、本当にもう二度とやりたくない。

「交代でございますか。了解しました。では、次はどなたが……？」

「んー、えっとね」

「──っ!?」

　至極どうでも良い事を考えていた最中、真ま帆ほがなにやら辺りをぐるりと見渡し、生いけ贄にえを選定するように口角を上げている事に気付く。刹せつ那な、脳を駆け抜けるトラブルの予感……っ！

「よし！　じゃあ次は、すば──」

「お、俺審しん判ぱんやりたいな真帆っ！　なんかそのルーレット回すのすごく楽しそう！」

「──るんともっ……え～、そーなの？　……でも、まーそこまでゆーならしょうがないっかー。すばるんにはお世話になりまくりだし、特別に回させてあげる！」

　間一髪。なんとか選手に駆り出されるのは免まぬがれた……。

　なにせ今ここにいるのはメイドさんたちを除けばみんな小学生の女の子なのだ。無邪気な真帆は気にしないでくれるかもしれないが、他の子には近づきすぎて嫌いやな思いをさせてしまう可能性もある。ここはなんとか理由を付けて競きよう技ぎへの参加は勘弁して頂いた方が良いだろう。

　ということで、仕切り直し後の初戦は愛あい莉りとひなたちゃんの対決となった。

「おし、始めよう。まずひなたちゃんは……左手を青、だね」

　ルーレットを回し、出目を伝える。ひとまずは審判として公正な眼めを向けつつ、応援でみんなの奮ふん闘とうを盛り上げて行くことにしよう。

「ＯＫ。どんどん行くよ。愛莉の左足を、青」

「ええっ、青……ですかっ!?」

「大丈夫っ、いけるぞアイリーン！」

　何巡かが過ぎ、そろそろ対決も佳境といった様相だ。形勢的には、ひなたちゃんが有利に見えるが……。

「こ、これで……っ。どう、かなっ？」

「うん、バッチリ入ってるぞ愛あい莉り！　よし次。ひなたちゃんが右手を……うわ、黄き色いろだ」

　ここに来て最悪の目が出てしまった。尻しりもちを堪こらえるような体勢のひなたちゃんから見て、手の届く範はん囲いにある黄色は真後ろ。これはちょっと厳きびしいかもしれない。

「ひな、そのまま後ろに手、持ってこれる？」

「おー。おまかせあれ」

　しかし、どうやら杞き憂ゆうだったらしい。ひなたちゃんはまずぐいっと腰を持ち上げブリッジの体勢になると、右手をスライドさせてシートの上にアーチを描く。すごい、めちゃめちゃ身体からだ柔らかいんだな、ひなたちゃんって。

「……あ」

　と、感心してた所で、微妙に困ったことが。腰を浮きあがらせた体位のせいで、ひなたちゃんの上着がめくれ、おなかがまる見えになってしまったのだ。

　いや、まあ……これくらいは、そんなに気にしなくても良いとは思うものの。なんとなく眼めのやり場に困る……。

　うん、今俺おれがすべきことは一つ。はやく局面を動かして楽にしてあげよう。

「愛莉、左足を赤だね」

「あ、これは楽かも……」

　微笑ほほえんで、愛莉は膝ひざを少し引き戻し、両手を右側に投げだした状態でしゃがみ込むような体勢になった。

「…………」

　すると、どうだろう。

　両脚を開き加減に腰を落とすというあられもないポーズを強しいられているせいで、スカートがめくれ上がり、ハイソックスの間から覗のぞく太ももの付け根付近に、白い──

　……っていや！　もちろん俺はあくまで二人ふたりの手足が円からはみ出さないかチェックしているだけであり、それ以外の問題点になどこれっぽっちも眼を向けたりしていないが！

　ただ、もし。あくまで仮定の話だが……。もし俺がある特定の意志と共に愛莉を直視すれば、『何か』が確かく実じつに見えてしまいそうだ。

　ぐ、しまった……。審しん判ぱん役なら安全かと思っていたが、とんだ誤算ではないか。ある意味自分からじろじろ眺める大義名分を得にいったみたいで身に覚えのない罪悪感まで湧わき上がってくる始末である。

　ええい、こうなればひなたちゃんには申し訳ないが次でアウトになって頂くしかない！　来い、無む理り難なん題だいっ。

「ひ、ひなたちゃん、右手を青です」

　俺おれの祈りに召喚されたのは右手への連続ミッション。しかも手近な青はさっきの黄き色いろから一マス手前に動かせば良いだけ。これは、楽々こなされてしまいそうだ……。

「ほー」

　やはり、案の定。ひなたちゃんはさらに腰を高く上げ、急きゆう勾こう配ばいのブリッジで指示を難なんなくクリアしてみせた。

「…………………………」

　そして、その急勾配を上着がさらに滑り落ち、ついには肋ろつ骨こつまでが露あらわに。

　というかこれ、もう……なんというか。




　──日の出が、近いぞ。
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　ど、どうしよう。この手で服を直してあげるべきか。でもなんかそれじゃあずっとジロジロそこだけ眺めてた風に誤解されそうな……。ああ、だれか気付いてあげて……！

「は、はうっ」

　困こん窮きゆう極まる中、不意に声が響ひびく。はっと顔を向ければ愛あい莉りが足を投げだし、シート上に尻しりもちをついてしまっていた。

「あれ？　ラクだったんじゃないのかアイリーンっ？」

「え、えへへ。そう思ったんだけど、意外と辛つらくて。手、痺しびれちゃった……」

　た、助かった……。愛あい莉りのおかげでなんとか俺おれも難なん題だいから解放されることが出来たようだ。

「ナイスアシスト、愛莉」

「えっ？」

「間違った。ナイスファイトだったぞ愛莉。ひなたちゃんもすごく頑張ったね、もう普通にして大丈夫だよ」

「わーい、あいりに勝った」

　あひる座りで苦笑する愛莉と立ち上がって万歳するひなたちゃんに称しよう賛さんを浴びせながら、ルーレットを真ま帆ほに返却する。

　その後、結局俺と智とも花かでゲームをするように勧められるが、ある程度ターンが進んでいよいよ危険な体勢になったところでわざと転び、勝ちを譲ゆずって難なくアクシデントは回かい避ひできた。

　うう、アホか俺……。初めからこの方法で良かったじゃないか……。





＊






「じゃあ次はかくれんぼ！」

　順番にツイスターゲームで遊んでもまだ満足にはほど遠い様よう子すで、真帆はぴょんぴょん跳ねながらそんな提案をする。

「かくれんぼ？　えー、この歳としで……？」

　紗さ季きがわずかに難色を示してもおかまいなし。真帆はぷっくり頰ほおを膨ふくらませながらたたみ掛ける。

「たまにはいーじゃーん！　やろーぜー！　んじゃサキがまずオニね！　隠れろ～！」

「なっ……ちょっとまだ誰だれもやるなんて──もうっ！」

　そして一人ひとり先行して部へ屋やを飛びだしていってしまう。

　取り残され、顔を見合わせる俺たち五人だったが、やがてふぅと息を漏らした紗季が、苦笑して肩をすぼめる。

「しょうがない、付き合ってやりますか。じゃあみんなも隠れて」

「紗季、鬼で良いの？　ね、今からじゃんけんしようよ」

「良いわ。真帆の家でいきなり鬼役が出来るのはたぶん私くらいだし」

　慈愛を込めた瞳ひとみで進言する智花の提案も聞き流し、紗季は俺たちにも退出を促す。

　……鬼役、代わってやりたいところだけど、確たしかに俺ではすぐ迷まい子ごになって終わりかも。ならせめて今のうちにあちこち歩き回って、構造を把握しておくか。

「わかった。じゃあ最初の鬼はありがたくお願ねがいするよ」

「かくれんぼでしたら、どうぞ皆様、鍵かぎの開いている部屋であればどこなりともお入り下さいませ」

　そう決めて、微笑ほほえむ久く井い奈なさんに会釈しつつ部へ屋やの外へ。

「えーと。じゃあ、俺おれはあえてすぐ近くに隠れてみるか」

「おー。がんばってね、おにーちゃん」

　それから残る三人と健けん闘とうを誓い合って、単独で真ま帆ほの部屋周りを散策しはじめた。

「──ありゃ？」

「えっ。……ふふ。長は谷せ川がわさん、見つけちゃいました」

　するとほんの数分で、ばったり紗さ季きと出くわしてしまう。……あはは、いくらなんでも不用心すぎたか。まあこの辺りの構造だけはかろうじて把握できたし、よしとしよう。

　紗季の探索はその後も順じゆん調ちように続き、矢や継つぎ早ばやに智とも花かと愛あい莉りが隠れ場所を看破される。

　ひなたちゃんの発見は比較的遅れたが、

「ここだったの」

「おー？　ばれた」

　非常に高そうな、バカでかい壺つぼの中でついに確かく保ほ（しかし、いろんな意味でよくこんなところに入れたな……）。さすが真帆の幼なじみだけあって、隠れ場所になりそうなポイントはいくつも把握している様よう子すだった。

　もしかしたら、かつてよく二人ふたりでやってたのかもな、かくれんぼ。

　とにかく、この感じだと全員発見は時間の問題だろう。あと少しで紗季を鬼役から解放してやれる。

　──なんて予断は、いささか楽天的すぎたらしく。

「もー……！　自分ちで本気出さないでよね……」

　そこから十数分。探せども探せども、真帆の姿だけが見つからない。何度も『ギブアップだから出てきて！』と全員で声をあげ続けているのだが、一向に戻ってくる気け配はいはなし。

「もしかして、しんかんの方？」

　首をかしげて呟つぶやいたひなたちゃんの言葉を聞いて、紗季は「ありえるわね……」と項うな垂だれる。

　確たしかに、本ほん館かんにいるなら見つけられないまでも呼びかけは届いてると思うんだよな。けど、真帆のことだから罠わなだと思って出て来ないというセンも考えられるし……。

　うん。ここは、二手に分かれて探すのが賢けん明めいか。そう思い、俺は困り果てた様子の四人に進言した。

「よし、じゃあ俺と智花で新館を見てくるよ」







「ま、真帆～っ。出てきて～」

「もう真帆の勝ちだぞー。次は俺が鬼だ」

　片っ端から施せ錠じようされてないドアを開き、内部を検あらためながら何度も呼びかけ続ける。新しん館かんは吹き抜けのホールに直ちよく線せん的てきな廊下と、ホテルのような作りになっているのであまり迷う心配もない。それだけに隠れ場所も乏とぼしいので、もしこちらにいるなら俺おれたちだけでも見つけられそうなものだが……。

「いませんね……。やっぱり、本館の方でしょうか」

「うーん。まさか外、なんて事はないよなあ」

　お互い途方に暮れて、わずかに嘆息。もし屋外まで捜索範はん囲いを広げたら、一日がかりでも終わらないぞ、きっと。

　どうか見つかってくれ……と、藁わらにもすがる思いで俺たちが開いたのは、一階西端の扉。鍵かぎが開いてる中では、最後の部へ屋やになる。

「あ、涼しい……」

　踏み込んだとたん、智とも花かが呟つぶやく。

　どうやらここは、食料庫のようだ。他よ所そとは違って床がタイル張りで、空くう調ちようが行き届いた室内にはたくさんの野菜や飲み物が積つみ上げられている。恐らく明日あしたのパーティに向けて備蓄が増強されているのだろうな。

「ん？　あれは……？」

　辺りを見回し、ふと目に留まったのは床に１ｍほどの間隔で置かれた丸まる桶おけと直方体の箱だった。どちらも青いビニールシートが被かぶせられており中は覗のぞけないが、その気になれば真ま帆ほなら潜ひそめそうな大きさである。

「……ん」

　智花と頷うなずき合い、ゆっくりと傍そばまで近付いていく。まず調しらべるべきは、箱の方か。桶にも無理すれば隠れられないことはないが、底が浅いのでかなり苦しい体勢を強しいられるだろうし。

「で、ではシート、どかしますねっ」

「うん、頼んだ」

　青いビニールに手を掛ける智花に返事しつつ、俺は僅わずかに距きよ離りを置いたところで腰を落とし身構える。真帆なら、見つかったとたん走って逃げたりしかねないからな。備えあれば憂うれいなし、というやつだ。

「ま、真帆～？」

　恐る恐る、智花がビニールシートをめくり上げる。

　──その刹せつ那な。

「ふぁっ!?」

　びよんとバネのように、赤黒い何かが箱の中から真上に飛び上がる！

「ザ、ザリガニ!?　いやロブスターか！」

　どうやら箱の中には、活いきの良い食材、それもとびきり凶きよう暴ぼうなヤツが詰められていたらしい。……っていかん、アレに鋏はさまれたりしたら大変だ！

「智とも花か、逃げ……って後ろ後ろ！　そこには桶おけが──ああっ！」

　俺おれが撤てつ退たいを求めるまでもなく、驚おどろいた智花は一いつ直ちよく線せんに後ずさる。が、向かった先がマズかった。足元にもう一つの探索候補だった丸桶が迫るのに気付かず、智花はうっかりそれに踵かかとを引っかけ、

「きゃっ！」

　甲かん高だかい声と共に桶の中心へ倒れこみ、尻しり餅もちをついてしまう。

「……ふぇ」

　直後に、『どぷん』となにやら不吉な音。桶には水が満たされていたようで、たちまちシートと智花の服はずぶ濡ぬれに……！

　そして、悲ひ劇げきはそれに留とどまらず。というより水の攻こう撃げきなんぞまだ序曲にすぎなかったようで。

「ひゃ、ひゃ、ひゃああああうううううううううっ!?」

　少し遅れて、今度は何やら黒くて長い大量の生物が、智花の腰回りでうねうねと蠢うごめきだしてしまう！

「こ、こっちは………………うなぎかっ!!」

　そう、うなぎ。どうやらロブスターと同様に明日あしたのパーティで振ふる舞まわれる、うなぎを生きたままキープしておくための容器だったらしい。

　そこに落ちてしまったため、お休み中だった彼らは大パニック。何事かと暴あばれ出してびったんびったんのてんやわんやである。

「と、智花っ！　大丈夫か!?」

　慌てて俺は手を突っ込み、眼めを見開き恐慌する少女を救出する。その折にうなぎが何匹か外に脱走してしまったが、今は構ってられない。まずは智花を安全なところへ……！

　桶から遠く離はなれた部へ屋やの角まで智花を抱いたまま運び、ひとまず手て頃ごろな台の上に腰掛けさせふぅと一息。

「あ、あはは……。真ま帆ほから着替え借りないとな……って、え？」

　それからあえて軽い調ちよう子しで話しかけたのだが、なんだか智花の様よう子すがおかしい。まだショックから立ち直れていないのかと心配したが、どうも違う。

「あ、あ……ひゃ……ふぁうっ……！」

　気付けば事態は、もっと深刻だった。

　智花が着ている腰のところがきゅっとすぼめられたスカートと、それにタックインされたフリル付きの白いブラウス。

　その間に……入っちゃってるのだ。ぶっというなぎが、一匹。

　そいつが暴れ、絶えずぬるぬるとわき腹辺りを刺し激げきし続けていやがるせいで、智花は未いまだ深い苦く悶もんの中にあるのだった……！

「ままま待ってろ今助けるっ！」

　慌てて俺おれはブラウス越しに透けて見える黒い生物に手を伸ばす。智とも花かを気持ち悪さから解放させてやることだけを願ねがい、一心に捕ほ獲かくしにかかる。

「はううっ!?　すっ、すば……昴すばるさんっ!?」

　しかし、この敵は厄やつ介かいだ……。いくら捕まえようとしても、すんでの所でぬるりと逃れられ、一向にホールドすることが出来ない。くそう……！　ただでさえ滑るのに、布ごしじゃあ全然歯が立たないぞこれ。

「ブラウス、スカートから出すよ！」

「え……ふぇええっ!?　そ、そんな恥、ずか、し……ひゃんっ！」

　びくん、と智花は身をよじり、途と切ぎれ途と切ぎれでほとんど聞き取れなかった言葉すらも完全に止まる。これは一刻を争うな。迷ってる暇はない……！

　腰を縛しばるスカートを緩ゆるめるべく、俺は手探りでホックか何かの位置を探しにかかり──




「あらまあ、大変。…………まったく、いけないうなぎですね」




　──智花の身体からだを抱きかかえたところで、後ろから声。そして振り返る間もなく俺の隣となりに立っていた久く井い奈なさんが、たった一度のトライでブラウスの上からうなぎを捕ほ捉そくし、ボタンを一つだけ外して器用に引きずり出してみせてくれた。

　……なんと。ううむ、三み沢さわ家けメイドさんってすごいな。うなぎつかみすら一流か。

　感心のあまり舌を巻く俺と、ようやく解放されてほっと息を漏らす智花にしずしずと頭を下げ、明らかにこちらの粗そ相そうであることを久井奈さんは心底申し訳なさそうにお詫わびして下さる。

「食材の管理が甘く、まことに申し訳ありませんでした。お着替えをご用意させて頂きますので、どうぞ本ほん館かんの方に。真ま帆ほさまも無事見つかりましたので」





＊






　どうやら真帆は使用人さんたちから貰もらったプレゼントの山の中にダイブし、そのままうっかり眠ってしまっていたらしい。隠れ場所は灯台もと暗し、真帆の自室のすぐ隣となりだったそうな。

「うう、ひどい目にあったよ……」

「うなぎさんが、服の中に……。はう、怖かったよね……」

　項うな垂だれる智花に、対面から愛あい莉りが沈痛な面持ちを寄せる。

　あの後すぐに智花は真帆から服を借りてブラウスとスカートを交換。それから再びパーティルームに全員集合し、締しめのお茶会が催される運びとなった。

　ちなみに俺の方もシャツとズボンがかなり濡ぬれてしまっていたので、乾くまで服を借りることにしたのだが、

「あのう。今さらですけれど、なぜ……執事服なのでしょう？」

　渡されたのは、格かく調ちよう高そうな黒のスーツにクロスタイ。もちろん貸して頂けるだけで有あり難がたいとはいえ、贅ぜい沢たくを言えばもう少しカジュアルだと嬉うれしかったような。

「申し訳ありません、旦だん那なさまのお洋服はサイズが異なりそうでしたので、他ほかにあてもなく」

　困り笑いで尋たずねると、久く井い奈なさんが恐きよう縮しゆくして頭を下げる。

　そっか、サイズ以前に真ま帆ほのお父とうさんの服を借りるのは畏おそれ多いし、見たところ男性の使用人さんは部へ屋や内にいらっしゃらないので、もしかしたら現在三み沢さわ家けには男手が少ないのかもしれない。それにやっぱり、貸してもらって文句を言うのは筋違いだよな。

「そ、そうでしたか。すいませんこんな高そうな服、貸して頂いて」

　つまらない不満を感じたことを反省しつつ立ち上がり、改めて久井奈さんにお礼する。

　と、不意に横から真帆が俺おれの腕に絡みついてきた。

「あはっ、シツジだシツジ！　久しぶりだなー。ねえシツジ！　あたしにお茶淹いれてっ」

　そして、人なつっこい上うわ目め遣づかいでそんなご用命。

　どうやらやっぱり、今はいらっしゃらないみたいだな、執事さん。はは、なんか喜んでくれてるし、結果オーライだったかも。

「ええと……か、かしこまりました、お嬢じよう様」

　こんな感じかな……とイメージで頭を下げれば、真帆は楽しそうに白い歯を覗のぞかせる。

「あたしロイヤルミルクティーがいいな！　あのね、ハチミツたっぷりのやつ。やんばるに作り方聞いて！　ねっねっ、みんなは何が良い？　あたしのシツジがなんでも作ってくれるよ！」

「う、上う手まくいれられれば良いんだけど、あはは。えと、じゃあみんなは何にする？　正直、あんまり難むずかしくないやつだと助かるかも……」

　甘え口調で伝えられた注文にぎこちなく頷うなずいてから、他の子たちのリクエストを待つ。

　と、そのとき。




「ね、ねえっ！」




　紗さ季きが椅い子すを後ろに倒さんばかりの勢いで立ち上がり、真帆へ窘たしなめるような視し線せんを向けた。

「な、なにさ？　……注文？」

「そうじゃなくて……。長は谷せ川がわさんが着替えなきゃいけなくなったのって真帆が寝てたせいなんだし、あんまり甘えすぎたら、ダメでしょ……？」

　大きな声にたじろいだ様よう子すで尋ね返した真帆に、紗季は少しだけ口先を尖とがらせてそんな苦言を呈する。

「えーあたしべつに悪くないじゃん！」

　それを聞いたとたん、真ま帆ほはきっと八重歯を剝むき、嚙かみつかんばかりにテーブルへ手を突き身を乗り出す。

　く、いかん。今度こそいつものようにケンカになっちゃうかも──。

「……あ」

　俺おれがごくりと生なま唾つばを飲み込んだ矢先、さらなる糾きゆう弾だんを重ねるかと思われた紗さ季きは……予想外なことにはっと俯うつむいたのち、唇を嚙みしめ二回、三回と大きくかぶりを振った。

「ご、ごめん……。なんでも、ない」

　そしてなんと、深く腰を折って真帆に謝しや罪ざいを告げる。

「ほぇ？」

　それに誰だれよりも仰天したのは当の真帆。てっきり口げんかが始まると思ったところに肩すかしを受け、鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔で絶句してしまった。

「…………ははーん。さてはサキ、羨うらやましかったんだろ？　すばるんがあたしのシツジになって嫉しつ妬としたんだろ～」

　しかし驚おどろきが収まると、真帆はまたしても火に油を注ぐような発言をする。紗季がそんなことを羨むわけなかろうに……。

「ご……ごめん。う、うん。実はちょっとだけ、ずるいって思っちゃって……ふ、ふふっ」

　それなのに、紗季は繕つくろった笑え顔がおで恥ずかしそうに俯くばかり。

「紗季。……………………ん。じゃ、じゃあ俺、今日きようはみんなの『一日執事』ってことで良いかな？」

「きひひ、しょ～がないな～」

　頭を搔かきつつ真帆を窺うかがえば、すぐさま嬉き々きと承しよう諾だくが伝えられた。

　それで騒そう動どうはすっかり収まり、あとは最後まで楽しい宴うたげ。

　久く井い奈なさんの指導のもと、俺が見よう見まねで作ったミルクティーは、茶葉が多かったのか正直少し苦かったけれど、五人ともが美お味いしいと連呼して、何度もおかわりを求められた。




　　　　【３】




　笑い声で満たされた時間はあっという間に過ぎ、早くも日暮れ前。

　最後にもう一度お祝いの言葉を伝えて、パーティは終了。何度も飛び跳ねながら手を振る真帆に見送られ、俺と四人の子どもたちは久井奈さんの運転するリムジンで三み沢さわ家けを後にした。

「……今日は、楽しかった？」

「ええ、とっても」

　そしてひなたちゃん、智とも花か、愛あい莉りの順番で各おの々おのの自宅を巡り、現在車内に残っているのは座席に横並びで腰掛ける俺おれと紗さ季きの二人ふたりだけだ。

　河川に跨またがる大きな橋にさしかかると、真横から黄昏たそがれ色いろの陽光が差し込む。オレンジに染まった車内を一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくが包み、車の排気音だけが幽かすかに聞こえる。

「……偉かったね」

「えっ？」

　信号が赤に変わり、車が停止した瞬間。俺は紗季の方に顔を向け、自然と笑いかけていた。

「ずっと、我慢してただろ。……今日きようは誕たん生じよう日びだから、絶対に怒らないようにしてたんだよね、真ま帆ほのこと」

　はっと驚おどろいたのち、紗季は照れくさそうに眼めを逸そらす。

「ふふ。何度も、失敗しちゃいそうになりましたけど。いっつもケンカしてばかりなので、一日くらいはって、その……なんというか……」

　恥ずかしくてたまらない。でも気付いてもらって嬉うれしい。そんなことを思っているのか、ころころ表情を変えながら口ごもる様よう子すが、なんとも可愛かわいらしい。

　ま、その心意気は真帆以外みんな気付いていたと思うけど。きっと俺は、紗季のそんな優やさしさに感心したうちの一人ひとりに過ぎない。

　感心。間違いなく、そう思う。こんな風に友人を気き遣づかってあげられる紗季は、本当に優しい子だ、と。

　……けど。

「あのさ、紗季」

「は、はいっ？」

「紗季に、俺からもう一つ、プレゼントをあげても良いかな？」

　けど、忘れてはいけない。紗季だって、まだ小学生なのだということを。

　本当なら紗季も真帆みたいにみんなに甘えて良いし、もしかしたら……心の奥では本人もそれを望んでるかもしれないということを。

「プレゼント……ですか？　そっ、そんなっ！　こんなに素す敵てきなブローチを頂いたのに、これ以上頂くなんてとてもっ──」

「はい、これ」

「──え？」

　提案を聞いて、紗季は反射的に遠えん慮りよし始めた。が、取り合わずに俺が差し出したものを見て、紗季は不ふ思し議ぎそうに固まってしまう。

　だってそれは、なんの変哲もないノートの切れ端だったから。

「あはは、こんな紙でごめん。急な思いつきだったから、他ほかに良いのが見つからなくて」

　返事を待たず、その紙を手の上に乗せてやる。

　紗季はしばし戸惑い続けていたが、やがて恐る恐る紙を裏返し、そこに書かれた俺の文字を読む。

「……『わがまま、券』？」

　う。ちゃんと考える時間が無かったとはいえ、いざ声に出されるとたまらなく恥ずかしいな、このあんまりなネーミングセンスは……。

「そ、そう。わがまま券っ！　ほら……紗さ季きの本当の誕たん生じよう日び──昨日きのうは何も、紗季のためにしてあげられなかったから、そのお詫わびに。……その券を見せてくれれば、俺おれは一日だけどんなわがままでも聞くよ。好きなだけトランプに付き合うし、執事になったって良い。それ以外でも、どんなことでも。俺が出来ることなら、なんだって紗季のためにするから」

「長は谷せ川がわ、さん……」

　驚おどろいて眼めを見開く紗季に、少し照れながら微笑ほほえみかける。

　誰だれだって誕生日の一日くらいは、真ま帆ほのように好きなだけ甘えん坊になって良いに決まっている。だから昨日、紗季が俺たちに行使しなかったその権利を、今一度与えてやりたかった。

　真帆と紗季──二人ふたりの誕生日を、俺は寸すん分ぶん違たがわず同じだけ祝ってやりたいから。

　しばし、紗季はその素っ気ない半券を静かに見つめ続けていた。

「……あの、長谷川さん。この券は、いつから使えますか？」

　が、やがてはにかんで顔を上げると、恐る恐るそんなことを尋たずねる。

「ん？　もちろん今から。有効期限は俺が生きてる限り」

「そ、そうですか。で、では今すぐ、使わせて頂いても……良いですか？」

　返事を聞いて唇を震ふるわせながら、質問を紡ぐ紗季。俺の答えは、もちろん決まっている。

「当然。なんでも、言ってみて」

　自分の胸に拳こぶしをあてがいつつ頷うなずけば、紗季は夕日を後光ににっこりと微笑んで、こんな願ねがいを口にした。

「では……。今から私の家に来て、夕食を食べていって頂けませんか？　十二歳になって最初のお好み焼き、長谷川さんのために……つ、作りたいんです」

　全すべてを言い切ると、紗季は両りよう膝ひざに手を突いて顔を真下に向ける。まるで医者から重大な宣告を待つような面持ちで。

「……そんなことで良いのかい？」

「そ、それが私にとっては……結構、かなり、一番、重要かもしれないことでしてっ。今の精一杯を、是非、長谷川さんに……」

　……なるほど。尊敬する両親から習ったお好み焼きの味は、紗季にとって計り知れないほど大きな意味があるのかもしれないな。そう思えば、なんとも光栄な事を仰おおせせつかったものだ。

「よし、わかっ──」

「あっ！」

　心意気を感じ、承しよう諾だくを伝えようと思った瞬しゆん間かん。なにやら紗季が勢いよく顔を上げ、夕日の中でも分かるほどみるみる耳を真まっ赤かに染めてたじろぎだした。

「ど、どうかした？」

「い、いえそのっ。よ、よく考えたら差し置いて二人ふたりきりで自分の家というのはいろいろ申し訳が……」

「差し置いて……？」

「でででっ、ではなく…………………………そ、そうっ！　よ、よく考えたらウチ、もう営業時間だから鉄板使えませんでした！　あ、あはははは」

　あ、そうか。ううむ、しかしそれはなんとも残念だな。出来れば紗さ季きの希望、叶かなえてあげたかったんだけど。

　……いや。ちょっと待てよ。

「あのさ。……大事なのは、お好み焼きを作ってくれるってところ、なんだよね？　じゃあ、ホットプレートとかじゃ、ダメかな？」

「も、もちろん構いませんがっ！　残念ながら、ウチには無いんですよね、ホットプレート！　ほ、ほら、鉄板焼き屋なので、必要なくて」

「おーなるほど。……じゃあさ、俺おれんちに来る？」

「……………………………………えっ？」

「火力とかは乏とぼしいだろうけど、一応道具なら有るし。母かあさんも、絶対喜ぶと思う」

　そう伝えると紗季は再び逡しゆん巡じゆんを始めるが、ほどなくしてようやく「そっ、それくらいなら……私が最初じゃないし、許してもらえるわよね……」とかなんとかちょっと意味を図りかねる言葉に続き、

「おっ、お願ねがいしても、良いでしょうか？　………………ふふっ」

　普ふ段だんじゃなかなかお目にかかれないほど慌てながら、希望を伝えてくれたのだった。

「うん、了解！　あの、久く井い奈なさん……」

「かしこまりました。お二人ふたりをすばるんさまのご自宅にお連れすれば良いのですね」

「ありがとうございます。あ、それと……」

「真ま帆ほさまには内ない緒しよでございますね。うふふ、そちらもかしこまりました」

　……まこと、できたメイドさんである。





＊






　日が落ちて間もない長は谷せ川がわ家けのダイニングに、トントンと小気味良い包丁の音が響ひびいていた。

　食卓に腰掛け、楽しそうにキッチンへ眼めを馳はせる母さん。その脇わきを通り抜けて、俺は黙もく々もくとキャベツの千切りを続ける少女の後ろに立つ。

「なんか、不ふ思し議ぎな感じだな」

「……ふふ。私も、です」

　思ったままのことを口にすると、手を止め振り返った紗さ季きが照れ笑いと共に可愛かわいらしいピンクのエプロン姿を披ひ露ろうしてくれる。母かあさんが何のために、誰だれのためにこんな派は手でなのを所有していたのかという疑問はさておき、その差し色は彼女のシックな出いで立たちとなんとも芸術的な調ちよう和わを為なしていた。

「…………みんなに、怒られちゃうかもですね。こんな贅ぜい沢たく」

　不意にまな板の方へ視し線せんを戻し、おかしな事を紗季が言う。

「そんなわけないよ。どんな願ねがいを言ってくれても良かったのに、これじゃあむしろ俺おれの方が得してるし。……紗季のお好み焼きを独占できるなんて、それこそ贅沢だ」

　笑って返事すれば、紗季はびくりと手を止めてらしくないほど取り乱す。やっぱりお好み焼きの腕を褒ほめられるのが一番嬉うれしいのかな、紗季は。

「……みんなには、内ない緒しよにしてても良いですか？　……このこと」

「ん？　もちろんご自由に。どんなわがままでも聞かせて頂きますとも。はは、とはいってもそんな必要全然ないと思うけど」

　ウチに来て、俺にお好み焼きを作った。うん、紗季にとっては価値があるかもしれないけど、一般的にはどこにも羨うらやむ要素なんてないよな。

　さて、あまり話し込んで邪じや魔ましてもいけない。大人おとなしくテレビでも見ながら完成を待つことにしよう。

「あ……」

　そう決めてキッチンを出て行こうとする直前、ひとつ伝え忘れていたことがあるのに気付く。

「……？　どうかなさいましたか？」

「そういやさ、紗季と真ま帆ほにあげたブローチなんだけど……実は秘密があるんだ」

「秘密、ですか？」

　もう一度向き直った俺を見つめつつ、肌はだ身み離はなさず身につけてくれているブローチを、紗季がエプロンの上からそっとなぞる。

「うん。とはいっても全然大したことじゃないんだけど。……あのさ。そのブローチ、天使の女の子がモチーフになってるよね？」

「はいっ。とっても、可愛かわいいです」

「気に入って貰もらえたならよかった。で、その天使なんだけど……実は『姉妹』なんだよね。紗季にあげたのと真帆にあげたので本当は一対の売り物を、店員さんにお願ねがいして別々に包んで貰ったんだ」

「……え。じゃ、じゃあ」

「うん。もちろん紗季にあげた方がお姉ねえさん。……部活のときもいつも真帆やみんなのこと、俺の眼めが届かない場所でも優やさしく面めん倒どう見てくれてありがとうっていう、内緒のメッセージ。これは智とも花かも知らないよ。俺おれと、紗さ季きだけの秘密だ」

　悪戯いたずらっぽく微笑ほほえみかければ、紗季は一いつ旦たん包丁を置き、ぼんやりと俺に上うわ目め遣づかいを向ける。

「私と、長は谷せ川がわさん。二人ふたりだけの……秘密」

　やがてその面持ちが、とても無邪気な笑えみで満たされた瞬しゆん間かん。ようやく昨日きのう伝え足りなかったお祝いの気持ちを全部届けることが出来た気がして、俺の胸の内もまた、大きな喜びで満たされたのだった。
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　　　　【１】




　七月も残すところあとわずかとなった昼下がり。コーチとして籍せきを置かせてもらっている女子バスケ部の練習を見に、俺おれは今日きようも慧けい心しん学がく園えん初等部の体たい育いく館かんまでやってきた。

「……暑」

　日陰の路地を抜け裏口の鉄てつ扉ぴを開いたとたん、汗ばんだ肌にむわりとした熱ねつ気きが絡みつく。いくら私立校とはいえ体育館にはエアコンが設置されていないため、屋内の温度は相応に高い。

　ただ、見ればもう既に全すべての窓が開け放たれた後なので、風が通り換気が済めば幾らかは快適になるだろう。

「あれ？　その割に、誰だれもいないな……」

　ワックスで磨かれた板張りの屋内をぐるりと一いち瞥べつしたところで、かすかな違和感を覚えた。練習を開始するための準備がなされた痕こん跡せきはあるのに、部員の姿は一人ひとりも見当たらない。

「ちょうど着替え中ってことか、たぶん」

　ここ何日か、女子バスケ部の練習時間は運の良いことに体育館が貸し切り状態なので、今日も他ほかの部は来ていないと踏んでそう結けつ論ろんづける。小耳に挟んだ話によると男子バスケ部は先日から大会に遠征しており、戻ってから一週間は休養に入るとのこと。同様に、夏休み前はずっと一いつ緒しよに体育館を使っていた女子バレー部もどこかへ出かけている最中なのかもしれない。

　さて、それはそうと自分も今のうちに着替えておこう。

「──あっ、お疲れ様です昴すばるさん！」

　コートの隅を縦じゆう断だんし、正面玄関の並びにある男子更衣室まで向かうと、はたして隣となりの女子更衣室から少女が一人出てきた。慧心女子バスケ部のエース、湊みなと智とも花かだ。

　智花は俺に気付くや顔をほころばせ、片結びのショートヘアを弾ませながらこちらに駆け寄ってくれる。小学六年生らしいまだあどけない顔つきと裏腹に、ぴんと伸びた背筋や軽く結ばれた口元からは、どこか気品のようなものも感じられる。バスケに加えて日に本ほん舞ぶ踊ようや茶道を両親から学んでいるだけあって、動作一つ一つが上品に映るのだった。

　……などと、改めて感心するのもおかしな話だよな。本日智花と会うのは二度目な訳だし。

「いつも本当にありがとうございます。今日もコーチ、よろしくお願ねがいしますっ！」

「こちらこそよろしく。お茶の稽けい古こは上じよう手ずに出来た？」

「あはは、いっぱい怒られちゃいました……」

　俺と智花は、毎朝我が家の庭でバスケの練習をするのが日につ課かとなっている。だから夏休みに入ってからの部活日はお昼まで共に過ごし、揃そろって学園に向かうパターンが続いた。しかし今日は智花に用事があったので一度別れて、ここまでは別々にやって来たのだった。

「そっか。なかなか厳きびしいんだね、智花のお父とうさん」

　腕組みした俺おれを見て、智とも花かは決まりの悪そうな照れ笑いを継続したままかぶりを振る。

「私が才能ないだけです、きっと……。それに、茶道ではもっと厳きびしい先生をたくさん知ってますし、甘やかしてもらっている方だと思います」

「あはは、才能ないなんて信じられないな。俺は茶道なんて素人しろうと以下だけど、あんな綺き麗れいなシュートを打てる智花なら、お茶を点たてている姿もすごく美しいんじゃないかなって思う。いつか、見てみたいよ」

「ふぇ……う、美し……っ!?　そそそ、そんなっ！　と、とてもまだお見せできるようなものではっ！」

「あーいや、もちろん智花が少しでも自信付いた後で良いんだけど！　ごめん、ちょっと厚かましかったかな……」

「とっ、とんでもないです！　……す、昴すばるさんにそう言って頂けるのは、とっても嬉うれしいですっ。……あ、あのっ。わ、私、お茶の稽けい古こも一いつ生しよう懸けん命めいやります。昴さんにお見せしても恥ずかしくないようになろうって思えば……。い、いっぱいがんばれる気がしますっ……！」

「はは、智花負けず嫌いだもんなー。そんな風に役に立てるなら俺も嬉しいよ。……うん。いつか、お相しよう伴ばんにあずかれる日を楽しみにしてる。こっちこそ粗そ相そうしないよう気をつけるから」

　恐きよう縮しゆくする智花の肩をぽんと叩たたき、会釈して目の前の扉に手を掛ける。

「こんにちはっ、長は谷せ川がわさん」

「今日きようもよろしくお願ねがいします。……んー、暑いですね。ふふ、気合い入れて練習しないと」

　そこへ、さらに二人ふたりの少女が隣となりから出てきて挨あい拶さつしてくれた。

　一人ひとり目めの、肩に掛かるショートボブと太めの眉まゆがチャームポイントな少女は香か椎しい愛あい莉り。バスケ選手として希け有うな武器である長ちよう軀くを深々と折り曲げ、頭を下げる様よう子すが持ち前の礼れい儀ぎ正ただしさと、実直さをありのままに体現している。

　もう一人は永なが塚つか紗さ季き。普ふ段だん、彼女のきりりとした目元を飾っている眼鏡めがねは、バスケの時だけ大ぶりなアイガードに換装される。その姿、クールかつキュート。コートの内外で部員五人の司令塔を務める紗季のイメージにぴったりな装備だった。

「二人ともこんにちは。夏バテとか大丈夫？」

「はいっ。わたし、暑いのはわりと得意なんです。えへへ」

「私も今年ことしは平気です！　スタミナが付くように、納豆入りのお好み焼きをいっぱい食べているおかげかもしれません」

「良かった。俺も冬よりは夏の方が得意かもなー。……納豆お好み焼き、あれ意外に美お味いしいよね。今度、紗季の家のお店にも食べに行きたいよ」

「納豆入り、私も好きです！　あと、チーズ入りも美味しそうだったな……」

「あっ、チーズ入り美味しいよ。わたし、すごく好き。智花ちゃんも今度食べてみてっ」

「ふふ、是非またみんなで来て下さい。『納豆チーズ入り』もありますよ」

　智とも花かも加わり、四人で談だん笑しようを重ねる。練習開始予定時刻まであと十分以上あるので、着替えはもう少し後回しにしても問題ないだろう。俺おれは壁かべに背中を預け、長期滞在体勢に。

「……それにしても遅いわね、ひなと真ま帆ほ」

　数分が過ぎたころ。紗さ季きが眉み間けんに皺しわを寄せ、未いまだ姿を見せない女子バスケ部員の名前を呟つぶやいて正面玄関の方へ眼めを向けた。

「あれ？　二人ふたりともまだ来てないの、もしかして」

　もし着替えの最中なら、玄関でなく更衣室の方を見るよな。不ふ思し議ぎに思って尋たずねてみると、

「今日きよう、真帆ちゃんとひなちゃんは飼育係の夏休み当番なんです」

「更衣室に制服が脱いでありましたし、学校には私たちより先に着いているみたいなんですけども……」

　愛あい莉りと智花が交代で補足してくれた。なるほど。おそらく係の仕事がまだ終わってないのだろう。もし時間まで戻ってこないようであれば、申し訳ないけど先に練習を始めさせてもらった方が良いかな。

「そっか、それなら仕方ないね。……ん、そろそろ俺も着替えておくか」

　いい加減頃ころ合あいだったので壁から背中を離はなし、今度こそ更衣室に入ろうとする。

　──ばたん！

　ちょうどそんな時、遠くから重々しい音が轟とどろいた。

　聞き覚えのあるこの残ざん響きようは、体たい育いく館かんの裏口が開閉される際のものだろう。考えるより先に、奥のステージ脇わきに設けられた鉄てつ扉ぴの方へ自然と首が向く。

「な!?」

「ふぇ!?」

「ちょっ!?」

「きゃ!?」

　とたん、揃そろって振り返った全員が短く驚きよう愕がくの声を上げ、その身を固めた。

　鉄扉の前には、一人ひとりの少女の姿が。二つ結びの長い栗くり色いろの髪と、健康的に日焼けした肌の持ち主である彼女こそ、部内一の元気娘、三み沢さわ真帆。

　しかし、今の真帆の表情からは、普ふ段だんの快活さなど微み塵じんも窺うかがえない。頰ほおが真まっ赤かに染まり、瞳ひとみには遠巻きでも分かるほど大量の涙。嚙かみしめられた唇は、憤いきどおりを堪こらえるように小さく震ふるえている。

　それも、当然だろう。……あんな格好では。

　上着は良い。真っ白な半はん袖そでの体たい操そう着ぎは、普段の練習時と全く同じだ。

　問題は、その体操着の裾すそを無む理り矢や理り伸ばすことによってかろうじて隠された、下半身の方。

　白い靴下と、小こ麦むぎ色いろの肌。現在真帆の腰から下には、たったその二つしか『色味』というものが存在しない。

　カモシカのような脚きやく線せんを彩っていて然しかるべきスパッツも、はたまたあの古式ゆかしい『ジャパニーズ・トラディショナル・スポーツウェア』も、どちらも見当たらないのだ。

　どうみても、はくべきものをはいてない！

　その事実に気付くやかろうじて目だけは逸そらしたものの、意味が分からず俺おれは混乱のまま立ち尽くしてしまう。そうこうしているうちに激はげしく足音を響ひびかせ、真ま帆ほがこちらへ走り寄ってくる気け配はい。

「ど、どどどどどどどうしたの真帆っ!?」

　いち早く我に返ったらしい紗さ季きが、幼なじみの少女に向けて狼ろう狽ばいしきった絶叫を響ひびかせる。

「……っ！」

　真帆はその質問には答えず俺たちの至近でたたらを踏むように急ブレーキをかけ、それからようやく、声の限りを尽くして涙ながらに叫び声をあげたのだった。

「うわああああああんっ！　ヌシに、ヌシにブルマとられた────────────っ!!」







「えーと。つまり飼育小屋の掃除をしていたら、その『ヌシ』って名前のヤギに襲おそわれたと」

「うん。……ちきしょーあいつめ～！　もう絶対ゆるさないっ！」

　智とも花かたちに三方を囲まれ更衣室へ連行された真帆が予備のスパッツ姿で出てくるのを待ってから、改めて話を聞いてみる。

「うう、大変だったね……。わ、わたしヌシさんって見たことないけど、お馬さんみたいに大きいって聞いたことがある」

「私も噂うわさ、いろいろ聞いたことある。……普ふ段だんはほとんど厩きゆう舎しやの外に出て来なくて、飼育小屋の王様で、三十年くらい前からいたって仰おつしやる職しよく員いんさんもいて、先生もほとんどの方が怖くて近寄れなくて……あとはええと、なんだっけ」

　どんな都市伝説だそのヤギ……。

　恐怖を語るみんなの言葉に半信半疑で反応し損ねていると、隣となりで紗季が軽く手を挙げ、「ちょっと待って」と訝いぶかしげに首を捻ひねった。

「でも確たしか、ひなにだけは懐なついていたはずよね、ヌシって。……ひなは、どこにいるの？」

　言われて俺もはっとなる。真帆のとんでもない出いで立たちに肝を抜かれたせいで訊きき損ねていたが、同じ飼育係であるはずのもう一人ひとりの部員、袴はかま田だひなたちゃんの姿が未いまだ見えないのはどうしてだろう。

「ヒナ、学校着いてすぐおなか痛くなっちゃったんだ。それで保健室行ったから、今日きようはヒナの分まであたしが頑張るぜーって思って……」

　なるほど。真帆一人で飼育小屋に入ったが故の悲ひ劇げき、というわけか。

「ひなた、おなか痛いの？　だ、大丈夫かな？」

「えっと、たぶん。そんなには辛つらそうじゃ無かったし……」

　心配を寄せる智とも花かに、真ま帆ほがさらりと答える。ならそちらの方は、ひとまず安心しても大丈夫かな。初等部の養よう護ご教きよう諭ゆとは面めん識しきがあるので、もし何かあれば連絡してもらえるだろうし。

「そう、良かった……。じゃあ、ひとまず私たちは練習始めましょうか。お見み舞まいに行っても、ひなに気を遣つかわせるだけになっちゃいそうだし」

　紗さ季きもほっと胸をなで下ろし、率先してそう宣言した。この前、初の対外戦を経けい験けんしたばかりなので、ここのところ部員全員がいつもに増してやる気に満ちている。トラブルをものともせず気持ちを切り替えようとする様よう子すがなんとも頼もしかった。

「ちょちょちょ、ちょっと待ってよ！」

　同意して頷うなずき、そろって移動しようとした矢先、真帆が両手を振って紗季に抗こう議ぎする。

「ん、何よ？」

「何よじゃなくて！　ブルマ！　あたしのブルマとられたままなんだってば！　手て伝つだってよ、取り返しに行くのっ！」

　すがるような真帆の視し線せんから、智花、愛あい莉り、紗季の三人共が気まずそうに顔を伏せた。……そりゃ、そんなわけのわからん逸話に塗まみれたヤギ、できればお近づきになりたくはないもんな。

「ひなたちゃんが元気になってから、頼んでみたらどうかな？」

　紗季の話によると唯一懐なついている人物らしいし、素人しろうとが手を出すよりその方が賢けん明めいなのではないだろうか。そう思って提案してみるが、

「ひ、ヒナには内ない緒しよにしといて！　前、あたしヒナに当番代わってもらったことがあって、その時『今度はヒナの分まであたしひとりで仕事する！』って約束したから……。シンパイかけて、あたしだけには任せらんね～って思われたら、今日きようみたいに病気の時も、ヒナはきっとムリしちゃう。ヒナ、どうぶつ本当に大好きだから……」

　真帆は大きく首を横に振る。確たしかに、ひなたちゃんはほんわかとした性格ながら責任感は人一倍強い子だもんな。その懸け念ねんも分かる気がする。

「真帆ちゃんのブルマ、たしかすごく大事なお洋服なんだよね……」

「あ、うん……。おとーさんが作ってくれたトクチューだから、お店には売ってないやつなんだ……」

　その上、真帆自身にとっても諦あきらめきれない理由があるらしい。言われてみればあんな派は手でなピンク色の代しろ物ものは、あんまり見たことがない。っていや、偉そうに語れるほど俺おれはブルマに対する造ぞう詣けいなんて深くないのだけど。

　お父とうさんの顔でも思い出しているのか、ひどくしょげかえってしまう真帆。

　しゃがみ込み、半べそをかく様よう子すを見て、俺たち四人は顔を見合わせる。

「……わかった、みんなで行こう。俺も付いてくから」

　やむなし、一いち蓮れん托たく生しよう。困った時はお互い様だ。

　苦笑と共に宣言すると、真ま帆ほはやにわに飛び上がって瞳ひとみに希望の色を宿す。一度はヤギに怯おびえ逡しゆん巡じゆんを見せた三人も覚悟を決めた様よう子すで、ぎゅっと拳こぶしを握ってみせてくれた。

　いやはや。どうやら本日のウォーミングアップは、勇気を試すメンタルトレーニングの場となりそうな運びである。





＊






　慧けい心しん学がん園えん初等部の飼育小屋は、体たい育いく館かんの正面玄関を出て左折し、水飲み場や遊技場を越えた先にあるようだ。つまり学園全体から見ると東の端に位置している。

「あれ。こっちに飼育小屋があるんなら真帆はさっきどうして裏から来たんだ？　正面玄関の方が近いよね？」

「だってあんな格好で普通の道なんか歩けないじゃん！　今日きようはフカクにもお子ちゃまパンツだったし……。もしうっかりすばるんに見られたらゲンメツされちゃうって思ったのっ。『あ～あ、真帆はあんなに可愛かわいいのに、中身はまだまだこどもだな～』って！」

「い、いや幻滅はしないけど！　そうだよな……ごめん、浅はかでした」

　下着の色や種類で何か偏見を抱いたりする気は毛頭無いが、そもそもの問題としてあの出いで立たちなら人目を避けて当然だ。デリカシーのない質問をしてしまったことを深く反省。

「着いたわ。わりと久しぶりね、ここ」

　数十メートル直進し、皆が一斉に立ち止まる。目の前には、池や古タイヤ製の遊具が設置された庭のようなスペースが広がっており、その奥に横長の簡かん素そなプレハブ小屋も確かく認にんできた。あれが目的地であるヤギの厩きゆう舎しやだろう。

　庭と厩舎は周囲を背の高い白い金かな網あみで囲まれており、その上には逃亡防止用と思おぼしき緑みどり色いろのネットが被かぶせられている。俺おれがかつて通っていた小学校のものに比べれば大規模だが、作り自体はよくある飼育小屋と特に変わりない。

「最後に来たのは、夏休み前に図工でクロッキーしたときかな。……あっ、うさぎさん。えへへ、こんにちはっ」

　愛あい莉りがフェンス越しにしゃがみ込むと、黒いうさぎが一羽、餌えさをねだるように跳ね寄ってきた。うさぎはおしなべて臆おく病びよう、というイメージだったが、中には人に慣なれきった個体もいるみたいだ。

　無邪気に動物とコミュニケーションを試みる姿を微笑ほほえましく思いつつ、ざっと敷しき地ち内ないを一いち瞥べつする。確認できた生き物は、うさぎを除くと数羽のアヒルだけだった。

「ヤギさん、やっぱりいないね……」

「ヌシ、昼間はほとんど外に出て来ないんだー」

　俺と同様に視し線せんを動かす智とも花かに、真帆は溜ため息いき混じりで答え、再び歩きだす。そして左隅の出入り口で立ち止まり、南なん京きん錠じようを外して俺おれたちを手招きした。

「ほんとメーワクかけてごめんっ！　なるべくあたしが自分でなんとかするから、早く終わらせちゃお！」

「いつも真ま帆ほにはいろいろ助けてもらってるから気にしなくて良いって。……よし、それじゃあ行こうか」

　頷うなずき、後に続く。先頭を真帆が進み、その次に俺、身を寄せ合うようにして残る三人が最後尾という陣形で外園部に踏み込むと、闖ちん入にゆう者しやに驚おどろいたアヒルとうさぎは蜘く蛛もの子を散らしたように対たい角かく線せん上じようへ退たい避ひしてしまった。

　取っ手のないベニヤ板の仕切り戸を押し開き、いよいよ俺たちは『ヌシ』とやらが控えているらしい厩きゆう舎しやの中へ。一段と強くなった獣けものの臭においに鼻を曲げつつ、寝わらの合間を縫ぬって最さい奥おうを目指す。等間隔に設けられたガラスのない窓から漏れ入る日光の他ほかに光源は無く、薄うす暗ぐらさで足もともおぼつかない。

「……っ！」

　息を吞のむ音に続き、真帆がぴたりと足を止めた。震ふるえる背中と固く握られた拳こぶしには、強い憤いきどおりの気け配はい。……どうやら、お出ましのようだ。

　支援すべく、真帆の隣となりに並び立つ。

「な……!?」

　刹せつ那な、絶句した。視界の先、暗がりの中で蠢うごめく白い影かげが、あまりにも異い形ぎようすぎたせいで。

　まず、そのサイズが規格外。『馬ほど』と言い切るのはさすがに語ご弊へいがありそうだが、それでもポニー辺りと比べれば明らかに大きい。ヤギらしい線の細さは伸び放題の体毛で見て取れず、モップのお化けみたいなシルエットが得も言われぬ威圧感を醸かもしている。かつて胡う散さん臭くさい雑誌で見たＵＭＡ、『イエティ』というやつと同種の不気味さだ。

　しかし、それだけならばまだ良かった。

　なにより俺を戦せん慄りつさせたのは、その顔。

　額ひたいも、鼻先も。どぎついショッキングピンク色なのである。

　そう。まるで覆ふく面めんのようにすっぽり被かぶってやがるのだ。




　──真帆から略奪した戦利品の強化外装ブルマを！




「こらヌシー！　あたしのブルマ返せー！」

　叫びに動じるそぶりも見せず、ヤギはブルマの本来足を通すべき穴越しに、闇やみよりも深い色の双そう眸ぼうで真帆を見据えたまま、ぶるすこ、ぶるすこと重苦しい吐息を響ひびかせる。ショッキングピンクの中に収まりきらずはみ出た長い髭ひげはまるでたてがみのようで、その威風堂々たる立ち姿にはどこか神話上の獣が如ごとき荘そう厳ごんさすら感じられた。

　なるほど。この神しん獣じゆう──いや珍獣に『ヌシ』と名付けた小学生のセンス、実に秀逸であると言わざるを得ない。唯一の救いは、無角であることか。これで雄お々おしいツノまでそそりたっていたら、一目見ただけで腰を抜かしてしまった可能性も否めない。

　もちろん、そうであれば危なくて小学校でなんて飼えなかっただろうが。いや現状でも充分危ない気がしないでもないが。

「やだ……なにこれ……」

　俺おれと真ま帆ほのすぐ後ろで静止した三人も恐れおののいた様よう子すで、愛あい莉りの呟つぶやきを皮切りに恐怖で声を震ふるわせる。いかん、雰囲気に飲まれる前に状況を打破しないと足が竦すくんで何も出来なくなってしまいそうだ。

「俺が、囮おとりになってヌシの注意を引き付ける。だからその隙すきに真帆──」

「うんっ、わかった！　あたしが横からブルマ取り返す！　ありがとねすばるんっ！」

「おやすいご用だ、これぐらい」

　と強がってはみたものの。……正直かなり怖い。

　いや、畏おそれるな俺。他ほかの子にこの役をやらせるわけにはいかないのだから、覚悟を決めよう。

「ほら、ヌシとやら。お前の相手はそっちじゃない、ここにいるぞ……！」

　子どもたちの輪わから単独で離はなれ、横から回り込むようにしてアイソレーションを仕掛ける。小刻みに手を振ると、ヌシは煩わずらわしそうにこちらを一いち瞥べつした。よし、良い感じ。

「うぇ!?」

　なんて油断しかけた矢先、大ヤギがぷいと顔を逸そらし予備動作なしに駆け出した。向かう先には、子どもたち……っ！

「マズい！」

「え……？　きゃあああああっ！」

　誰だれもが足を竦ませ逃げることもままならない中、不運にも餌え食じきとなったのは──愛莉だった。迫り来る恐怖に尻しりもちをついてしまった長ちよう軀くの少女の前で急停止したヌシは、こともあろうに体たい操そう着ぎの裾すそに深く首を突っこんで幾度も跳ちよう梁りようをはじめやがった……！

「だっ、だめえぇぇぇっっ！」

　ヌシのパワーに引っ張られた上着が、衣服としての機き能のうを急速に失っていく。白い布地がよじれ、すでに愛莉のおなかはほぼ全域にわたってまる見えだ。

「なんて真ま似ねを、くそっ！」

　このままじゃ被害はさらに広がってしまう。などと危き惧ぐしているうちに、今度は愛莉のわき腹辺りからビリビリとレベル５級に無残な音が響ひびく。いかん、もう装甲が保もたない。ついには穴が空いてしまった布がみるみる引き裂かれ、肋ろつ骨こつまでもが露あらわになってしまった。

「ふぇえええんっ！」

「く!?」

　そして、肌はだ色いろと体たい操そう着ぎの白との間に、光こう沢たくのある水みず色いろの下着らしきものがちらりと見えた瞬しゆん間かん、たまらず俺おれは眼めを逸そらす。ど、どうすれば良いんだ。身を賭とし救出に向かうべきとは思うものの、とてもじゃないが申し訳なくて今の愛あい莉りの姿を正視など出来ない。
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「や、ヤギさん止やめてあげてぇっ！」

「トモっ、こうなったら私たちがなんとかするしか！」

　しかし、智とも花かと紗さ季きの叫びを聞いてすぐ自戒。ダメだ、俺が間抜けに立ち尽くしていたら子どもたちを危険に晒さらしてしまう。ここはまず助け、その後で罪を全面的に受け入れ謝しや罪ざいするより他ほかに取るべき行動はない。

　意を決し、一いつ直ちよく線せんに愛莉の許もとへ駆け寄る。もはや体操着はぼろぼろで、水色のスポーツブラは下から約50％以上が外気に晒されていた。地球にたとえれば南半球全域の防ぼう御ぎよ網もうが突破された状態だ。遅くなってすまん愛莉っ、今助けるぞ！

　唇を嚙かみ、暴ぼう虐ぎやくの限りを尽くす大ヤギの腹に横から飛びつく。

「ぐお!?」

「きゃうっ！」

　直後、ヌシはバネのように真後ろへ飛び、虚を突かれた俺の腕を振ふり解ほどく。なんとか愛莉から引ひき離はなすことだけは成功したものの、依然真ま帆ほのブルマは顔に貼はり付いたままだ。

「ま、待てヌシー!!」

　土の上に腹ばいとなってしまった俺おれが身を起こすのとほぼ同時、ヌシはこちらを翻ほん弄ろうするように跳ね回ってから厩きゆう舎しやの外へ飛び出していく。反射的に叫びながら追いかける真ま帆ほに続いて、自分もうさぎとアヒルが放し飼いにされている外園部へ舞まい戻る。

「うぇ……あああああああ～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」

　すると目の前で、最悪の二次災害が発生した。ヌシが向かった先は、小屋を囲む金かな網あみの出入り口。そこへ巨大な体たい軀くが激げき突とつするや、あろうことか留め具が外れて柵さくが大きく開いてしまったのだ。

　これでもはや、彼をこの地に縛しばる枷かせは何一つとして無くなった。ほんのいっときだけ満足げに天を仰いだ白い悪あく魔まは、そうするのが当たり前とばかりに悠然と、四肢を踏み出し外の世界に旅立ってしまう。

「ぐ、いかん！　このままだと他ほかの動物も！」

　呆ほうけている場合ではないと気付き、頭を抱えて固まる真帆の脇わきを抜けて戸を閉めにかかる。しかしタッチの差でさらにもう一羽、アヒルを囲いの外に逃がしてしまう。

「ね、ねえ大丈夫!?　──ってまさか、外に逃げられたの!?」

　遅れて駆けつけた紗季の声に、俺も真帆も、振り返ることすら出来ずただただ立ち尽くすのみだった。







「ご、ごめんね真帆っ……！　最後に私たちが入った時、きっとしっかり戸が閉まってなかったせいで……」

「ううん、もっかんたちのせいじゃないよう。飼育委員は、入る時も出る時も戸と締じまり確かく認にんしなきゃいけないのに、あたし焦って忘れちゃった。……ぐあ～！　ヒナにモウシワケが立たねー！」

「ごめん。俺がもう少し早く反応出来ていれば、せめてアヒルだけは食い止められたはずなのに……ああもう！」

　飼育小屋の敷しき地ちから出るや、責任を感じたそれぞれの口から謝しや罪ざいが連なる。自分としても悔しくて、申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

　……しかし。

「戸締まりは、私にも責任があるわ。けど、その事を謝あやまるより、まず体を動かす方が先ね」

　紗さ季きの言う通りだ。今はまず、逃げてしまった動物の保ほ護ごを最さい優ゆう先せんにしなくては。

「うん、そだな。……あたし、先にヌシを探してる。だから、すばるんたちは」

「わかった。まずアヒルを捕まえよう。もたもたしてると学園の外まで逃げられちゃうかもしれないからな」

「……ほんとに、ありがとね。うー、タイヘンなことになっちゃってごめん」

「もう、やめなさい。そんならしくない顔でしょげるの。ふふ、心配しないで。全部解決したらいつも以上にみっちりお説教してあげるから」

「うんっ。大丈夫だよ真ま帆ほ。これくらいのお手て伝つだい、いろいろお世話になってるお礼にもならないもん」

　意気消沈する真帆を、紗さ季きと智とも花かが違うベクトルから励ます。チームワークの良さはこんな場面でも相変わらずだ。

「よし、そうと決まれば早速アヒルを探しに行こう。……愛あい莉りは、とりあえず着替えに戻ってくれ」

「はうぅ、ありがとうございます……。お役に立てなくてごめんなさい……」

　ぼろぼろに破れ、もはや衣服の体ていを為なしていない上着を押さえつけるようにして自らの身体からだを抱いたまま、無念そうに項うな垂だれる愛莉。一人ひとりだけ輪わに加われないのも辛つらかろうが、この格好ではどうしようもない。まずは着替えて水みず色いろの惑星……もとい、素肌を防御させてやらないと。

「ぜったいヌシ捕まえて、あとでアイリーンにごめんなさいさせるからっ！　じゃあ、あたし行くね……！」

　励ましの甲か斐いあって気概を取り戻した真帆が俺おれたちに背を向け、手を振りながらカン任せに駆けていく。続いて愛莉も幾度となく「みんな、ごめんね……」と頭を下げてから、頰ほおを赤く染めたまま小走りで体たい育いく館かんへ帰き還かんした。

「頑張ろう、智花、紗季。なーに、アヒルだったら怖くも危なくもないし、発見してしまえばこっちのものだ」

「はいっ！　早く見つけて、真帆のお手伝いに行かないと……！」

「ヌシを捕まえるのが本番ですからね。ウォーミングアップの方はさくっと終わらせちゃいましょう」

　残った三人で頷うなずき合い、足並みを揃そろえて小屋の前から離はなれる。

　勇ましく歩道のアスファルトを踏みしめながら、ふと『大義を胸に兵士が戦場へ赴おもむく時って、きっとこんな気持ちなのだろうな』なんて事を思った。

　……うん、たぶん違う。




　　　　【２】




「あっ！　いました昴すばるさん！」

　なんとも運の良いことに、発見までに要した時間はほんの数十秒だった。

　智花の指さす先は、飼育小屋と体育館の間にある遊技場。そこにある鉄棒の下で、言う通り白いアヒルが牧歌的にお尻しりを振っている。

「一度で決めましょう。気付かれないうちに、そうっと……」

　軽く相そう談だんを交わしてから、俺おれたちは散開。警けい戒かいされぬよう距きよ離りを置いて大回りで、俺が正面、智とも花かが左サイドに回り込む。それからじりじりと距離を詰め、アヒルの背後に待たい機きする紗さ季きから突とつ撃げきの合図が出されるのを待った。ちなみに右サイドはコンクリートの高台になっており、その上にフェンスまで設けられているので、もう逃げ場はない。

「っ！」

　紗季の手が掲げられるや、三人で同時に距離を詰める。真っ正面に俺の姿を捉とらえたアヒルは「ぎゅわっ!?」と驚おどろき、鋭えい角かくに左折して進路変更するが、当然その動きは想定済み。密ひそかに横から詰め寄った智花が大きく手を広げ、バスケでいうところのスクリーンを仕掛けている。

「ぎゅわぎゅわ!?」

　半ばパニックに陥った様よう子すで、今度は回れ右して遁とん走そう。しかし残念、そちらは紗季のテリトリーだ。退路を全すべて失ったターゲットは、あっさり敗北を悟ってくれたのか、身を縮ちぢめるようにして壁かべぎわで動きを止めた。よし、チェックメイト！

「えぇっ!?」「そんなっ!?」「バカなっ!?」

　そう思ったが、甘かった。その時鳥の胸に宿りし一念は、諦てい観かんでなく断固たる決意デターミネーシヨン。俺の手が届く寸前、アヒルは凜りんとクチバシを空に向け……なんと壁に向けて突進した。そして一度、二度とコンクリートを蹴けってから、必死で羽根をばたつかせる。

「ぎゃわーっ！」

　──跳んだ。

　飛行、というにはほど遠いが、啞あ然ぜんと見上げる俺たちの前で、アヒルは高台の遥はるか上まで舞まいあがり、フェンスを跨またいで視界から消えてしまった。

「た、たいへんっ！」

「早く追いかけないとっ！」

　智花と紗季が激はげしく泡を食う様子を見て、俺の胸にもぎくりと嫌いやな予感が走った。もしかしたら、このフェンスで囲まれた高台の中心に有るものは……。

「プール、か？　ここ」

「はいぃっ！　このままだとプールに入ってしまいます！」

「どうしよう、分ぶが悪すぎるわ！」

　アヒルは水鳥。陸上では鈍にぶい動きも、水の中となれば恐らく常人では太た刀ち打うちできまい。というか今俺たちはプールに入るための用意を何一つしていない。

「──っ！」

　考えるより先に身体からだが動いた。俺はジャンプ一番で高台のへりに手を掛け、頂上まで這はい上がる。小学生用途でそれほど高く造られてなかったのが不幸中の幸いだった、なんてことを思いながら今度は金かな網あみをよじ登り、乗り越える。

　着地し、辺りを注視。……いた！　アヒルは今にも水の中に侵入する寸前だったが、まだなんとか陸上に留とどまってくれていた。即座に全力ダッシュでインラインに身体からだを入れ、進路をカットする。

　……実生活でバスケのスキルが役立つ日が、よもや訪れようとは。

「昴すばるさんっ！」

「トモ、今度こそ捕まえるわよっ！」

　驚おどろいたアヒルが右往左往してるうちに、正規の入り口から智とも花かと紗さ季きもプールサイドに踏み込んでくる。二人ふたりは足を止めず頷うなずき合って両側から回り込み、文字通り背水の陣で最終防ぼう衛えいラインを守る俺おれと共に、再度の三点同時攻こう撃げきを仕掛ける。

　それでも、アヒルは自由を諦あきらめようとしない。

「ああっ!?」

「……紗季っ！」

　俺たちの腕が交こう錯さする間ま際ぎわ、白い影かげが地面すれすれまで深く沈み込み、向かって右サイドから進攻していた紗季の股また下したを搔かい潜くぐる。これぞまさに、ダックイン。敵ながらあっぱれと言わざるを得ない、鋭するどいドライブだった。

「い、行かせないっ！」

　しかし、残念ながらアヒルは突破口の選定を見誤ったようだ。抜かれてもなお不屈の闘とう志しを燃もやしたままの紗季は、瞬しゆん時じに振り返って遠ざかるアヒルのお尻しりに向け、横っ飛びでタックルを仕掛けた。

「ぎゅわわっ!?」

　勇敢なる少女の細腕が、白い羽をがっしりと摑つかみ、ついに戦いは、俺たちの勝利で終結を迎える。

「やった、捕まえ………………あ」




　──ざぱああああん、という盛大な音と水みず飛沫しぶきを、代だい償しようとして。




「紗季っ!?」

「た、たいへんっ！」

　大わらわで駆け寄る俺と智花。意地を振り絞った紗季のダイビングキャッチは、水上に逃げ込もうとしていたアヒルにまで届いてしまった。必然的に、着地点はプール内である。

「ぷはっ！　だ、大丈夫です！　すっ、すいませんこの子お願ねがいします！」

　激はげしく暴あばれるアヒルを抱きかかえたまま浮かび上がった紗季を見て、ほっと安あん堵ど。どうやら怪け我がはないようだ。「ナイスディフェンス」と微笑ほほえみかけながら、俺は鳥を預かる。

「あーあ、やっちゃった」

「す、すごかったよ紗季。さすがだねっ」

　紗さ季きは智とも花かに手を引かれてプールサイドまで上がると、苦笑混じりに水滴に塗まみれたアイガードを額ひたいの上までずらす。そして水を吸った体たい操そう着ぎの裾すそを絞り──

「さ、紗季っ。アヒルは俺おれと智花で返しておくから、ひとまず戻って着替えてきな！」

　──そこで俺は慌てて回れ右して眼めを逸そらし、労ねぎらいの言葉に強い懇こん願がんを混ぜ込んで促す。

「……？　どうしたんです長は谷せ川がわさん？　ふふ、濡ぬれちゃいましたけど夏ですし大丈夫ですよ。最後まで、私もちゃんとお供します」

「ふぁっ!?　ね、ねえ紗季。わ、私も着替えてきた方が良い……と思う、な」

「ありがと。でも大丈夫だってば。これくらい濡れたって別に風か邪ぜなんか、引かな……」

　同じく紗季のことを案じたらしい智花に対する返事が、中途半端なところで途と切ぎれる。ようやく、気付いてくれたのだろう。彼女の身を苛さいなむ目下最大の問題に。

「あ、あ、あ、あ」

　細く、高い声が、続けざまにこぼれ落ちる。振り返るわけにはいかないのであくまで想像だが、今、紗季の顔は秋の野山もかくやというほど紅こう潮ちようしているのではないだろうか。

　なにせ、ずぶ濡れになった体操着が極限まで透過率を高めているせいで、紗季のボディラインはもはや衣服を身に纏まとってないのと変わらぬほど露あらわになってしまっているのだから。

　しかも、だ。先刻の愛あい莉りの場合は下着が最後の砦とりでを形成してくれていたのだが、紗季の方は……その、なんというべきか。

　早い話が、無い。なにも。

　いや！　何もというのはもちろん紗季自身の発育についてではなく、そういう意味であれば決して何も無いと言いきれるほど無いわけでもない……ってじゃなくて！　と、とにかく紗季は現状スケルトン仕様となった体操着一枚しか上着を身につけていないのである。

「し………………しししっ、失礼しましたぁぁぁああああああ!!」

　うわずった叫び声がフェードアウトしていき、続いて扉──おそらくプールの出入り口が開閉される音が響ひびく。そこでようやく振り返ると、言葉に詰まった様よう子すで俯うつむく智花の全身だけが視界に収まった。

　ぎゅわ。腕の中で、アヒルが吞のん気きに鳴く。

　それを合図とするように、俺と智花は困り笑いを交わしあって、無言のまま飼育小屋へと一時帰き還かんした。

　しかし、二人も途中退場者リタイアが出てしまうとは。なんだかずいぶんと大おお袈げ裟さなことになってきたな……。

「とにかく、次はヌシの方だ。真ま帆ほを探さないと」

「私、メール出してみますね！　返事、あればいいんですけど……」

　アヒルを飼育小屋の中で放ち、真帆から預かった鍵かぎでしっかり戸と締じまりしてから再び探索に向かう。

　さあ、息をついている暇はないぞ。恐らく、この後が更なる正念場だろう。





＊






「真ま帆ほっ！」

「すばるん、もっかん！　助かった、来てくれてありがとっ！」

　すぐさま返ってきたメールに従い体たい育いく館かんの裏手にある人工林へ向かうと、図抜けて背の高いケヤキの木に真帆が貼はり付いていた。

「ヌシは見つかったの？」

　俺おれの質問には答えず、真帆は無言で木の上を睨にらみ付ける。

「え……うわっ!?」

　いやがった、そこに。

　ヌシは器用に四肢を枝の上に乗せ、ショッキングピンクの合間から俺たちを不ふ遜そんに見下ろしていた。……信じられん。ヤギは木に登れる種類もいると聞いたことはあるが、どうやったらその巨体をこんな高いところまで持ち上げられるのか。

「さっきからぜんぜん降りてこないんだよー。──こらーヌシ、ヒキョーだぞっ！　正々堂々勝負しろー！」

　忌いま々いましげに真帆が叫べども、ヌシはまるで聞こえてない風でじっとこちらを凝ぎよう視ししたまま。装備品のブルマと相まって、形容のしようもないほどシュールな光景である。

「くそー！　こーなったらっ！」

「ま、真帆、だめっ！　危ないよっ!?」

　しびれを切らし木に登らんと幹に飛びかかった真帆を、仰天して智とも花かが制止する。

「何か、ヌシの気を引けるようなものってないのかな。お気に入りのおもちゃとか」

　気持ちを落ち着かせるべく、俺からも真帆の肩に手を乗せてやりつつ、別の解決方法を探ってみる。……とはいえ犬や猫だったらまだしも、ヤギをあやす方法なんてまったく想像が及ばないけれど。

「ヌシ、あんま遊んだりしないんだよー。ご飯食べるとき以外はいつもじーっと……」

　同じく打つ手なし、とばかりに眉み間けんに皺しわ寄せ首を振る真帆だったが、不意に何か思い至った様よう子すで大きく眼めを見開く。

「ご飯、そーだっ！　エサでおびき出す！　それしかない！」

「餌え付づけか！」

　うむ。間違いなく、木から下ろすには最も有効な手立てだろう。

「ヤギのえさ、飼育小屋にあるのかな？　だったら私取ってくるよっ！」

　聞くや否や駆け出そうとした智花を、真帆が「ちょい待って！」と制す。

「え、ええとっ。飼育小屋には、無いの？」

「うん。今日きようのえさはもう全部あげちゃったから、明日あしたにならないと新しいのはもらえないんだ。でも、教室のあたしのロッカーに入ってる！　ヌシのたべものっ」

　となれば、それを使うしかないな。

　了解を告げ、もう一度移動を開始しようとする智とも花かを見て、少し迷う。俺おれも手て伝つだいに付いて行くべきだろうか。いや、でもここで待たい機きしている方がまだ何か役に立てるかもしれない。

「すばるんも、もっかんと一いつ緒しよに行って！　自慢じゃないけどあたしのロッカーごちゃごちゃだから探すの大変かもしんないし！」

　逡しゆん巡じゆんしていると、真ま帆ほがぺしぺし俺の背中を叩たたいて促す。

「ん……。でも、ここに一人ひとりで大丈夫か？」

「だいじょび！　だってヌシのやつ、なんか寝ちゃいそうだし。……あーもーほんっとやりたいほーだいだなー！」

　ぷんすか怒る真帆に倣ならって見上げれば、いつの間にやらヌシは枝上で足を折りたたんで伏せの体勢に入っていた。なんて器用な。

　とにかく、確たしかにこの様よう子すだとしばらくは動きだしそうにないな。なら、やはり智花の方を手伝うべきか。……真帆のロッカーの無秩序さは、なんとなく想像に難かたくないし。

「よし、一緒に行こう智花」

「は、はいっ！」

　並びかけ、共に走り出す。うーん、だんだん出来の悪いＲＰＧをプレーしているような気分になってきたぞ。







　智花の案内でやって来たのは、学園内最北端に配置された校舎。保健室もこの棟の中にあるので、過去にも何度か足を踏み入れたことがある場所だった。基本的な設備や教室は、恐らく全すべてこの建物の中に集中しているのだろうな。

　はて。となると、西側にあるもう一つの校舎の用途がいささか不明だ。一階が職しよく員いん室しつになってる事だけは知っているが。美術室とか理科室とか、大規模な特別教室があるのかな。

　ま、今はどうでもいいのだけれど。

「こっちです昴すばるさんっ」

「了解！」

　一気に三階まで登り切って、智花が廊下を左折する。そこから早足で進むこと扉五枚分。『６─Ｃ』と記されたプレートが見えてきた。あそこがみんなの教室で間違いないだろう。

　確かく信しん通り、智花が躊ちゆう躇ちよなくそこで立ち止まり、戸を開く。

「おお……」

　後に続いて入室すると、図らずも感嘆の声を漏らしてしまった。こうしてちゃんと内装を見るのは初めてだったのだが、さすが私立校というか、俺おれが持つ『教室』のイメージとはずいぶんとかけ離はなれている。

　まず、机が移動できない固定式だ。横に長いものを二人ふたりで共有する造りで、自分の知る中では語学教室に最も近いレイアウトだった。

　さらに床もカーペット貼ばりで、正面には黒板でなくホワイトボード。学校ならでは、というアイテムがほとんど見つからない。

「ふふっ、すごいですよねこの教室。私も最初に見た時驚おどろきました」

　きょろきょろしている俺に気付き、智とも花かが振り返って小さく首をかしげる。そうか、智花は一年前公立から慧けい心しん学がく園えんに来た編へん入にゆう生せいなので、同様にカルチャーショックを受けたのだろうな。

「うん。なんだか、ここにいるだけで頭が良くなりそうだ」

「あ、すごくわかりますっ。私もそんな気がしちゃいました。……実際は全然でしたけど」

　そう言って照れくさそうに舌を見せる無邪気な仕し草ぐさに和なごみ、軽口を重ねる。

「もし本当に智花が全然なら、俺なんか逆に成せい績せき下がるんじゃないかな。……わ、エアコンまであるのか。なんと羨うらやましい」

「はい、ごめんなさい……。あ、でも私たちのクラス、授業中に一人ひとりでも寝たらエアコン止めるっていう決まりがあるんです」

「はは、それだとみんな意地でも起きてるだろうなー」

「お互い注意しあったりして頑張ってます、あはは……。真ま帆ほなんて、ちょっと長めに眼めを瞑つむっただけであちこちから消しゴムの欠片かけらが飛んでくるから、少し可哀かわい相そうなくらいで」

　そりゃきっと、相当な前科持ちなのだろう……。確たしかに同情もするが、そこはかとなく自業自得という気がしないでもない。

　しかし、よくよく考えてみれば俺もまだまだ女バスのみんなについて、知らないことがいっぱいなのだよな。特に普ふ段だん学校でどんなふうに過ごしているかなんて、今の今までほとんど訊きく機き会かいが無かった。

　なんとなくだが。ここに来ることが出来て良かったな、と思う。

「……そうだ。智花の席って、どの辺なのかな？」

「えっ、私ですか？」

　興きよう味み本ほん位いで、ふとそんなことを尋たずねてみる。智花は少し意外そうに胸に手を当てたものの、すぐにはにかみながら移動を開始し、窓まど際ぎわから数えて二列目の、後ろから四番目にある席にそっと手を乗せた。

「えっと。ここ、です」

「おー、ナイスポジションだね。外の景色けしきもよく見えそうだし」

「はい、たまによそ見しちゃいます。……あはは」

　そろって窓の外へ眼めを向けてみる。巨大な入道雲が、青空を悠々と泳いでいた。

「……ちょっと、座ってみてもらってもいい？」

「ここに、ですか？　は、はい」

　ふむふむ。なるほど、授業中の智とも花かはこんな感じなのか。

「す、昴すばる……さん？」

「ん？」

「す、少し恥ずかしいかも……です」

「あ!?　ご、ごめんごめん！」

　いけない、しゃがみ込んで真横からじっと見つめ続けてしまっていた。頰ほおを染め俯うつむき加減となった智花に申し訳ない気持ち全開で立ち上がる。何やってんだ俺おれは……。

「そ、そうだ！　真ま帆ほたち、他ほかのみんなはどの辺に座っているのかな？」

　自分が作り出してしまったそわそわした空気を払ふつ拭しよくすべく、思いついたままに質問してみる。智花は勢いよく顔を持ち上げ、ぐるりと周りを一いち瞥べつしてから、

「え、ええとっ。私の左ひだり隣どなりの、窓際の席がひなたです！　真帆は、通路を挟んで右隣で、私のちょうど一つ前の席に紗さ季きで、一つ後ろに愛あい莉り。……みんな、すぐ近くです。えへへ」

　笑えみを繕つくろって椅い子すを指さしながら説明してくれた。へえ、ということは智花を中心に十字の形で女バスの五人が固まってるのか。

「みんな一いつ緒しよで良かったね。それだと、毎日楽しいだろ？」

「はいっ！　おかげで、いつもとっても賑にぎやかです！」

「そっか、席は自由に選べるのかな、もしかして」

「いえ、くじ引きです。たぶん、夏休み明けてすぐ、また席替えがあると思います」

　なんと。では純粋に運だけで五人が揃そろったということか。すごい偶然というか、もはや運命的な絆きずなすら感じずにはいられない。ちょっと感動だ。

「じゃあ、今度は離はなれちゃうかもしれないんだね……」

　でも、さすがに二度もこんな並びが続く可能性は殆ほとんど無いだろう。なんだか自分のことのように残念な気持ちになって、苦笑と共に溜ため息いきを漏らしてしまう。

「あはは……」

　すると智花は、少し照れくさそうに、申し訳なさそうに微笑ほほえんで、俺から眼を逸そらした。

「あ。もしかして、ミホ姉ねえが何かしてくれてる？」

　ぴんと来て、尋たずねてみる。ミホ姉──俺の叔お母ばでありみんなの担任教師でもあるあいつが、こっそり便べん宜ぎを図ってくれているのではないだろうか。だとすればこの先も、五人の布陣はきっと安あん泰たいだろう。

「いえっ。美み星ほし先生は、クラスの中の決め事にはあまり口を出さないので」

　と思ったら、違うらしい。ミホ姉はその辺、どうやら自由放任主義を選択しているようだ。……ただ単に面めん倒どうで投げっぱなしなだけ、という可能性も非常に高いが。

　はて、となると智とも花かのはにかみの理由は一体。

「実は、ひなたなんです」

「ひなたちゃん？」

　首を捻ひねる俺おれを見上げてから、智花は隣となりの空席に向けて慈愛の籠こもった視し線せんを送る。

「はい。席替えの時、いつもくじ造りの係に立候補して。……こっそり五つ、他ほかのと折り方の違う紙を混ぜてくれるんです。それで、私たちが引く番になると、『おすすめは、これ』って教えてくれて。……ふふっ」

　それからまっすぐ正面に向き直り、膝ひざの上に手を置いて、温かな記き憶おくを思い出すように眼めを細めた。

「はは、そうなんだ。ひなたちゃんらしいな。……でも、目印のある紙を他の子に引かれちゃったりはしないの？」

「もう、クラスの全員が知ってますので。みんな優やさしいから気付かないふりをして、その紙は引かないでくれるんです。だから、五人の席が近くになった時『偶然だね！』ってみんなと驚おどろきあうのがちょっとだけ大変で。……でもそれが、すごく幸せで。……私、このクラスになれて、本当に良かったです。……本当に」

　おそらくだけど、それならミホ姉ねえも気付いてるんだろうな。にも関かかわらずお咎とがめ無しなら、あいつも教師になって少しは人間が丸くなったのかもしれない。

「ひなたちゃんに……いや、ひなたちゃんだけじゃなく、たくさんの大切な友達に出会えた場所だもんね。そう聞くと、なんか俺まで嬉うれしい気持ちになってくるよ」

　笑え顔がおに同どう調ちようするように、自然と俺の顔もほころんでいく。智花にとってこのクラス、そしてバスケ部は、かけがえのない聖域のようなものなのだろう。そこに僅わずかでも関かかわらせてもらえていることに、誇りのような感覚さえ抱くのだった。

「あ、ありがとうございますっ！　……あっ。す、昴すばるさんとお会いできたのも、みんなのおかげですよね。そ、そそ、それも、う、嬉しいこと……です。すごく、と、とてもっ」

　途と切ぎれ途と切ぎれに声を漏らすたび、顔中を真まっ赤かに染め上げていく智花。

「う。……おっ、俺も！　と、智花に会えて、良かった……ぞ」

「…………っ！　…………え、えへへ」

　い、いかん。なんか異常に照れくさい。ひとまず話題を逸そらしてクールダウンしないとまともに会話も出来なくなってしまいそうだ。助けを求めるように、もう一度ぐるりと教室の中を見渡す。

「あ！　しゅ、習字だね！」

　そこでようやく、ホワイトボードと向き合う後ろの壁かべに子どもたちの作品が連なって貼はられている事に気付いた。これは渡りに船。

　しかし、こういうのを見ると、ようやくここが小学校なのだと実感が湧わくな。

「は、はいっ！　けっこう前、図工の時間に書きました！　休み明け、授業参さん観かんがあるので、まだ家に持ち帰らないことにしたんです。剝はがしちゃうと、教室が寂しくなるかも、と」

「なるほどなるほど。……へえ。みんな、書いてる字がバラバラだね。これ、テーマとかあるのかな？」

「ええと、テーマは『今いちばん欲しいもの』────あああっ！　す、昴すばるさんっ！　恥ずかしいので出来れば私のは探さないで頂けると……っ！」

「残念。もう五人の全部見つけちゃった」

「はぅ……!?」

　瞬しゆん時じの状況判断力こそがポイントガードの生せい命めい線せんなのである。つくづく、まったく関係ない場面でバスケで培つちかった能力が活いきる日だな、今日きようは。

　さて、その内容でございますが。




　まず真ま帆ほは『世界制服』。

　……うん。微妙にテーマをはき違えている上に誤字までかます安心のクオリティである。

　腕前の方は、元気があって個人的には好きだ。




　愛あい莉りの字はとても綺き麗れいだった。ただ、余白が異常に多いのだけが玉たまに瑕きずかな。あと少し大きな文字で書けば完かん璧ぺきだったろうに。

　記されていたのは『勇気』の二文字。……ちょっと感動してしまった。




　精せい緻ちな筆跡が眼めを引くのは紗さ季きによる作品。全すべての字がまるで定規で引いたかのように直線的で、遠くからでも実に読み取りやすい（書道の作品としては賛さん否ぴが分かれるかもしれないけれど）。

　欲しいものは──え。『書斎とマッサージ機き能のう付きリクライニングチェア』とな。価か値ち観かんが完全にアラウンド不惑である。いや、もしかしてそれを父親にプレゼントしたいということだろうか。……たぶん違う。




　逆に、ひなたちゃんの字は全体的に丸っこい。毛筆とは思えぬほどポップな書体で、これはこれですごい技術のような気がした。

　しかしどういうことだ、『ぽん刀』って。……まさか、日本刀？　ひなたちゃんは一体どこに向かおうとしているのだろう。

　あ、違う分かった！　『刀』の文字が特に丸い点から推理するに、これ、後からむりやり上書きしたのではないだろうか。おそらくだが、最初に書かれていた文字がとても貼はり出せないような内容だったせいで。

　たとえばそう………………………………『ぱんつ』とか、な。




　最後に、いよいよ智とも花かの作品である。

　まず字の上う手まさだが、圧倒的だった。達筆すぎてもはや逆に浮いている。知ち識しきがないためうまく言葉で表現できないけど、ハネや払いのかすれ具合や圧力を感じさせる止めが、完全に芸術作品の領域に達していることだけは分かる。もしかしたらご両親のどちらかから、習字も教示してもらっているのかもしれない。

「智花の欲しいものは、『かわいい水着』か」

　それでいて、書かれている文字の方は和の情じよう緒ちよと離はなれた女の子らしい内容であるものだから、実に面おも白しろい仕上がりとなっていた。

「ちちちっ、違うんです！　最初はただ水着とだけ書こうと思ったのですけれど真ま帆ほが水着ならもうあるでしょって言ってそれに紗さ季きも頷うなずいてちゃんと分かりやすく書かなきゃダメだってどんなのが欲しいのっていろいろ質問されてもっとすごいことを書かされそうになってそれで仕方なく……あぅあぅ」

　顎あごに拳こぶしを当て頷く俺おれに、智花はひどく取り乱しながら身振り手振りを交えて説明する。う、またデリカシーに欠けることを言ってしまったか。いい加減にしないと智花に嫌われちゃうよな、反省反省……。

「とっ、智花なら何着てもかわいいだろうからね。真帆たちもそう思ってちゃんと好みを知りたかったんじゃないかな！」

「ふぇ……」

　からかったわけではないことを伝えるためにそう付け足すと、智花は既に紅べにさしていた頰ほおをさらに染めて固まってしまった。しまった、逆効果だったろうか。

　自分の席に腰を落としたまま、顔に両手を当てあわあわ身み悶もだえする智花。俺も申し訳なさでまたしても次に言うべき台詞せりふを見つけられなくなり、夏休みの教室は俺たちが訪れる前のように静寂を取り戻す。

「……………………あああっ!?」

　と、不意に智花が叫び声をあげて立ち上がった。

「ど、どうかした？」

「大変です昴すばるさんっ！　私たち、ここに来たのって──」

「しまった！　はやく真帆のところに戻らないと！」

　ヤギのエサを調ちよう達たつするという当初の目的をすっかり忘れてしまっていたことに今さら気付き、智花と共に教室の後ろ、習字コーナーの下にあるロッカーの前まで走る。すまん真帆っ、許してくれとは言わない、戻るまでなんとか無事でいてくれ……！

「ここです、昴すばるさんっ！」

「了解、じゃあ失礼して──ってうわ！」

　智とも花かが指さした最上部の戸を引き開けたとたん、中からバサバサと紙が溢あふれ出してきた。夏休み期間中だというのにこの飽和状態、さすがというかなんというか。

　とにかくそのままにしておくわけにもいかないので、紙を拾い集めて束たばねる。

「ん、これって」

「あっ、テストの……答案？」

「国語42点、社会36点、国語50点、理科47点、国語、国語、社会……どれも、あまり芳かんばしくないな」

　どうやら真ま帆ほは暗記科目と漢字全般が苦手のようだ。総じて、まず勉強しないことには始まらない、という単元だな。

　全部の答案をざっと流し見させて頂いたが、点数はどれも似たような数値か、もっと悪いかだった。教科に偏りがあり、算数の答案が一枚もない辺りからして、家に持ち帰らず隠してるんだろうな、特に悪い点数取っちゃったやつを。

　……というか、もしかしてエサってこれのことじゃないよな。ヤギに食べさせて証拠隠いん滅めつしてしまおうとか考えていたのだろうか。だとしたら、なんて抜け目ない。

「す、昴さん？」

「……ん。このことは、あとで叱しかっておかなくちゃな」

　いや、真帆がそんな悪わる巧だくみするわけないか。たぶんここに入れたことすら忘れてしまっているのだろう。

「あ、あはは……。どうかお手柔らかに……」

　困り笑いを浮かべながら、智花がロッカーの中を探り出す。ううむ、それにしてもモノだらけだ。絵の具とか裁さい縫ほうセットとか、休みに入る前に持ち帰らなくて怒られなかったのかな。私立だと、置きっぱなしでも許されるのかもしれないけど。

「あっ！　昴さんありましたっ！」

　不ふ思し議ぎに思っていると、腰を折って正方形のロッカーに肩をねじ込んでいた智花が身体からだを戻し、嬉き々きとこちらを見上げる。

　その手には『草食動物用ペレット』と記された青い箱が。

「うん、それに間違いないね！　よし、すぐに戻ろう！」

　大きく頷うなずきつつ、内心で真帆に深く詫わびる。一いつ瞬しゆんでも変な疑念を抱いてしまって本当に申し訳ない。

　罪滅ぼしと言うには虫が良すぎるが、答案の件に関してはいきなりミホ姉ねえに告げ口、なんて薄はく情じような真ま似ねはしないでおこう。ま、全すべて解決してからやんわりと自首を勧めるくらいのことは保ほ護ご者しやとして遂行せねばならないだろうけど。




　　　　【３】




　目当ての物品も手に入ったので、速歩で階段を降り、出口を目指す。

「おー？　おにーちゃんと、ともかだ」

　一階に到達し、昇降口まであと少しというところで、聞きき慣なれた呼び声。はたと足を止め首を捻ひねれば、体たい操そう着ぎにブルマ姿の小さな少女が、ふわふわのロングヘアを揺らしながらてくてくとこちらに向かって歩いていた。

「ひなたちゃん！　おなか、もう大丈夫なの？」

　にこにこ笑え顔がおが眩まぶしい彼女こそ、袴はかま田だひなたちゃん。慧けい心しん女バス五人目のメンバーだ。

「おー。もう痛くなくなった」

「良かった……。心配したよ、ひなた」

「ごめんね、ともか。ひな、来る前にすいか食べ過ぎたかも」

　破顔したまま、ひなたちゃんは楽しそうにがばっと体操着の裾すそを持ち上げ、おへそを露あらわにする。相変わらずなさることが突とつ拍ぴよう子しもなくて反応に困るが、この感じならもう何も心配はいらなそうだ。俺おれもほっと愁しゆう眉びを開く。

「ひなたちゃん、今日きようの部活どうする？　大事を取って休むかい？」

「おー？　だいじょうぶ。ちゃんとバスケできるよ。とうこに、もういっかいトイレ行ってこないとダメって言われたから、そのあとで体たい育いく館かんにもどる。たぶん、もう出ないけど」

「あ、あはは。そっか、了解」

　またしても返事しづらい……。ちなみに『とうこ』というのは養よう護ご教きよう諭ゆの羽は多た野の冬とう子こ先生のことだ。

「じゃ、ひなたちゃん。また後でね。俺たち、先に行くから」

「今日も練習がんばろうね、ひなたっ」

　智とも花かとかわりばんこに手を振ったのち、ひなたちゃんの許もとを離はなれ今度こそ昇降口に向かおうとする。

「ねーねー。おにーちゃんとともかは、なにしてるの？　学校に、ごようじ？」

「え……!?」

　が、無邪気な声で呼び止められてしまった。ひなたちゃんに心配かけたくないという真ま帆ほの意向もあるし、ヌシが逃げ出してしまったとは言わない方が良いだろうな。ひとまず、お茶を濁にごしておこう。

「じ、実は新しいトレーニングに、階段を使えないかなって思って調ちよう査さに来たんだ！　でも、よく考えたら廊下や階段は走っちゃダメだから無理だったよ……」

「おー。おにーちゃん、うっかりさん」

「まったくだな、早くも夏休みボケかも……！　じゃ、じゃあねひなたちゃん。またあとで！」

「ばいばい、おにーちゃん、ともか」

　苦しいにも程がある言い訳だったが、有あり難がたいことにひなたちゃんは何も疑わないでくれた。後ろ歩きでにこにこお手洗いに向かう姿を見送ってから、俺おれたちは昇降口で靴を履はき、頷うなずき合って外に飛び出す。

「ひなた、元気そうで良かったですっ」

「だね！　あとはヌシをちゃんと捕まえて、心配かけないようにしよう」

　笑え顔がおを交わし、決意を新たに全力ダッシュ。さらなるトラブルが発生してないことを祈りつつ、真ま帆ほの待つ人工林を目指す。







「すばるんおーそーいー！」

「ほんと面めん目ぼくない！」

　幸いなことに、状況はさして変わってなかった。両手を振り上げる真帆に平身低頭して詫わびてから、手に入れたペレットを渡す。

「あんがとっ！　よーし、これさえあれば……！」

　受け取るや、真帆は破かんばかりに封を開き、中身を鷲わし摑づかみ。黄おう土ど色いろの固形物を右手で天高く掲げ、枝上で悠々と休むヌシに誇示しはじめた。

　そうして注意を引くこと数十秒。

　──むくり。

　風に乗って匂においが届いたのか、大ヤギが首をおこし、下界を見おろす。かなりお気に入りの餌えさなのだろう、効果はてきめんだった。

「ほーらほーれ。降りてこーい、ヌシっ！」

　牛歩で後退しながら、真帆はゆらゆらと右手を振る。さながら父親の車を誘ゆう導どうする娘、といった動作に、俺は場をわきまえず愛くるしさを感じてしまったりもした。

「……ん？　なあ真帆。なんで左手、そんな窮きゆう屈くつそうにしてるんだ？」

　頰ほおが緩ゆるみそうになるのを堪こらえているうち、小さな疑問に行き着く。先ほどから真帆は、餌のペレットが入っている元の箱を左手で摑み、それを背中にぴったりと貼はり付け絶対に動かさないよう注意している様よう子すだ。おかげで終始ダンスでもしているみたいな風変わりな体勢が続き、コミカルさが強きよう調ちようされているのだった。

「ヌシのヤツ、みょーに頭良いからさー。こうやって隠してないと、箱の方に飛びかかってくるんだ。前もそれで大変な目にあったから、もう失敗しないもんねっ」

　どこまでも規格外なヤギである。もし『砂を自由に扱う能力がある』とか吹き込まれても、今なら驚おどろかない気がする。やれやれだ。

「……あ」

　苦笑を浮かべてしまった直後、俺おれはある致命的な問題に気付く。

　ちょっと待て。だとしたら、ヤバいぞ。

「ま、真ま帆ほ。それじゃダメだ！」

「ほえ？　ダメって何が？」

「餌えさの箱だよ！　枝の上からだと、後ろに隠しても全部まる見えだ！」

「あ」

　ぽかんとして真帆が自分の背中を覗のぞき込んだ瞬しゆん間かん、ヌシが俊しゆん敏びんに身を起こし、

「ＭＥＥＥＥＥＥＥＥＹＹＹＹＹ!!」

　地の底から響ひびくような低音で咆ほう哮こうをあげた。

「わきゅ!?」

　驚き、肩を竦すくませる真帆。そこ目掛け、ヌシはブルマ越しに大口を開閉しながら飛び降り、襲おそいかかる。顎あごの動きと連動してショッキングピンクのマスクが奇怪に蠢うごめくその様、もはや拘こう束そく具ぐを絡ませたまま煉れん獄ごくから這はい出てきた悪あく魔まか何かにしか見えない。

「あーっ!?　待てこらーっ！」

　俺が助けに入る暇も与えず餌の元箱に食いついて強奪し、一目散に駆け出すヌシ。ブルマが邪魔で満足に食事出来ないので、まず安全圏まで退たい避ひするつもりなのだろう。しかし、今さらすぎる疑問だがどうやって被かぶったんだあのブルマ。

「お、追いかけないとっ！」

「うんっ！　すばるんっ！」

「おう、行こう！」

　智とも花かに続いて、俺と真帆も遠ざかるヌシの尾をロックオンして猛ダッシュ。これ以上好き放題に暴あばれられたらいい加減マズい。夏休みとはいえ誰だれかしらに見つかってしまうこと請うけ合いだ。早くなんとかしなければ……！

　体たい育いく館かん横の細い路地を抜け、アスファルトの歩道に出てしまったヌシを必死で追う。あと数ｍで手が届く、というところまでは詰めることが出来たものの、ここからがどうにも遠い。まるで嘲ちよう弄ろうするかのようなジグザグ運動で、ヌシは俺たちの包ほう囲い網もうをするりするりと搔かい潜くぐり、学園の中心部目掛けて突進していく。




「おー？」




　そのとき、悪夢のような光景が、目の前で構築された。

　並木の間をすり抜けヌシが脇わき道みちから中庭に出る直前、その進路上に、一人ひとりの少女の姿が重なったのだ。

「ひなたちゃんっ!?」「ヒナっ!?」「ひなたっ!?」

　悲鳴が三つ、空気をつんざく。

　養よう護ご教きよう諭ゆからお墨付きをもらい、満を持して部活に参加しようと体たい育いく館かんに向かっていたのだろう。そんな希望に満ちた少女の笑え顔がおが崩れる間もなく、ヌシの大柄な体たい軀くが、迫る。

「うわああああああっ！」

　まるで世界がコマ送りになったかのような錯さつ覚かくの中、悲ひ劇げきを予感した心しん臓ぞうが音をたてて軋きしむ。も、もうダメだ間に合わない！　ひなたちゃんの小さな体がヌシと衝しよう突とつし、蹂じゆう躙りんされる瞬しゆん間かんを、止められない──




「ぬし、どうしたの？　おでかけ？」




「…………………………え」

　絶望と後悔に吞のまれ、眼めを逸そらしてしまいそうになる寸前。

　またしても、信じられないことが起きる。

「ＭＥＹ……」

　ヌシが、ひなたちゃんの姿を視界に納めるや四肢を踏ん張って急ブレーキをかけ、接触ギリギリで静止して従順な飼い犬のように首を垂れたのだ。

「あ、あ、あははは……」

　最悪の事態が回かい避ひされ、気の抜けたようにしゃがみ込む真ま帆ほ。間を置かず、俺おれと智とも花かの口からも、長い長い息が漏れた。







「ご、ごめんヒナー……。あたし、おなか痛いヒナにメーワクかけちゃダメだーって思って……」

　すっかり大人おとなしくなったヌシの首筋をなでるひなたちゃんの後ろに恐る恐る近付き、真帆がしゅんとして頭を下げる。普ふ段だんでは考えられないほどの神妙さに、相当堪こたえているのが明らかに見て取れた。

　無理もない。結果的に無事だったとはいえ、さっきの衝突未遂は『肝を冷やした』なんて言葉じゃ全然足りない恐ろしさだった。

「…………」

　無言のまま、くるりとひなたちゃんが振り返る。……怒っているのだろうか。危うく跳ね飛ばされそうになったのだから、だとしても仕方ない。

　ただ、一連のトラブルは保護者として最善の安全策を選べなかった俺にも責任がある。まさかヌシというのがこんな大物だなんて想像もできなかった、なんて事情は釈明にならないし、そもそもひなたちゃんを危険に晒さらしておいて言い訳はしたくない。

　だから、自分からも謝しや罪ざいを伝えるべく二人ふたりの間に割り入ろうとして……直前で足を止める。

「まほ。ひなのこと心配してくれて、ありがとう。でも、ぬしがおそとに出て、けがしたら大変。こんど、まほがこまった時は、ちゃんとひなにも教えてね。おやくそくだよ」

　いつも通りの笑え顔がおを携たずさえ、真ま帆ほの頭を撫なでるひなたちゃんの姿に目を奪われて。

「ヒナ……。う、うんっ！　約束するっ！　ごめん、ほんとごめんなヒナーっ！」

「おー？　まほ、あまえんぼさん」

　瞳ひとみを潤うるませ、真帆がひなたちゃんに抱きつく。内心、罪悪感ではち切れんばかりだったのだろうな。やさしい言葉に、もはや感情を抑えることが出来なくなってしまったみたいだった。

　そして、ひなたちゃんの懐ふところの深さはさすがの一言だ。自分の身の危き機きなど初めから無かったように、ただヌシのことだけを心配するのがいかにも彼女らしい。背丈は小さいけど、内に秘めた責任感や慈愛の心は、誰だれにも負けないくらい大きい子なのだ。その事を、改めて実感させられる。

「ひなたちゃん。俺おれも、ちゃんと報告しなくて本当にごめん。……ヌシのこと、飼育小屋まで連れて行こう」

「おー。ぬし、行こう。それ、まほに返してあげてね」

　俺の謝罪にも笑顔で応こたえてくれたひなたちゃんは、ヌシに跨またがって後ろからブルマを剝はがし、決まり悪そうに頰ほおを搔かく真帆に手渡した。

「ＭＥＹ」

　ひと鳴きして、ひなたちゃんを背に乗せたまま緩ゆるやかに歩き出したヌシは、まるで調ちよう教きようされた競きよう争そう馬ばのようだった。あれだけ奔ほん放ぽうに暴あばれていたのに、ここまで大人おとなしくなるものなのか。よほど、ひなたちゃんのことを慕っているらしい。

　ブルマスクを失ったことによって威圧感もほとんど立ち消え、なるほどこうして見るとヤギというのもなかなか愛あい嬌きようがあるものである。

「ひなた。……ヌシさん、かわいいね」

　智とも花かも同様に感じたらしく、今まで散々畏おそれていたことを詫わびるように近付いて、ヤギのつぶらな瞳と向き合いながらそう呟つぶやいた。

「ぬし、すごくかわいいよ。ともかもぬしのこと好きになってくれて、ひな、うれしい」

「うんっ。ふふっ、いいこいいこ」

　嬉うれしそうなひなたちゃんの声に頷うなずきつつ、ヌシの髭ひげをひとなで、ふたなで。はは、子どもが動物と触れ合う様よう子すって、なんか見てるだけで癒いやされるよな。

「…………あ」

　などと微笑ほほえんでいた俺の隣となりで、突然真帆が顔中を驚きよう愕がくの色に染め、口を片手で叩たたくようにして押さえた。

　何事だ？　なんて思う間もなく、今度はひなたちゃんが困り果てた様よう子すで首をひねり、

「ともか、ぬしのおひげ、さわっちゃった？」

　面食らうばかりのエースに問いかける。

「さ、触ったらダメ……だった？」

「ごめん、もっかん。先に教えられなくてごめん。ヌシのやつ、ちょっとでもヒゲさわられるとすごい怒るんだ。お昼に、あたしがブルマ取られたのも……そのせい」

「ふぇっ……？」

　智とも花かの気の抜けたような声が、やけに遠くまで響ひびいたような気がした。

　その直後、鋭するどいいななきに合わせてヌシの頭が振り下ろされ、しゅっと衣きぬ擦ずれの音らしきものが聞こえた。

　何が起こったのかも分からぬまま、重力へ引き付けられるように俺おれは視し線せんを地面に落とす。

　するとそこには智花のスニーカーと、足首に丸まって絡みついた黒光りする謎なぞの物体が。

　なんだろう。あの、まるで枷かせのように智花の足もとにぺったりと貼はり付く布は。

「……ん？」

　誰だれもが言葉を失い静止した時の中で、俺はふと既視感のようなものを感じる。そういえば、前にもこんな構図に出会ったことがあったような。

　あれはたしか、暗くら闇やみの中俺が転んでうっかり智花の運動着を引きずり下ろしてしまった時だ。今、この場にはあの事故の瞬しゆん間かんと同種の空気が流れている気が──

「はわ、わ、わ……」

　──うわずった声にハッとなり、思わず俺は謎の布からまっすぐ視線を上げる。

　つい、上げてしまった。

　細い、ふくらはぎが見えた。

　真っ白な、膝ひざの裏が見えた。

　引ひき締しまった、太ももが見えた。

　スパッツは……見えなかった。

　その代わり、視界に飛び込んできたのは。

「きゃ、きゃあああああああああああああああああああああっ!?」

　智花の悲鳴が蒼そう穹きゆうを駆け上る傍そばで、俺は両眼に自らの掌しよう底ていをぐりぐり押しつけながら、身を翻ひるがえしてうわごとのように何度も謝しや罪ざいの言葉を重ねるのだった。




　ごめんなさい一瞬でも視界にばっちり納めてしまって本当にごめんなさい……くまさん！




　──ちちち違う違う違う！　じゃなくて、智花っ！
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　　　　【１】




「よかったぁ、そんなには激げき混こみじゃないねぇ」

　受付で女子高生三人分のチケットを買いゲートをくぐると、柿かき園ぞのさつきの隣となりで親友の御み庄しよう寺じ多た恵えが両手を額ひたいに当て、辺りをぐるりと見回す。

　我が県最大であり、連日の賑にぎわいがたびたびニュースでも伝えられるこの遊園地。夏休み中に必ず一度は訪れようと皆で話していたのだが、その決行日を一般的な盆休みの手前であるこのタイミングにしたのは、どうやら大正解だったようだ。

「これなら気が済むまで色んなアトラクションを回れそうだね。んーっ、今日きようはたくさん遊ぶぞ～！」

「もっちろんだブチョー！　悔いが無いように全力を出し切るぜ！」

「あはは。ゾノ、だから私もう部長じゃないってば。まー良いけどね、懐なつかしいし」

　送迎バスで溜たまった疲れを放り投げるように大きく伸びをしたのは、同じく親友の荻おぎ山やま葵あおい。葵は中学時代、三人揃そろって所属していた女子バスケ部でキャプテンを務めていたため、柿園は未いまだについその頃ころの呼び名を使ってしまう。

「んふふぅ。ねんがんの、三人デートぉ。じゃ、じゃあホテル行こっか？」

「……ショージ、何言ってんの？」

　軽くウェーブのかかった髪を振り乱し、鼻息荒く振り返った御庄寺を半はん眼がんでいなす葵。昔からそうだが、御庄寺は女子の肉体が大好きだ。困った輩やからだ。

　とかいいつつ柿園自身も大好きなのだが。白のホットパンツと薄うす手でのニーソックスの間で輝かがやく、御庄寺のつややかな太もも。絶対領域。柿園は思う。頭突っ込みたいと。

　葵の方も気心の知れた集まりということで油断したのか、今日の出いで立たちは肩丸だしのシックなキャミソールという、ちょっぴり大胆なもの。辛しん抱ぼう堪たまらなくなった友人の気持ちは痛いほどよく分かる。

　それにひきかえ、少しばかり普ふ段だん着ぎすぎたかと柿園は自らの身体からだを見下ろし苦笑。ピンクのポロシャツに、ややローライズ気味なオリーブ色のカーゴパンツ。色気、募集中。そろそろじょしこーせーらしく、可愛かわいいスカートでも見み繕つくろっておくべきか。

　さておき、女子会である。麗うるわしき親友三人での小旅行。些さ細さいな悩み事は後回しにして、まずは精神的な充足を得るべく、施設を堪たん能のうしなくては。

「ほらほら、早く遊ぼうぜ二人ふたりとも！　あとブチョー、おっぱい揉もんで良い？」

「そうよ、せっかく遠出したんだからぼんやりしてたら勿もつ体たいないわ。あとゾノ、ほっぺ抓つねるよ？」

　どさくさに紛れて本音をカムフラージュしたつもりだったが、あっさりバレた。さすがこの純情可か憐れんちゃん、ガードが堅い。

　まあ良かろう。これから先、密着するチャンスなんていくらでもある。虎こ視し眈たん々たんと待ち、つかみ取り。川で鮭さけをハントするくまさんの心意気である。

　なにしろ、遊園地なう。

　女子の黄き色いろい声が、これほど目立たぬシチュエーションも他ほかにあるまいて。

「ぬふふふ」

「ちょっとゾノまで変な笑い声出さないでよ、先行きが不安になるでしょ」

「あーひどいよ葵あおいちん。それじゃ私が変な声出したみたいだよぉ」

『出してるから。いつでも、誰だれよりも』

　綺き麗れいにハモる葵と柿かき園ぞののツッコミ。今日きようもチームワーク抜群である。

「……にしてもさーブチョー。ほんとにあちしたちとで良かったの？」

「へ？　どういう意味？」

　ようやく遊園地のメインストリートを歩き出してから、訊きけず仕じ舞まいだったことを尋たずねる柿園。ポニーテールをたなびかせて振り返った葵はまったく思い当たる節などなさげにきょとんとしているが、まさか一度も考こう慮りよに入れなかったというはずもあるまい。

「弊へい社しやたちとじゃなくて、センセぇと遊園地デートしたかったんじゃないのぉ？」

「んなっ!?」

　御み庄しよう寺じからも指摘され、葵はかあっと頰ほおを赤らめる。『センセー』こと、長は谷せ川がわ昴すばる。中学時代から継続して想おもい人びとである男子（本人は頑かたくなに否定しているが）とのデートシチュエーションを、葵がまったく頭に想い描かなかった可能性があり得るか。ないだろう。葵だし。

「な、なんで私があいつと遊園地なんかこなきゃいけないわけ……!?　か、考えもしなかったわよそんなこと！」

　かなり丈たけの短い、水みず色いろのスカートの裾すそをもじもじ伸ばしながら、うつむき加減に呟つぶやく葵。あまりにも可愛かわいらしくて、柿園は再びときめく。やばい超スカートめくりたい。

「今日はゾノとショージと一いつ緒しよに遊ぶのをとっても楽しみにしてたんだから！　信じてよ、そこは！」

「えへへぇ、そう言ってもらえて嬉うれしいな。私たちもすごく楽しみにしてたよぉ」

「んむ、今のはちょっとからかってみただけさ！　ありがとなブチョー、目一杯たのしもーぜ！」

　ぷくりと頰を膨ふくらませる様よう子すを見て、からかいすぎたことを少しばかり反省。葵が友人との時間を大切に思ってくれていることはまぎれもなく真実だろう。冗じよう談だんとはいえ、その点を疑っているかのような発言は控えるべきだったかもしれない。

「……うん！　じゃあまずは何から乗ろっか？」

　幸いにして、それ以上葵の機き嫌げんが悪くなることはなかった。柿園は安あん堵どしつつ、真剣に皆と乗り物を物色し始める。

　全会一致で選ばれたのは、三回転スクリューコースター。初しよっぱなから飛ばしすぎの感もあったが、この遊園地は絶叫系アトラクションの充実ぶりで名高い。後に控えるボス級の存在を考えれば、むしろ小こ手て調しらべとしてちょうど良いであろう。







「やー、あはは。いっぱい叫んじゃったね」

「コーヒーカップが地味に強敵だったな～。まさかあんなに速いとは！」

「ゾノが回しすぎたんだと思うよぉ。はふぅ、まだ少しふらふら……」

　目につく傍そばから列に並んで遊び続けたのち、混み合う前にと少し早めの休きゆう憩けい兼昼食。柿かき園ぞのたちはフードコートを訪れ、三人分の席を確かく保ほしにかかる。

「……あれっ？」

　と、八割方埋まったテーブル席の一角に眼めを向けた葵あおいが、なにやら驚おどろいたような仕し草ぐさを披ひ露ろうした。

「おっ！　あの子たちって、もしや！」

　つられて柿園も同じ方を見れば、そこには周囲よりひときわ明るく賑にぎやかな声を響ひびかせる、非常に見覚えのある団体が。

「おんやぁ。これはこれは、慧けい心しん女バスの皆さんではありませんかぁ！」

「おー？　しょーじと、ぞのと、あおいだ。わーい。こんにちは」

　三人で顔を見合わせ、喜びを携たずさえ駆け寄る。御み庄しよう寺じの声にまずはとびきり小さくて可愛かわいらしい少女、袴はかま田だひなたが両手を掲げて反応し、

「葵さんっ！　海合宿以来ですね！　柿園さんも御庄寺さんもお久しぶりです！」

「こんな所でお会いするなんて偶然ですねっ、えへへ」

「わはっ！　ねーねーあおいっちもショージョージもゾノノノもあたしたちとあそぼーよ！」

「真ま帆ほ、ご迷惑よ。でも、ふふ。もし良かったらお昼ごはんだけでもご一いつ緒しよできたら嬉うれしいです。ちょうど隣となりの席も空いてますし」

　続けて湊みなと智とも花か、香か椎しい愛あい莉り、三み沢さわ真帆、永なが塚つか紗さ季きの順番で、全員が笑え顔がおを見せてくれる。さらには引率係として付き添っているのであろうメイドさんの久く井い奈な聖ひじりも立ち上がって、柿園たちに深々とお辞じ儀ぎ。エプロンドレスの襟えり口くちから覗のぞく白い谷間が眩まぶしい。でかい。飛び込みたい。

「お邪じや魔まして良いの？　やったーありがと！」

　先ほども話題に出た長は谷せ川がわ昴すばるがコーチを務める、ミニバスケ部のとびきり可愛い女子小学生チームと巨乳のメイドさん。まさか今日きよう会えるとは思っていなかったので、嬉しい偶然に柿園たちのテンションも屋外フードコートよろしく青あお天てん井じように上昇していく。

「みんな何食べてるの？　お勧めとかあるかな？」

「やっぱカレーだろー！　あおいっちもカレーにしなよ！」

　ひとまず食料調ちよう達たつに向かうべく葵あおいが質問すると、真ま帆ほが元気よくアドバイスをくれた。

「私も真帆と同じくカレーにしましたけど、なかなか良いお味ですよ。見た感じ、焼きそばとお好み焼きとたこ焼きよりはずっとお勧めです」

「紗さ季きちゃん、おうちがお好み焼き屋さんなんだっけ。それじゃこういうところのはありえないよねぇ」

　さらに紗季の反応から御み庄しよう寺じと粉モノは避けるべきだと暗あん黙もくのルールを共有。

「わたしとひなちゃんは冷たいうどんにしましたっ」

「おー。ぶっかけ」

　愛あい莉りとひなたの無邪気で可愛かわいらしい誘惑にも悩まされたが、

「わ、私はかつ丼どんにしてしまいました……。美お味いしいですけど、ちょっと恥ずかしいです……」

　最後は照れる智とも花かの様よう子すに感化され、支援を決意。

「よし、あちしも智花ちゃんと同じくかつ丼にするか！」

「ほ、本当ですか!?　すごく嬉うれしいです！」

　柿かき園ぞのが宣言すると、智花は心から安あん堵どしたように胸をなで下ろす。その仕し草ぐさがあまりにも愛くるしかったので危うく『むしろ智花ちゃんを食べてしまいたい』などと漏らしそうになった。

「ただいま～。お待たせしてごめん！　そんじゃ早速……」

『いただきまーす！』

　信用を揺るがしかねない発言をなんとか飲み込んで席を離はなれ、丼どんぶりの載ったトレイを手に帰き還かん。葵たちも既に戻っていたので、席に着くなり声を揃そろえる。ちなみに葵はカレー、御庄寺はうどんにしたようだ。

「あ、本当。このカレーちゃんと大きな具も入ってるし、とっても美味しい！」

「うどんも良い感じだよぉ。麵めんがふにゃふにゃじゃなくて、のどごし滑らかぁ」

「かつ丼もなかなかのもんだぜ！　遊園地のくせにレベル高いな！」

　そういえば、ここの母体となっている会社は有名なレストランチェーンも抱えていたはず。その辺もハイクオリティである理由のひとつなのかもしれない。

「そういえばひなたちゃん、かげつちゃんとの練習はどう？」

「おー。とっても楽しいよ。かげのおかげで、いろんなとっくんができるようになった」

　美味しい食事も手て伝つだってか、ますます弾む会話。葵が尋たずねたのは、先日真帆の別荘で出会ったというひなたの家族についてだろう。僅わずかに気持ちのすれ違いがあった妹と全力で競きそい合ったことでわだかまりが解消し、バスケの練習にも協力してもらえるようになったのだとか。とても素す敵てきな話だ。

「いーなーブチョー！　あちしも真帆ちゃんの別荘行ってみたいー！」

「弊へい社しやも行ってみたいー！」

　それはそれとして海辺の別荘とか超絶憧あこがれるので、うまいこと混ざり込んだ葵に嫉しつ妬との念を禁じ得ない柿かき園ぞのたちであった。

「もっちいつでもいーよん！　こんどまた海パーティしよ！」

「やった！　約束だぜ真ま帆ほちゃん！」

「えへへぇ、ありがとう。楽しみだなぁ」

　幸いにして真帆が満面の笑えみで誘ってくれたため、御み庄しよう寺じと共に大きくガッツポーズを披ひ露ろう。

「ふふ、とっても賑にぎやかなパーティになりそうですね」

「おー。次はまた、おにーちゃんもいっしょ」

「昴すばるさん、今日きようもご一いつ緒しよできれば良かったんですけど」

　笑い声で溢あふれる中、不意に智とも花かの口から昴の名が出て、柿園たちは一いつ瞬しゆん視し線せんを交差させる。

「みんな、今日は昴のことも誘ってたの？」

「はいっ。でも、美み星ほし先生のご実家に行く予定があるそうで……」

　葵あおいが尋たずねると、愛あい莉りはとても残念そうに微笑ほほえんだ。

　どうやら長は谷せ川がわ家けは少し早めの里帰りらしい。それならば葵に無む理り矢や理り誘わせなくて良かったかもしれない。理由はさておき、昴に断られたら多かれ少なかれ落ち込むだろうし。

「なんだー、あおいっちたちは知らなかったのか～！　あたしたちの方がすばるん通だな、くふふ」

「あ、あはは。真帆ちゃんたちの方が、練習で顔を合わせる機き会かい多いもんね」

　無邪気な真帆の言葉に、苦笑しつつも平静を装い答える葵。おそらくわりと聞き捨てならない言い分だった可能性が高いが、年上としてなんとかスルースキルを発揮したようだ。良くできましたと、柿園は内心で賛さん辞じを送る。

「おー？　ぶかつ、海から帰ってきてからちょっとお休みだよ？」

「え、そうなの？」

「はい、疲れを取った方が良いからと、一週間夏休みなんです。ですので長谷川さんの予定はトモがお誘いするときに伺うかがいました。ご一緒できなくて残念でしたけど、お盆が近いですし仕方ないですよね」

「そ、そっか」

　しかし、続けてひなたと紗さ季きから詳細を聞き、傍はた目めから分かるほどゴリゴリ削り取られる葵の余裕値。小学生たちでも誘えたのに、声すらかけられなかった自分……。そんな感じに悶もん々もんとしているのだろうか。

「えへへ。長谷川さんはわたしたちの身体からだのこともすごく考えて下さっていて、嬉うれしいです。ちょっと前にも、智花ちゃんのバッシュをいっしょに選んで下さったり」

「あ、あれはたまたま、昴さんの眼めの前で私の靴が壊こわれちゃったから……」

「バ、バッシュかあ。サイズ選びとか大事だもんね。……私も、昴と一緒に買いに行ったこと、あったよ」

　あ、張り合いおった。

　柿かき園ぞのは苦悩する。このままだと葵あおいが完全に余裕を失ってしまい大変よろしくない。そして絶対、家に帰ってから小学生に対抗心を燃もやしたことを激はげしく悔やんでベッドの上でゴロゴロ転がるのだ。

　そんなところもまた葵の『かまいたくなる属性』の一端であり大変萌もえるのだが、今は観かん賞しようして楽しむより友人として助け船を出してやらねばならぬタイミングだろう。

「ゾノぉ……」

　御み庄しよう寺じも同じことを感じたのか、真剣な顔で割わり箸ばしの袋にペンを走らせ、こっそり差し出してきた。救出プランの打ち合わせだろう。柿園は頷うなずき、厳おごそかに紙を手に取る。




『葵ちんのおっぱいもみたい』




　ただそう一言が記されているだけだった。ダメな友人だった。確たしかにもみたいが。

「じゃあじゃあ、すばるんの一番好きなハンバーガーはなーんだっ？」

「てりやきね。ふふん、もっと難むずかしい問題でも大丈夫よ？」

　不毛なやりとりをしているうちに葵と小学生たちの間ではガチンコ昴すばるクイズ対決が始まっていた。想おもい人びとのこととなると普ふ段だんの思し慮りよ深ぶかき性格が噓うそのような煽あおり耐性の無さだ。まあベクトルとしてはひたすら可愛かわいい意地の張り方なので致命的ではないにせよ。

　ともあれどうすべきか。葵が完全に自滅する前に話題を昴から逸そらしたいところだが、この盛り上がりようだと火を消すにはなにかしらのきっかけが不可欠だ。せっかく遊園地にいるのだし、早く本来の目的を思い出して欲しい。

「──むっ、そーだ！」

　周囲にそびえ立つ魅み力りよく的てきなアトラクションを見回しながら溜ため息いきを漏らしたその時、天啓。この提案ならば、全員の気持ちを一気に遊園地モードに戻すことが出来るかもしれない。

「どしたのゾノ？　急に大きい声出して」

　不ふ思し議ぎそうに首をかしげる葵に、柿園はあえて不ふ遜そんに指を突き立てる。

「君たち。さっきから長は谷せ川がわセンセーマスターが誰だれなのか争っているみたいだが、あちしのことを忘れてもらっちゃー困るぜ！」

「柿園さんも、クイズに参加なさいますか？」

　続けて嬉うれしそうにきらりと眼鏡めがねを光らせる紗さ季きにも、ちっちっと指を横に振ってみせる。

「クイズなんておこちゃまな遊びには興きよう味みないな。だってあちしは、センセーのスーパーお宝写真を持っているから！」

「お、お宝、ですか……!?」

　柿園が宣言すると、息を吞のんだ愛あい莉りを筆頭、にわかに色めきだつ小学生たち。

　そしてそれ以上にムードを一変させた輩やからが一名。言うまでもなく葵あおいだった。

「お、お宝ってなによそれ？　なんでゾノがそんなの持ってるわけ!?」

「んふふー。それはトップシークレットってやつだな」

「見せてみて！　一体どんな写真よ!?」

　案の定すごい食いつきである。すごすぎて若干怖い。

「やーそう簡かん単たんには見せられないなー。だーってこれはあちしだけが知ってるセンセーのあられもない姿だし～」

「あ、あられもない……」

　呟つぶやいて頰ほおを朱あかく染めたのは智とも花か。いかにもピュアそうなこの少女が何を思っているのか、想像するのもまたわりと楽しい。

「ずるいぞゾノノノ！　あたしたちにも見せてよ～！」

「わ、私にもできれば……ちょ、ちょっとした後学のために！」

　真ま帆ほと紗さ季きも興きよう味み津しん々しんな様よう子すで立ち上がり、柿かき園ぞのにぐぐいと顔を寄せる。もはや作戦は成功したも同然だった。

「うむ、わかった！　そこまで言われたらあちしだって鬼ではない！」

「わーい。見せてくれるの？」

「見せましょう！　……みんなの情じよう熱ねつが本物であると証明されたら！」

「情熱って……どういうこと？」

「それはつまりこーゆーことさね！」

　訝いぶかしむ葵の目の前に、柿園は予あらかじめ手に入れておいた一枚の紙を突きつけた。

「これって……『絶叫地獄巡り』のチラシ？」

「そうとも！　この遊園地の中でも特にヤバい、いわゆる『スーパー絶叫マシン』の三台。その全部に乗ってスタンプを集めるとちょっとした記念品が貰もらえることは、みんなもう知っているな？」

「は、はいっ。私たちもそのお知らせは見ましたっ。すごく怖そうだから、まだどれにも乗ってないですけど……」

「よろしい智花ちゃん。で、ちょうど良いからあちしのお宝写真も、記念品に上乗せしちゃおうってわけ。つ・ま・り！　この超ヤバげな絶叫マシンに全部乗れた勇気ある子には、画像をお見せいたしましょうってこと！」

「はぅ……でも、その『スーパー絶叫マシン』は、本当にすごく怖そうでした……」

　身をすくめ、声を震ふるわせる愛あい莉り。言う通り、指定の三台は若干設計者の頭を疑いたくなるような無む茶ちや苦く茶ちやな外がい観かんをしている。

「まー無理にとは言わないさ。でも、これだけの試練を乗り越えてでも見たいって思う勇者以外には、あちしのお宝は見せられないな～」

「うお～燃もえてきた！　やろーぜアイリーン！　みんなで乗ればきっと大丈夫さ！」

「私たち全員が傍そばにいるから大丈夫よ、安心して」

　柿かき園ぞのがもったいぶると、すっかりやる気満々となった真ま帆ほと紗さ季きが愛あい莉りを説得する。智とも花かとひなたも見た感じそれほど怖おじ気けづいてる様よう子すはなく、もう肚はらは決まっているようだ。

「……わ、わかったよ。みんないっしょなら、わたしも頑張れると思うっ」

　四人の熱ねつ意いに感化されたように、ついには愛莉も深く首肯。

「よしよし、ほんでブチョーはどうする？」

「わ、私は昴すばるの写真なんて別にどうでも……」

「じゃーやめとく？」

「で、でも絶叫マシンにはもともと興きよう味みあったし！　それにあんたがなんでそんな写真を持っているのか深く問とい質ただす必要があるから、一応参加するわ、一応ね！」

　葵あおいの方もまた、もはや予よ定てい調ちよう和わといった感じの出馬表明。ちょろい。

　よしよしと、柿園は内心でほくそ笑えむ。これで思惑通り、再び遊園地のアトラクションを堪たん能のうできる。

「……ねぇねぇゾノぉ。本当にそんな写真持ってるのぉ？」

　立ち上がり、勇ましく移動を開始した小学生たちの後を追い始めるや、御み庄しよう寺じが心配げに耳打ちしてきた。

「あはは、あるわけないじゃん！」

　あっけらかんと返事する柿園。もちろんそんな危険なもの、葵が怖いのでたとえゲットできるチャンスがあったとしてもスルー安定に決まってる。

「知らないよぉ、あとで怒られても……」

　あきれ加減に眉まゆ尻じりを下げる御庄寺に多少不安を煽あおられたが、まあなんとかなるだろう。

　先のことは、いざ時が迫ってから考えれば良いのだ。とりあえず今は遊びたい。

　自分の欲望にはなるべく忠実に生きる。それが柿園さつきの信条だった。




　　　　【２】




「あれが……」

「第一の地獄『ダイブ・トゥ・ブルー』……」

　賑にぎわう園内を突っ切って目当ての場所に近付くにつれ、各おの々おのの面持ちがどんどん重苦しくなっていく。

　ダイブ・トゥ・ブルーと銘打たれたそのマシンは、いわゆるフリーフォール系のアトラクション……というよりフリーフォールそのものだ。

　特に捻ひねりは無い。ただ単純に、高い。落下距きよ離りはなんと１００ｍ弱。国内はもちろん、世界でも有数のサイズを誇っている。

「ふぁう……こ、これに乗るの……？」

「や、やっぱりわたしにはちょっと……」

　とてつもない迫力に、身を寄せ合って震ふるえる智とも花かと愛あい莉り。

「な、なんだか見上げているだけでお腹なかが痛くなってくるわね」

　紗さ季きもひきつった顔で口元を押さえている。やはり小学生には荷が重すぎたか。柿かき園ぞのとしてはリタイアしてもらった方が写真の存在を有う耶や無む耶やに出来るのでむしろ好都合ではあるが。

「だいじょびだ！　これくらいあたしたちの敵じゃねーぜっ！」

「おー。楽しそう。いっしょに遊んで、おにーちゃんの写真、見せてもらおう？」

　しかし勇ましくも、真ま帆ほとひなたはやる気満々。これは素直に感心の念を禁じ得ない。

「す、昴すばるさんの……。わ、わかったよ真帆、ひなた！　頑張ってみよう！」

　そんな様よう子すに感化されたのか、智花もまた気概を取り戻してマシンを見上げる。昴の写真に釣られたというわけではあるまいから、これぞ慧けい心しん女バスの団結力の賜たまものか。

「く……仕方ないわね。いきなりリタイアなんてかっこ悪いし、付き合ってみせようじゃない……！」

「怖い、怖いけど、わたしも勇気を出さなきゃっ」

「うおっしゃ！　みんなそーこなくちゃっ！　よーし『地獄巡り』スタートだ！」

　さらには紗季と愛莉も搭乗を決意。柿園は自分の立場が危なくなることも忘れて興こう奮ふんを露あらわにした。

「……あ、ちなみにブチョーはどーする？　まさかこの流れで怖おじ気けづいたりしないよね？」

「あ、当たり前でしょ。写真には興きよう味みないけど、ちゃんと空気読んで乗るわよ」

　噓うそだ。葵の場合、写真のことがある限りたとえ周り全員がリタイアしたとしてもお構いなしに乗り込んでいたに違いない。

「よしよし、そー来ると信じてたぜ。じゃあ早速行きますか……って、お？　どしたのショージ？」

　とにもかくにも、夢と希望の絶叫タイムここに開幕。そう思って列に並ぼうとした柿園の肩を、御み庄しよう寺じがぎゅっと摑つかみ止める。

　まさか、日ひ和よった？　御庄寺は柿園と同じかそれ以上にスピードマシンを愛して止やまない少女なので、そんなはずはないのだが。

「ねぇゾノ、弊へい社しやたちはみんながちゃんと乗れたか審しん査さしないとイケナイよねぇ？　だから、あっちに行こう」

　満面の笑えみで御庄寺が指さしたのは、隣りん接せつする巨大観かん覧らん車しや。柿園とて観覧車は嫌いではないが、目前のフリーフォールを無視して乗り込む意味がまったく見いだせず、頭の中で疑問符が渦巻く。

「いや審しん査さって、上まで登ったらもう逃げようも無いし」

「いーからいーからぁ。それじゃみんなぁ、弊へい社しやとゾノは近くから見てるから、たっぷり楽しんできてねぇ」

「え、な!?　ちょ、待てよォ！　引っ張るなって～！　ああーあちしもフリーフォール乗りたいんだってば～！」

　抵抗虚むなしく、信じられないような力で引きずられていく柿かき園ぞの。

「あれー？　ショージョージ、怖かったのかな？」

「普ふ段だんからするとそんなはずはないんだけど……。ま、良いわ。とりあえず私たちは列に並びましょ。しゃ、写真はどうでも良いんだけど、せっかくここまで来たんだし！」

　不ふ思し議ぎそうに顔を見合わせる真ま帆ほと葵あおいの声が遠ざかっていく中、親友の思いがけぬ暴ぼう走そうに柿園は混乱を深めるばかりだった。







「むふふぅ、噂うわさ通どおりベストポジションだぁ」

「ぶーぶー。ねーどーゆーつもりさーショージー！」

　そのまま柿園は観かん覧らん車しやのシートに押し込まれ、楽しみにしていた垂直落下とは正反対の、緩ゆるやかな上昇を味わう羽は目めに。

　御み庄しよう寺じの方はといえば文句など耳に届いてないといった風で、ガラスに貼はり付き外の景色けしきにご執心だ。確たしかにここからだとフリーフォールの様よう子すがよく見えるが、柿園としては別に野や次じ馬うまになりたかったわけではなく、自分自身が無重力状態を体たい験けんしたかったのであり。

「ショージってばー！」

「あっ、見て見て。第一陣が乗り込んだよぉ……！」

「おーホントだ。いやそれは良いんだけど、だからなんで今わざわざ観覧車なんかに……って、え？　なにしてんのショージ？」

　後ろから友人の肩を摑つかんで揺らしているうちに観覧車が上弦にたどり着き、今まさに絶叫マシンに乗り込もうとしている小学生たちと高度を共有する。すると何を思ったか、御庄寺は鞄かばんからオペラグラスを取り出しかぶりつきで観かん賞しようをおっ始めた。

　もはや言葉を失う柿園。傍かたわらではついにフリーフォールが運転を開始し、まずは真帆と紗さ季きが顔を歪ゆがめながら急速に落下していく。

「…………あー」

　そこでついに、御庄寺の思惑を理解した。

　まったく、なんというか。呆あきれやら、感心やら。万感がおり混じり、柿園は狭い観覧車の中で古式ゆかしいリアクションを披ひ露ろうせずにはいられなかった。




　──柏手、ピース、ぱんつＯＫサインからの、敬礼まる見え。




　落下する真ま帆ほのスカートから一いつ瞬しゆん垣かい間ま見みえた、白とエメラルドグリーンのしましま。そう。この観かん覧らん車しや内からは、フリーフォールの落下に煽あおられて翻ひるがえった女子のスカート内が眺め放題だったのである。

「どこでそんな情報を……」

「ネットに書いてありました！」

[image: ]

　御み庄しよう寺じにしては珍しいほど歯切れの良い、自信満々な答え。いや待てそれが事実として、何の意図でその情報に行き着くような検索を実行した。

　というかわりと本格的にマズい施設の構造的欠陥ではないか。いつか問題になる気がしてしょうがない。

　それはそれとして、親友がぱんつ見たがったせいでフリーフォールに乗り損ねたのか。そう思うと、怒りを遥はるかに通り越して柿かき園ぞのはただただ脱力するばかりだった。

　確たしかに柿園も女体は大好きだ。あわよくば眺めたり触ったりしたいと常々思っている。

　だが、しかし。

「別にパンツなんて、女子同士なんだからいつでも見るチャンスあるじゃん……」

「……ゾノ、それ本気で言ってるの？」

　がっくりシートに腰を落とし溜ため息いき混じりで呟つぶやくと、御み庄しよう寺じは久々に空から返へん事じではなく、振り返ってまっすぐ柿かき園ぞのを半はん眼がんで見つめながら、低いトーンで糾きゆう弾だんの意を言葉に乗せた。

「『いつでも見られるパンツ』と『たまたま見えたパンツ』は別物なんだよぉ！　価値とか、全然違いますから！」

「…………さいですか」

　もう相手にするのはやめよう。そう決め込んだ柿園は、観かん覧らん車しやが一周するまで乗り損ねたフリーフォールを濁にごった瞳ひとみで見つめ続けた。

　ちなみに葵あおいのパンツは清せい楚そな純白だった。







「はうう……まだまっすぐ歩けないよぉ」

「あいり、だいじょうぶ？　ひなもね『おおおー？』ってなった」

　興こう奮ふんを隠さずはしゃぎ合う友人たちと不完全燃ねん焼しようのまま再合流し、どこか虚むなしさを携たずさえて柿園は次なる目的地を目指す。

「ゾノ、正直アレは乗らなくて正解だったわ……」

「そゆことはね、乗った後で言うから意味があるんスよ」

　顔面蒼そう白はくの葵に返す言葉も、どこかやさぐれ気味。柿園としては、そんなふうに恐怖を語りあうのが楽しみだったのだ。正直、後でもう一回付き合ってもらえないか尋たずねたい。しかし皆の内うち股またっぷりを見る限り、今提案すると本気で怒られそうだ。自重せざるを得ない。

「ついた！　いよっしゃー次はこれかー！」

「真ま帆ほ、あんたなんでそんなに元気なの……？　うう、正直まだダメージから回復しきれてないわ」

　柿園ただ一人ひとりテンションが停滞したまま、第二の地獄のすぐ近くに到達。銘は『ヘブンズ・ドライブ』。巨大なハーモニカのような形状で、表現しがたき複雑怪奇な揺れ方をするゴンドラ系アトラクションだ。

「こ、こっちもすごそうですね、葵さん……」

「う、うん。さすがさっきのと同じ『スーパー絶叫マシン』の一つだわ」

　種類は違えど、おそらく同等の恐怖を味わうことになるであろう試練を前に、うつむき加減となる智とも花かと葵。

「ほらほら、早く行こうよアイリーン！　みんなも早く～！」

「はうぅ……。が、がんばります……」

　しかし、一度恐怖に耐えて今さらリタイアするのも勿もつ体たいないためか、ただひとり元気全開な真帆の催促に、愛あい莉りを含め首を振る人間は一人ひとりもいなかった。

　それは、今度こそ絶叫体たい験けんを味わいたい柿園としても喜ばしい事実であったが、

「……ねーショージ。またどこか遠くから見学したい、なんて言わないよね？」

　先ほどのおあずけのせいでいまいち流れに乗りきれない。

「そんなわけないよぉゾノ。こいつは弊へい社しやもアテンドさせて頂きます！」

　しかし、どうやら取り越し苦労だったようで、今度は変な邪じや魔まが入ることも無さそうだ。

「そか！　マジ安心！　うむっ！　それでは参るぞ皆の衆！」

　それでようやくすさんだ心も回復し、喜び勇んで先陣を切る柿かき園ぞの。

「ふへへぇ。楽しみですなぁ」

　……ただ、御み庄しよう寺じからそこはかとなく先ほどと同種の妙な鼻息の荒さを感じるので、一いち抹まつの不安は消えず仕じ舞まいなのだが。

　ま、構うまい。今回はちゃんと柿園自身も堪たん能のうできるのだ。極秘裏にどんな下心が渦巻いていようと、気付かぬふりでやり過ごしてしまおう。

　自らに言い聞かせ、待たい機きする人混みの最後尾へ。行列はそれなりの長さだったが、このアトラクションは一回ごとの搭乗人数が多いのでさほど待たずに済むだろう。

「おおっ、もう次だぞみんなー！」

「わはー。楽しみ～！」

　予感通り、十五分程度で番が回ってきた。真ま帆ほと共にはしゃぎながら、おっかなびっくりな友人たちを促す。せっかくだからなるべくみんな近くに陣取って思い切り声を張り上げたい。

「あ、ゾノぉ。ごめんだけど、座り順替わって貰もらえるかな」

　ときめきながら念ねん願がんのスーパー絶叫マシンのシートに腰掛けようとした直前、御庄寺から澄すんだ笑えみでそう催促された。

「いーけど、なんで？」

「まぁまぁ、まぁまぁまぁまぁ」

　ひとつ位置をずれるくらいなら造作もないが、観かん覧らん車しやでの一件があったせいか言われるまま素直に替わることに抵抗を感じる。とはいえ今モメたら周りにも迷惑をかけてしまうし、柿園に害はないのだから受け入れざるを得ないか。

「しゃーないな、ほら」

「せんきゅ～ゾノ。ふへへへへへぇ」

　はたして我が友人は、もとからこんな気持ち悪い笑い方をしていただろうか。絶叫マシンに乗り続けているうち、ネジが二、三本抜け落ちてしまったのかも。

「き、緊きん張ちようしますね柿園さん……」

「あはは、たーっぷり紗さ季きちゃんの怖がるところ観察させてもらうね～」

　向かいに腰掛け、眼鏡めがねを外した紗季がごくりと生なま唾つばを飲み込む。絶叫する様がよく見えるように……というコンセプトなのか、このゴンドラは席が左右で二つに分かれ、乗客が向かい合って座る構造となっている。

「おー。うごいた」

　眼鏡めがね無し紗さ季きちゃんも美人だなーと見み惚とれているうち、ついに準備が調ととのったようでブザーと共に上昇を始めるゴンドラ。

「うおおおおおおおおっおっおわはははははははははあーっはっはっは！」

　本格的に動き出した後は、もはや絶叫を通り越して笑うしかなかった。普通に生きているだけでは絶対に味わうことの無いような揺れと急上昇、急下降に晒さらされ、あちこちから弾はじける甲かん高だかい声。これぞ絶叫マシンの醍だい醐ご味み。

「まったく、遊園地は最高だぜ……っ!?　なん……だと!?」

　振り切れたテンションで柿かき園ぞのが声を張り上げたとき、信じられないモノが視界に入った。

　隣となりの御み庄しよう寺じが、まるで仏像のように穏おだやかな薄うす目めで、微動だにせず無言で正面だけを見つめ続けているのだ。

　一体何が彼女を、こんな状況で悟りの境地みたいな高みに到達させているのか。

「きゃあああああああああっ！　ふぇぇぇぇええええんっ！」

　集中力の限りを尽くして目め線せんの先を追い、ようやく柿園にも御庄寺の思惑が理解できた。

「そうか……巨乳ポジション……」

　御庄寺の向かいには、愛あい莉りの姿が在った。その胸部は落下防止のバーに押しつけられて大きく形を歪ゆがめ、重力に煽あおられるたび窮きゆう屈くつそうに四方を揺蕩たゆたっている。

　有あり体ていに言えば、おっぱいぷるんぷるんであった。

　なるほどこれが、座席変更の理由。一番胸の大きい少女の前に陣取るための、策略。

　アホだ。だが突き抜けたアホには尊敬の念すら覚えてしまう。

　強烈なＧの中、妙に心の中が透き通ったような感覚に包まれた柿園は、思いの丈たけを込めて大空へ呟つぶやいた。

「なーショージ、お前さん何しに来たんだ……」







　そうしてついに、一同は最終試練へ。

　この遊園地のラスボスと称されるスーパー絶叫マシン『マイ・ハート・ドローズ・ア・ドリーム』は、嵐あらしの前の静けさと言わんばかりに、緩かん慢まんな動きで柿園たちを再び空へ運んでいく。

　種類としては、オーソドックスなジェットコースター。ただその到達高度はあまりにも天に近く、誇る速度はどこまでも過剰で、走行時間は永遠に続くと錯さつ覚かくするほどの悪夢。

　でかくて速くて長い。シンプルが故にいちばん手に負えない、地獄への直行便だ。

「ふぇぇ……ま、まだ昇るの……？」

「じ、地面があんなに遠い……も、もう降りたいよぉ」

　後ろのシートからは、智とも花かと愛莉のか細い声。さすがにこの高さで焦じらされると、柿園とて期待感だけではやり過ごせない。乾く唇をぺろりと舐なめ、既に張り上げたくなる内なる声をいなして第一波に備える。

「…………」

　隣となりの御み庄しよう寺じは、無我の境地と言わんばかりにひたすら穏おだやかだ。なんとも不気味だが、まあ、いくらこの残念な視し姦かんマスターとはいえ今は粗そ相そうを働けるような状況ではあるまい。

　──ニヤリ。

　そんな楽らつ観かん視しをほくそ笑えむかのようなタイミングで、御庄寺が僅わずかに口角を上げる。

　そんな、まさか……？

　まだ、何かあるのか。シートに全身を固定され、前方を覗のぞき込む術すべも後方を振り返る手段も封じられた現状で、一体どんなことが出来るというのだ。

「あ……あああっ！」

　そして柿かき園ぞのは気付いてしまった。衝しよう撃げきの事実に、落下よりもワンテンポ早く悲鳴を上げてしまった。

　御庄寺の、手首っ……！




　──手て鏡かがみっ……！




　がんじがらめに手鏡を紐ひもで括くくり付けた、完かん膚ぷ無なき覗のぞきスタイルっ……！

　もはや恥も外聞も無く、貪どん欲よくに後方を狙ねらっているっ……！

　これが、覚悟っ……！

　チラリズムに命を捧ささげた者の、覚悟っ……！

『きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！』

　ついにコースターが頂上に達し、黄き色いろい声を巻き込みながら落下を始める中、柿園は内心で敬礼を捧ささげた。

　目を血走らせ、歯を食いしばりながら、全ぜん身しん全ぜん霊れいを賭として鏡で智とも花かのわきの下を捉とらえようとする親友に、一周回った畏い怖ふの念を込めて。

　こいつ。無む茶ちや、しやがって……。




「はぅぅ、叫びすぎてのどが痛いよ……」

「ひなも、おめめくるくる～」

「つ、次は少しのんびり出来るのに乗ろうね……」

「やー、今のはあたしもちょいバビった！　でも楽しかった～！」

「も、もうしばらく絶叫系はこりごり。……それにしてもなんで真ま帆ほはそんなに余裕そうなの？　なんだか悔しいわ。……やっぱり、あとで『あそこ』に連れ込むしかないわね。ふふ。スピードには強くとも、『あっち方面』の弱点を攻められて、いつまで余裕でいられるかしら……？」

　衰弱しきった様よう子すでベンチに横並びに腰掛け、空を見上げる小学生たち。何にせよ、地獄巡りを全員が完遂したのだから本当に大したものだ。

「さ、さあゾノ。ノルマは果たしたわよ。さっさと見せなさい、あんたのお宝ってやつを」

「ち、覚えてたか……」

　同じく疲ひ弊へいを露あらわにしながらも、いの一番にそう要求してきた葵あおいに、柿かき園ぞのは顔をそらし苦笑。まこと、昴すばるが絡んだ時に発揮されるエネルギーたるや並大抵のものではない。御み庄しよう寺じのすけべパワーと共に発電とかに利用できれば良いのだが。

　それはさておき、いよいよどうしたものか。噂うわさの三大マシンの恐ろしさは想像以上だったので、『実は噓うそでした』なんてありのままに伝えたら、わりとシャレにならないレベルで怒らせてしまいそうだ。

　よし。かくなる上は、仕方ない。ここはひとつ、現地調達に打って出るしかないか……。




　　　　【３】




「ん？　珍しいな、柿園からメールなんて」

　俺おれ──長は谷せ川がわ昴が少し早めの墓参りを終え、母方の実家でのんびり過ごしていると、意外な人物から便りが届いた。柿園たちとはたまにいっしょに遊んだり、同好会で汗を流したりする仲とはいえ、約束を取り付ける際は大抵幼おさな馴な染じみの葵が仲介に入ってくれるので、こんな風に直通で連絡が来ることは稀まれだ。

「……なんだ、これ？」

　不ふ思し議ぎに思いながら携帯を開くと、思わず眉み間けんに皺しわが寄る。

　だって、なにしろ。

『センセー！　ちょっとお願ねがいなんだけど、あちしにセンセーのヌード写真送ってくんない？　上半身だけで良いから！』

　記されていたのはこんな文面だったのだから。昔から変わり者だとは思っていたが、ついにお壊こわれ遊ばれたか。

『お前は何を言っているんだ』

　盛大な溜ため息いき混じりで頭に浮かんだ言葉をそのまま送ると、すぐに返信が。

『頼むよー！　どーしても必要なんだ！　人助けだと思って！』

『俺の裸でお前の何が救われるというのか』

『世の中色々あるんだってば！　……あ、そーだ！　お礼にセンセーの大好きな小学生の【最高だぜ！】な写真をこっそり送ってあげるからお願い！』

　なんだその語ご弊へいありまくりな交換条件は。

　そりゃあもし仮に智とも花かたちの汗に濡ぬれた健けな気げな様よう子すを捉とらえた写真が有るなら欲しくないと言えば噓うそになるが、小学生なら何でも良いみたいな言い口は勘弁して欲しい。まるで俺おれが変態みたいじゃないか。

　あくまで興きよう味みがあるのは、バスケに夢中で取り組む慧けい心しん女バスのみんなだけだぞ。

　さておき、なんて返信しよう。よっぽど無視してやろうかと思ったが、後がめんどくさいのでそれも憚はばかられ。

　……うん、まあ。こういう時は葵あおいに相そう談だんするのが手っ取り早いか。

『なんか柿かき園ぞのが俺の裸の写真をよこせとかのたまっちょるんですが、どうすれば？』

　そう結けつ論ろん付づけ、相手を変えてメール送信。

『オーケー無視してこっちで処理するから！』

　びっくりするくらいすぐに返信。……ありゃ。これってもしかして二人ふたりはご同行中か？

『センセーのアホー！　なんでチクったしうああもがぴあけとらし１１８１ぺ』

　ピンと来た瞬しゆん間かん、柿園から再返信。うむ、間違いなさそうだ。となると少し悪いことをしたか？

　いや、自業自得だよな、どう考えても。

「──ねぇすばるくーん。とうもろこし食べる～？」

「おっ、ありがたや。ああ、いただく～！」

　とりあえず、母かあさんがおやつを用意してくれたみたいだからキッチンに行こう。

　呼ばれるままに部へ屋やを出て廊下を歩きながら、ふと思い出す。

　そういえば今日きようは、智花たちが遊園地に行くと言っていた日か。みんな楽しんでるかな。

　俺も参加できれば良かったけど、どうあれ素す敵てきな休日になっていることを願ねがうばかりである。
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　　　　【１】




　夜の山道を走り抜ける一台のリムジン。その車内で、俺おれと慧けい心しん学がく園えん初等部女子ミニバスケットボール部員の『四人』は、沈ちん黙もくしがちな時間を長らく共有していた。

　八月頭に練習合宿を終え、お盆に合わせて部活の方も夏休みに入ったのが三日前。伴って先日は、子どもたち全員で県内最大の遊園地に繰くり出してきたらしい……のだが。

「もう。まさかいきなりこんな大おお袈げ裟さなことになるなんて……」

　隣となりのシートに腰掛けた、部のまとめ役である永なが塚つか紗さ季きが、盛大な溜ため息いきと共に縁ふちなし眼鏡めがねのフレームを押し上げる。紺こん色いろのチュニックパーカーに白黒ボーダーのニーハイソックスという私服が、ふんわりした三みつ編あみと切れ長の瞳ひとみに調ちよう和わして、小学六年生らしからぬシックな雰囲気を醸かもしている。かように憂うれいを携たずさえた顔つきをしていると、その印象もひとしおだ。

　紗季のこの表情。また、俺たちがこうしてナイトドライブを体たい験けんする運びとなった理由。それはどちらも、現在この車内にはいない五人目の部員、三み沢さわ真ま帆ほの憤ふん怒ぬに端を発する。

　聞いた話を要約すると、どうやら遊園地のお化ばけ屋や敷しきで大パニックに陥ってしまったことを主に紗季からたっぷり茶ちや化かされた真帆が、復ふく讐しゆうのため『抜き打ち肝試し大会』の舞ぶ台たいをほぼ一日で見み繕つくろい、資産家の令れい嬢じようらしくこの大仰な車で俺含めたバスケ部員全員を迎えに来た、ということらしい。

「うう、真帆ちゃんのこと、傷つけちゃったのかなあ」

「会ったら、ちゃんと謝あやまらないと……」

　コの字型をしたシートの向かい側で、しょんぼり項うな垂だれているのは香か椎しい愛あい莉りと湊みなと智とも花か。ミドルショートの髪を片結びにした智花が小柄な体格であるのに対し、ショートボブの愛莉はとても希け有うな長ちよう軀くの持ち主なので、寄り添う姿は仲の良い姉妹のようでもある。今日きようは二人ふたりとも薄うす手でのキャミソールにプリーツスカートという同じタイプの装いであるのも、今さら唐とう突とつにそんな事を思った理由かもしれない。

　ちなみに愛莉も智花も友達を茶化したりできるタイプでは全くないので、二人の懸け念ねんは確かく実じつに取り越し苦労だろう。こうして呼び立てられたのは、ある意味とばっちりに近い。しかし何度そう伝えても、心こころ優やさしい二人は消沈したまま『気付かないところで非があったのかも』と首を振り続けるのだった。

「……バカ真帆。仕返しなら、私だけにすれば良いのにっ」

　そしてその事実がまた、紗季の内心をやきもきさせているようである。強い責任感の持ち主なので、自分の蒔まいた種が智花たちを苦しめてしまったのではと、密ひそかに悔いているみたいだ。

「わーい。おそとまっくら。おばけさん、いるかな？　とかげさんもいるといいな」

　三人がそんな調子なので、ときおり鼻歌を口ずさんだりしてマイペースを貫き通している袴はかま田だひなたちゃんの笑え顔がおは、いつも以上に心の清涼剤として俺おれに癒いやしを提供してくれていた。ふわふわロングヘアのお人形さんみたいに可か憐れんな容姿は、白いフリル付きのワンピース姿と相まって、うっかり地上に舞まい降りた天使と見み紛まがうほどである。

「……智とも花かも愛あい莉りも、ひなたちゃんみたいに楽しむつもりで良いと思うぞ。真ま帆ほのことだから、ただみんなに自慢のお化ばけ屋や敷しきを披ひ露ろうしたいだけなんじゃないかな」

「長は谷せ川がわさんのおっしゃる通りよ。よく考えてみて。私にならともかく、真帆が愛莉やトモやひなに意地悪すると思う？　心配しなくて大丈夫だってば」

「あ……」

「そう、だよね」

　ひなたちゃんの天てん衣い無む縫ほうさに背中を押され、紗さ季きと共に今一度二人ふたりを元気づけてみる。するとようやく、沈みがちだった瞳ひとみを持ち上げてやることに成功したみたいだった。

　よかった。これでなんとか、車内の重いムードは解消されそうだ。

　しかし、本当に外は真っ暗だな。一体どこに向かっているのだろう。車を運転しているのが久く井い奈なさんなら尋たずねてみたいところなのだが、今日きようのドライバーさんは知らない方だったし、運転席とはパーティションで仕切られているのでどのみち車が停とまるまでコンタクトを取れそうにない。

　ま、今ここで足あ搔がいても仕方がないか。到着したら、現地で待たい機きしているらしい真帆がいろいろ説明してくれるだろうし、どんと構えていよう。

　そういう意味では、もう既に『肝試し』は始まっているのかもしれない。

「ん、そうだ。着くまでの間、お盆明けからの練習メニューのことを相そう談だんしても良いかな？　みんなも何か意見があったら聞かせて欲しい」

「あ、はいっ！　もちろんです！」

「ふふ、いっぱい厳きびしくして大丈夫ですよ。むしろ、そうして下さい」

「わ、わたしもどんなに辛つらくてもがんばりますので、長谷川さんが一番良いと思う練習で大丈夫です！」

「おー。ひなも、さきとあいりとおんなじ。はやく、みんなでバスケしたい」

　よし、ならせっかくだしこの時間も有効活用しますか。もちろん真帆の意見も後ほど聞くとして、本分であるバスケの方針について部内会かい議ぎだ。

　和わ気き藹あい々あいと話が盛り上がり、以後夢中になって展望を語りあう俺たち。

　車外で刻々と深く、重くなる闇やみの存在は、やがて完全に意い識しきの外へ飛び出してしまった。







「……よく見つけたなあ、こんなとこ」

　数十分後。ゆるやかに停車したリムジンから降り、車を運転して下さったメイドさんの案内でほんの少し山道を歩くと、目の前に現れたのは映画のセットかと見間違うほど『いかにも』な物件だった。

　木造平家建ての壁かべはあちこちが朽くち、風が吹けば倒とう壊かいしそうな荒屋。窓は割れ、玄関の扉は開け放たれたまま。先ほど借りた懐かい中ちゆう電灯でほんの少し奥を照らしてみただけで、全体の惨状が把握できるほどそこかしこに瓦が礫れきや蜘く蛛もの巣がはびこっている。

「岩いわ戸と──なんとか分校。すすけて読めませんが、ここ、学校みたいです。……ううん。学校だった、と言うべきね」

　玄関の脇わきに掲げられた看板に光を向け、紗さ季きが眼鏡めがねの奥で瞼まぶたを細める。なるほど、言われてみると壁にずらりと並んだ窓は一昔前の学舎っぽいな。わりと規模も大きそうなので、かつては多くの生徒が通っていたのかもしれない。

　今となっては、見る影かげもないけれど。

「こ、こわいね愛あい莉り……」

「ここに……入らないとダメなのかなあ……」

　隣となりでは、車内の盛り上がりが噓うそのように青ざめた智とも花かが愛莉と手を握り合い、廃はい墟きよを見上げている。確たしかにこれは、傍そばに立つだけで結構ゾクゾクくるものがあるよな。

　それはそうと、この場所って本当に肝試しなんぞに使って良いのだろうか。いくらおあつらえ向きとはいえ、勝手に侵入したら犯罪になるわけで。

「──お待ちしておりました、みなさま」

　ほぼ全員が怖おじ気けづく中、ただ一人ひとり瞳ひとみをお星様にしてふらふら屋内に入っていこうとしたひなたちゃんの肩を両手でホールドしたまま戸惑っていると、後ろから聞き覚えのある丁てい寧ねいな声がかかる。

　おお、ようやくいろいろ尋たずねられる方がいらしてくれた。この穏おだやかで澄すんだウィスパーボイスの持ち主はもちろん──

「久く井い奈なさ……うわあああああああああああああああああ!?」

　──振り返った瞬しゆん間かん。恥ずかしながら腰を抜かし、その場に倒れ込んでしまう。

　しかし幸いにも……と言うべきなのかは分からないが、とにかくそんな我が醜しゆう態たいを気に留めた子は、一人も居なかった。

「ひぎ…………」

「ぃ、ぁ、ぅ……」

「あ……あわ……わ」

「おー。かっこいい」

　人間、本気で恐れおののくと悲鳴すら出ないものだな、と思い知らされる。同様に向き直って『その顔』を正視した智花たちは全員、絶句したまま固く固く互いを抱きしめ合い、後ずさりを始めていた（約一名の例外を除く）。俺おれのことなど、視界にすら入っていないだろう。

「く、久く井い奈なさん、ですよね？」

「はい、左さ様ようでございますが……どうかなさいましたか？」

　この場唯一の漢おとことしてのプライドを振り絞って立ち上がり、あまり顔を見ないよう視し線せんを落としつつ尋たずねる。いや、『どうか』って。気付いてらっしゃらないのだろうか。

　ご自分の魅み力りよくならぬ、ご自分の威力に。

　久井奈さんの出いで立たちはいつものエプロンドレス……なのだが、その肩口から腹部にかけて、茶ちや色いろく凝ぎよう固こした血けつ痕こんのようなものがべっとりと染み込んでいる。しかしそんなのは序の口で、真に恐ろしいのは顔に施された特殊メイク（だよな……？）。青を通り越して緑がかった頰ほおは片側がざっくりとえぐれ、口元からただれ落ちる鮮せん血けつ。瞳ひとみには特別なコンタクトが入れられているのか、闇やみ夜よの中で真まっ赤かな光を放っている。さらには全身に施された生傷、ほつれ、穢けがれ。

　ゾンビ、だった。完かん膚ぷ無なきまでに。

「そ、その……多少、恐ろしいです。お、俺おれはともかく子どもたちがすごい怯おびえてしまっています」

　うん、ごめんなさい。『俺はともかく』とか明らかに見み栄えです。正直、自分自身も逃げ出したい気分。

「そ、そうでしたか……。それは大変失礼いたしました。雰囲気作りのお役に立てれば、と思ったのですが……」

　完全涙目の智とも花かたちに気付くや、久井奈さんはしゅんとして肩を落としてしまう。あ、多少恐怖心が薄うすれた。

　ともあれ、明らかに気合い入れすぎなこのメイク、決して悪ノリとかではなく、ただただよかれと思って施して下さったものらしい。なら、あまりドン引きするのも申し訳ないな……。

「い、いえその！　確たしかに怖さ満天ですし、肝試しとしてはバッチリなのではと！　な、なあ智花、紗さ季き、愛あい莉り、ひなたちゃん！」

「そ、そうですねっ！　と、とととても怖いと思いますっ」

「怖すぎて、私なんて見ることもできないですっ……ご、ごめんなさい」

「ひゃ、ひゃいいっ。ままっ、まるで本当のゾンビさんみたいですぅっ……！」

「おー。かっこいい」

　俺から意見を求められると、及び腰ながら全員で久井奈さんを絶ぜつ賛さん（？）し始める子どもたち。さすが気き遣づかいにかけては完かん璧ぺき。予想通り、恐怖に負けずナイスフォローである。

「本当ですか……!?　うふふ、そう言って頂ければ幸いでございます！　実は知り合いのメイドでその道に長たけた者がおりまして。無理を言って急きゆう遽きよスタジオを紹介してもらった甲か斐いがありました……」

　おかげで久井奈さんも立ち直り、満面の笑えみを覗のぞかせてくれた。……ただしゾンビ顔なので、ある意味無表情に輪わをかけて怖いのだが。

　それでも中の人がいつも通り慇いん懃ぎんな真ま帆ほ付きのメイドさんであることを肌で知ることができ、智とも花かたちも恐る恐る近くにやってくる。

「では、改めまして。皆様、今こ宵よいは真帆さま主催の肝試し会にお集まり頂き、まことにありがとうございます」

　見計らって、深々とお辞じ儀ぎする久く井い奈なさん。

「うっ!?」

　背中に斧おのが刺さってた……。今のは決して狙ねらって披ひ露ろうしたわけではあるまいが、心しん臓ぞうが飛び出るかと思った。

　そんな不意打ちなんぞも頂きつつ、以後俺おれたちは押おし黙だまって久井奈さんの説明に耳を傾ける。

「ではこの廃校は、三み沢さわ家けで正規に借りたのですか？」

「はい。近日取とり壊こわし予定なのだそうですが、オーナー様に打診致しましたところ、ご快かい諾だくを賜たまわりました」

　なるほど、恐らく大人おとな同士でいろんなやりとりがあったのだろうな……。娘のために廃はい墟きよまで工面するお父とうさんというのも、冷静に考えるとすごい話だ。もはや感覚が麻ま痺ひしつつあるのであんまり驚おどろかないが。

　とにかく廃校内に入ることはちゃんとお墨付きを頂いているらしい。三沢家プロデュースにより、安全面も配はい慮りよされているとのこと。

　それなら難なん癖くせを付ける理由はない。せっかくここまで来たんだし、あとは肚はらをくくって真帆の挑戦を受けてあげよう。

「ところで、当の真帆はどちらにいらっしゃるのでしょう？」

「この付近に、車内で待たい機きしているはずです。昨晩から今まで準備をしておりましたので、私も本日はまだ顔を合わせていないのですが、そのように聞いております。昨日きのうは皆さまを驚かせて差し上げるのだと、真帆様は大変楽しそうになされておりました」

　何気ない久井奈さんの一言に、愛あい莉りと智花がほっと息をつき微笑ほほえみ合う。真帆が怒ってないことを確かく認にんできて、安あん堵どが深まったのだろう。反面紗さ季きはふくれっ面つらだ。

「ったく、一人ひとりで高みの見物とは良いご身分ね。もしかして、私たちが怖がってるところをカメラとかで見てるつもりなんですか？」

「いえ、真帆さまはたいへん怖が………………こほん。霊れい感かんがお強いですので、生の映像ですと異世界からの侵食を受ける可能性がございます。そのため、まずビデオ録ろく画がしたものを編へん集しゆうのうえ、安全な状態にしてお渡しする予定です」

　あきれ加減の質問に、珍しく一いつ瞬しゆん言葉に詰まってから答える久井奈さん。霊感が強い、か。さすが優やさしいなあ。……うっかり七割がた本音を吐と露ろしちゃってた気がしないでもないけど。

　それにしても、肝試しの映像を真帆が平気で見られるレベルまで編集なんかしたら、画面は終始真っ暗だったり不自然な光が入ってたり湯気だらけだったりで、何が起こっているのかすら判然としない状態になりそうだな。

「──では、説明は以上となりますが、何か質問などございますでしょうか？」

　必要な情報を伝え、生ける屍しかばねと化した久く井い奈なさんは順じゆん繰ぐりに俺おれたちを見る。そろそろ慣なれたつもりでいたが、改めて向き合うとやっぱり怖い。どうやら廃校内の演出もこの方の手によるものみたいだし、相当なハイクオリティを覚悟しておいた方が良さそうだな……。

「おー。ありません。ひな、はやく肝試ししたいです」

　不安感で皆が二の足を踏む中、ただ一人ひとり元気いっぱいなひなたちゃんが後ろ歩きで廃校に近付いていく。

「し、仕方ないわね。ふ、ふふ。真ま帆ほに私たちの冷静さを見せつけてやりましょ」

「じ、自信ないなぁ……」

「わたしも、もう怖いよ……」

　いきなりはぐれてしまったら大変なので、迷いを断ち切り俺たちも追随。

「では、私はゴールで待たい機きしております。どうか、狂気に満ちた夜をお愉たのしみ下さいませ……」

　久井奈さんがもう一度お辞じ儀ぎする気け配はいを背中で感じながら、いよいよ禍まが々まがしく朽くちた館やかたへ、ひとかたまりで進入する。





＊






「──きゃっ!?」

　全員が内部に踏み入ったとたん、甲かん高だかい不快な音をたてながら勝手に昇降口の引き戸が閉じてしまった。

「で、案の定開かないのか……」

　ほとんど期待もせず何回か取っ手に力を込めてみるが、ぼろぼろな外見とは裏腹にびくともしない。

「い、行きましょう長は谷せ川がわさん。ど、どうせ逃げる気なんてないですし、関係ないです」

「ん、了解。みんな、足もと気をつけてな」

　紗さ季きの力強い言葉に頷うなずき、全員で廃校の中をそろりそろりと移動し始める。

　歩く度たびに軋きしむ床。なんらかの怨おん念ねんが描き出したとしか思えない不自然な壁かべの染み。鼻を突く、薬品のような刺し激げき臭しゆう。

　見捨てられた学舎の廊下は、わずかに懐かい中ちゆう電灯の光しか持たぬ俺たちの恐怖心を、捻ひねりなく、だからこそ的てき確かくに刺激し続ける。

「あ。あったわ。とりあえず、ここからね……」

　密集しただんご状態で歩いていくうち、左側の壁かべを照らしていた紗さ季きが立ち止まる。見れば引き戸の上部に、かすれた文字で『保健室』と記されたプレートが据え付けられていた。

　久く井い奈なさんから伝えられた真ま帆ほの指令は、皆で校内三箇所に仕掛けたチェックポイントを全すべて廻まわり、ゴール地点に関する情報を入手せよ、というものだった。そのうちの一つが、この保健室である。

「なにか、保健室が出てくる怖い話とかあるのかな……」

「た、確たしかわたしが読んだ本だと、事故で亡くなった養よう護ごの先生が、迷い込んだ生徒に無む理り矢や理り手術を……はうううぅ」

　智とも花かの質問に答えながら、愛あい莉りがへなへなとしゃがみ込む。図らずも嫌いやな記き憶おくを呼び起こしてしまい、盛大に自じ爆ばくしたようだった。智花の方も聞いて恐怖を覚えたのか、口元を押さえ眼めを伏せる。

「ふ、ふん。もし何かあったとしてもどうせ作り物よ。そもそも幽ゆう霊れいとかが本当に存在したら、昨日きのうからここにいらっしゃった久井奈さんがとっくに襲おそわれてるはずじゃない！」

「ぶー。ゆうれいさん、いるもん。きっとひなたちが来るまで、まっててくれたんだもん」

　普通、小学生がここまで物々しい場所に放り込まれたら、とっくにギブアップしてしまっていてもおかしくない。しかし紗季は真帆に恥ずかしい姿を見せられないという強い自尊を抱えており、ひなたちゃんは無邪気すぎてそもそも怖がるという発想に至らないご様よう子す。

「さ、行くわよひな。トモと愛莉も、そんな怖がらなくて平気だってば」

「おー。しゅっぱつしんこー」

　その上退路まで断たれているので、入室を諦あきらめるという選択肢は、可哀かわい相そうなことに議ぎ題だいにすら上らないのであった。

「ほら、大丈夫だ。頼りないだろうけど、俺おれが近くにいてやるから」

「す、昴すばるさん……。うう、ありがとうございますっ」

「が、頑張りますっ」

　少しでも気が紛れればと思い、智花と愛莉の後ろに回って背中に触れてやる。それでなんとか二人ふたりとも及び腰ながら立ち上がり、恐る恐る足を前に踏み出してくれた。……こんな俺でもいないよりはマシなら、すごく光栄な事だ。

「んっ……。立て付けが良くないのかしら、全然開かない」

「どれどれ」

　智花たちに寄り添ってプレートの真下まで詰めると、紗季が引き戸に四苦八苦していたので交代する。なるほど、確かにこれはだいぶ滑りが悪いな。

「よっこいせ……っと！」

　気合いを入れ直し、取っ手を持ち上げるようにしてから全力で引っ張る。おし、成功。ようやく全開になった戸から手を離はなし、大きく一息。

「ありがとうございますっ！　さすがは長は谷せ川がわさんです！」

「あはは、こういう仕事は男に任せてくれ」

　頭を下げる紗さ季きに軽口を叩たたきつつ、内心ではかなり安あん堵どしていた。もし、俺おれが帯同していながら扉が開けられず肝試し頓とん挫ざ、なんて事になってたら、情けなくて真ま帆ほに顔向け出来なかったもんな。

「さーて、それじゃお手並拝見…………ぅぁ」

「は、はう……こ、ここ、保健室なの？」

「ううむ、こりゃまるで──」

　蒸し暑さと緊きん張ちよう感かんとの相乗効果で額ひたいに滲にじんだ汗を拭ぬぐいながら、子どもたちに続き最後尾で室内に入る。すると今度は一転、全身に冷や水を浴びせられたような悪お寒かんに苛さいなまれた。

　保健室と聞いて個人的に思い浮かべたイメージは、普通の教室と変わらないリノリウムの床上にベッドや簡かん易い的てきな診察用具が置かれているような応急設備だったのだが、ここはなんというか、ずいぶん本格的だ。床は汚れを洗い流しやすそうなタイル張りで、中央にぽつんと置かれた移動式ベッドの上にはむき出しの裸電球が吊つるされ、情感に欠ける光をぽつんと放っている。そして壁かべ一面に飾られた鉗かん子しやメス、さらにはノコギリや鉈なたといった物ぶつ騒そうな金物。

「まるで…………手術室みたいだ」

　つい息を吞のんでしまってから継ぎ足した感想は、子どもたちに配はい慮りよして本音を隠すための捏ねつ造ぞうだった。

　真に抱いた印象は、そんな生やさしいものではない。

　そう、言わずもがな。

　──拷ごう問もん部べ屋や。

　それが、この空間を最も端的に表した言葉だろう。

「ふ、ふうん。これはまたわざとらしい演出ね。ぜんぜんダメ、安直で情緒がないわ。というかもう保健室の原形保てて無いし！」

　皆がショックを受けている中、頰ほおをひきつらせながらも気丈にずんずん単身でベッドに近付いていく紗季。そうか、確たしかにもとからこんな内装だったとは考えにくいもんな。言う通り、演出のために久く井い奈なさんたちがリフォームした結果なのかもしれない。

　そう思うと、なんだかあまり怖くなくなってきた。歴史が無いところには、怪奇現象なんて成立しない気がするし。

「……指令って、これかしら？」

　おもむろに紗季がベッドの上から拾い上げた紙を、俺も後に続いて覗のぞき込む。遅れてひなたちゃん、智とも花か、愛あい莉りもやって来て、全員で懐かい中ちゆう電灯の光を一点集中。





『だれかがひとりでこのベッドの上に寝て、五分間ユーキをしめせ！

　他ほかのひとは手助け禁止！　奥の部へ屋やで終わるまで待ってること！


ｂｙ恐怖の使者：まほまほ』








　浮かび上がったのは、見覚えのある元気の良い筆跡だった。なんだか『恐怖』とは対極に位置するような活力に溢あふれていて、紗さ季きは気を削そがれたとばかりにかぶりを振り、智とも花かと愛あい莉りは安あん堵どを隠さず長い息を漏らす。

「奥の部屋っていうのは、あれか」

　文面に照らし合わせて室内を再さい観かく察にんすると、出入り口と向かいあう壁かべに貼はられた畳ほどある巨大な鏡かがみの脇わきに、それらしきドアが確かく認にんできた。

　さて、それでは誰だれがここに残るかだが。最も先の展開が読めない先せん鋒ぽうだし、俺おれが引き受けるべきだろうか。でもこれはあくまで肝試し。真ま帆ほが仲間に提供するエンターテインメントみたいなものなので、しゃしゃり出るのも何か違う気がする。

「……良いわ。じゃあ最初は、私に任せて」

　あれこれ考えているうち、紗季が自分の三みつ編あみを肩から払って、華か麗れいに挙手した。

「い、いいの紗季？　じゃんけんとかで決めても……」

「ふふ、大丈夫。トモはいったん見学して、気持ちを楽にすると良いわ。愛莉もね。……てなわけでひな、私が最初でも良い？」

「おー。楽しそうだけど、このあともっと楽しいのがあるかもだから、がまんする」

　心配する智花に微笑ほほえみ返し、ひなたちゃんからも許可を得て、満場一致で紗季が切り込み隊長に任命されたようだ。俺としても何ら文句はない。実際に身の危険があるわけではないはずだし、基本的には全すべて自由放任で大丈夫だろう。

「じゃあ、俺たちは隣となりに行くね。頑張って。一応、気をつけてな」

「はい。一応、注意しておきます」

　あえて軽い口く調ちようで、智花たちと共に手を振ってしばしの別れを告げる。紗季の面持ちは多少硬いものの、大きく動転している様よう子すはない。真帆に恥ずかしい姿を見せたくないという一心からかもしれないけれど、どうあれ実に頼もしい勇姿であった。

「おお、なるほど。マジックミラーだったんだな」

　ドアを開き四人で入った奥の間は、荷物も家具も何も置かれていないがらんどうだったが、ちょうど鏡のあった位置から保健室の様子がおおよそ見て取ることが出来た。つくづく大がかりな準備をしたものだと呆あきれ半分、感心半分。

「紗季ちゃん、大丈夫かなぁ……」

「紗季だもん、きっと平気さ。見守ってあげよう」

　マジックミラーの近くで、長ちよう軀くを屈かがませる愛莉の肩にそっと触れる。

　……あ。ところでもしかして、この後ってガラス越しにホラーな展開を見せつけられることになるのだろうか。それならかなり怯おびえた様よう子すの愛あい莉りと智とも花かには、眼めを逸そらしておくよう助言した方が……。

　いや、その必要はないか。たとえどんなに怖かろうと、ひとりぼっち残してきた親友を見て見ぬふりなんて、二人ふたりとも絶対にしないだろうし。

　というわけで余計な事は言わないまま、四人横並びで隣りん室しつの動向に注目する。

　紗さ季きは辺りを慎重に見回しながら、ベッドの上にゆっくり腰掛ける。そしてしばし迷うようなそぶりを見せたのち、小さく頷うなずいて仰あお向むけに寝転がった。

　恐らく、靴を脱ぐべきか否か考えていたのではないか。礼れい儀ぎ作法をわきまえた子だから、できれば土足で横になるような真ま似ねはしたくなかったのだろうが、こんなイレギュラーな状況ではそうも言っていられまい。もしかしたら何か咄とつ嗟さの反応を求められるかもしれないし。

「──っ!?」

　ただ結果としては、脱ごうが脱ぐまいがどのみち関係なかった。

　紗季が細長いベッドの上に身体からだを落ち着けるのとほぼ同時。みぞおちの上辺りに着物の帯ほどもある太い金属の枷かせが飛び出してきて、身体の自由を奪われてしまったのだ。

　今のは演出だと分かっていてもかなり驚おどろいたに違いない。実際、紗季は身体を落ち着きなく揺らし、平常心を失いかけているように見えた。保健室内を幽かすかに照らす裸電球の下で、両手ごとベッドに括くくり付けられた少女は、必死に頭を持ち上げ状況を把握しようと苦心し続ける。

「す、昴すばるさんっ！　助けに行ったほうがっ！」

「……んん」

　取り乱し、うわずった声で懇こん願がんする智花の気持ちも分かる。分かるのだが、真ま帆ほの用意した試練はまだ始まったばかりだろう。今邪じや魔ましたら、紗季にとっても不本意だろうし……。

　ええい、大丈夫だ！　手をこまねいて見てるだけなのはなんとも辛つらいが、あくまで全すべては演出。紗季の身に危害が及ぶわけでもないのだから、どんと構えていよう。

　そう自分に言い聞かせてから、涙目で俺おれを窺うかがう智花にも「いや、心配ないって」と微笑ほほえみかける。

「おー？　さき、びくんってした」

　と、一いつ瞬しゆんだけ眼を離はなした隙すきに、保健室内では新たな展開があったらしい。ひなたちゃんの声につられてマジックミラーの方に向き直ると、紗季が首を起こし、自分の足先を覗のぞき込む格好で一点を凝ぎよう視ししていた。

　その表情は、まさに戦せん慄りつという単語がぴったりと当てはまる。かっと瞼まぶたが見開かれ、唇は、灯あかりに乏とぼしい中でもはっきり見て取れるほど激はげしく震しん撼かん。

「やだ、なに、なに……？」

　愛莉が声を震ふるわせ、両手で口元を押さえる。普ふ段だん冷静沈着な紗季からは想像もつかない怯えように、悪お寒かんがガラス越しに連れん鎖さしていく。

「な、何か出たのか？」

　操あやつられるように、視し線せんを紗さ季きの横顔から足の方へじりじり動かす。すると、

「……っ!?」

「ひぃっ！」

　壁かべぎわで、ぼんやりと。

　白衣姿の女性が、前まえ屈かがみに揺れていた。

　表情は乱れたショートヘアの前髪が被かぶさって確かく認にんできないが、肌の青白さだけで異い形ぎようの存在感がひしひしと伝わってくる。脳裏によぎるのは、先刻の久く井い奈なさんのメイク。おそらくあの幽ゆう霊れい役やく（役……だよな、当然）も、近くで見ると相当に強烈な面立ちなのだろう。紗季がここまであからさまにおののくほどなのだから……。

「はわ、わ、わ、わ……」

　智とも花かと愛あい莉りが寄り添って硬直するなか、じっと紗季を見下ろしていた白衣の幽霊が、不意にふわりふわりと、質量を感じさせない動きで前進を始める。距きよ離りが縮ちぢまるにつれ、紗季の表情はますます歪ゆがみ、瞳ひとみから大量の涙が溢あふれ出した。

「～～～～っ!?　～～～～っ！　～～～～っ！　～～～～～～～～～～～～～っ!?」

　分厚い壁に阻はばまれ、保険室内の音はいっさいこちら側には伝わってこない。が、あの泣き叫び方はちょっと尋常ではないぞ。そ、そこまで恐ろしいのか？

　すべて作り物。そう分かっているつもりでも、傍ぼう観かんし続けるにはあまりに罪悪感が募る情景だった。やはり、助けに行くべきなのか……と迷っているうち、幽霊はついに紗季の足元まで到達し、そのままベッドによじ登って直上に覆おおい被かぶさる。

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」

　ふるふる、ふるふると何度も首を振る紗季。しかし幽霊は気にも留めず、緩かん慢まんな動作で真っ白い両腕を高らかに振りかぶり、抵抗不能な少女の喉のど元もとに向かって──

「きゃああああああああああああああっ!!」

「うわああっ!?」

　──摑つかみかかろうとした、寸前。

　いきなり目の前のマジックミラーから苛か烈れつな音が鳴なり響ひびき、全面に細かいヒビが迸ほとばしった。

　意い識しきの埒らち外がいからの攻こう撃げきに、へたりこむ智花と愛莉。俺おれも思わずのけぞりながら後退してしまったが……それよりもう限界だ、小学生に対しこれは演出がすぎる！

「紗季っ！」

　ヒビのせいで何も見えなくなったマジックミラーから眼めを離はなし、単身で保健室に繫つながるドアを体当たり気味に押し開ける。もう紗季に怒られても構わない、それよりも本気でショックを受けてしまっている可能性を心配すべきだ。

「……………………な」

　転がるように、前のめりで駆け込んだ室内。しかし視界に広がる景色けしきが、そんな俺おれの焦しよう燥そう感かんを一いつ瞬しゆんで凍いてつかせた。

「す、昴すばるさ…………えっ？」

　一歩遅れて、智とも花か、愛あい莉り、ひなたちゃんもこちらにやってくる。

　そしてベッドの上を見るや、同様に放心して言葉と動作、その両方を止めた。

　お前達が目まの当あたりにしたモノは全すべて幻、とでも言わんばかりに、そこには誰だれも居ない。

　白衣の幽ゆう霊れいも。

　紗さ季きの姿すらも、見当たらない。

　保健室内は、まったくのもぬけの殻になってしまっていた。

「さ、紗季ちゃんっ!?　紗季ちゃあんっ!?」

「おー？　さき、かくれんぼ？」

「そんな……そんなっ……！」

　はっと我に返り、部へ屋やの隅々に散って友人の姿を捜す子どもたち。俺も床に屈かがみ込んでどこかに隠れている可能性を当たるが、殺風景なこの空間の中で身を潜ひそませられるスペースはあまりにも少ない。

「ん、なんだ……？」

　途方に暮れてベッドに近付き、下を覗のぞいてみるがやはり紗季は見つからない。その代わり……と言うべきか、シーツの上に赤あか錆さびた鍵かぎが一本落ちていた。こんなの、最初に部屋を見た時には無かったはずだ。

「おにーちゃん、どうしたの？」

「……これが落ちてた。紗季がいたところに」

　てくてく歩み寄ってきたひなたちゃんに、拾った鍵を見せてやる。

「じゃ、じゃあ紗季は……」

「わからない。けどもしかしたら、鍵と引き替えにどこかへ連れて行かれたのかも」

　そう呟つぶやくと、智花、さらには何度も同じ場所を捜索し続けていた愛莉がひぐっ、と喉のどを鳴らす。しまった、今のは無む駄だに恐怖感を煽あおる失言だった……。

　もちろん、仮にそうだとしてもあくまで全てはアトラクションの一部なのだと思う。肝試しが終われば、元気な紗季と再会できる段取りになってるはずだ。

　それでも実在の廃はい墟きよの中、小学生の女の子がここまで過か激げきな消失事件に巻き込まれたら、とても気が気じゃないだろう。というか俺だってわりと怖い。

「さき、ゆうれいさんとおでかけ？　おー。いいないいな。ひなも、ゆうれいさんと遊びたい。おにーちゃん、探しに行こう？」

　夏の気温も忘れるほど薄うすら寒い空気が沈ちん殿でんする中、変わらずにマイペースなひなたちゃんの存在はとても有あり難がたかった。これからどうすべきか迷っていたけど……うむ。智花と愛莉次第ではあるが、どうせ進むべき道は前しかないのだ。言う通り、紗さ季きを捜しながら次の目的地を目指そう。

「ん、そうだね。もしかしたら、どこかでこの鍵かぎを使って紗季を助け出せってことなのかもしれないし、とりあえず別のチェックポイントに行ってみよう。……でも、智とも花かと愛あい莉りはあんまり怖いようだったら、どうか無理しないでくれ」

　きっと久く井い奈なさんがカメラとかで状況をチェックしてくれているだろうし、こちらから本気で懇こん願がんすればリタイアはさせてもらえるのではなかろうか。そう思って二人ふたりに尋たずねてみるが、

「だ、大丈夫です……！　紗季を置いて逃げるわけにはいきません！」

「わ、わたしも頑張りますっ。きっと、紗季ちゃんの方がずっと怖い思いをしていると思いますし……」

　返答は、実に仁義に溢あふれた頼もしいものだった。仲間のために恐怖心すら飲み込む二人の強い決意に、内心で敬礼。

「了解。じゃあ、みんなでゴールを目指そう。きっとそこに紗季もいるはずだ。足元に気をつけて付いてきて」




　　　　【２】




「ここから外に出られそうだな……」

　保健室を脱して、一団で廊下を歩くこと数十歩。

　行き止まりの壁かべに、塗装が剝はがれ錆さびだらけになった鉄てつ扉びが備え付けられていた。指令によると、第二のチェックポイントは中庭の池。きっと、このドアを抜けるのが正着ルートだと思われるのだが。

「だ、ダメです昴すばるさん。鍵がかかってます」

　いち早くノブをひねってみてくれた智花が、途方に暮れて振り返る。懐かい中ちゆう電灯の光のせいかもしれないが、今にも倒れそうなほど血の気の失うせた顔がなんとも痛ましい。

「そっか。他ほかに出られる場所があるのかな。……ん？　待てよ」

　腕組みして熟じゆつ考こう体勢に入ってしまってから、ようやく思い至る。さっき保健室で手に入れた鍵。あれが、もしかして。

「やっぱり。開いた」

　半信半疑のまま、ボタンシャツの胸ポケットから赤あか錆さびた鍵を取り出し、ノブの真上にあった穴に差し込んでみると、崩れ落ちそうな外がい観かんとは裏腹、実にスムーズな手て応ごたえでカチリと枷かせが外れた。

　この感じだと、やっぱり全すべては想定通りに進んでいるのか……？

　きっと、そうだ。紗季がいなくなったことも、あくまで仕組まれたシナリオ。

　……だから、うん。

　こんなにまで胸の内を嫌いやな予感で満たしておく必要なんて、全然無いはずだ。

「おし、行こう。足もと、段差になってるから転ばないよう気をつけてな」

　軋きしむ扉を背中で押さえてまず子どもたちを外に出してやり、最後に自分も土の上に着地。

　風のない不快な外気に顔をしかめつつ、辺りを照らしてみる。正面と右側は金かな網あみで囲まれていたので、必然的に取るべき進路は左しかない。遠くで響ひびいたフクロウか何かの鳴き声が、一いつ瞬しゆん人間の悲鳴に聞こえて背筋を固めたりしながら、校舎の壁かべづたいに歩いていく。

　角を曲がるのと同時、視界が開けた。

　月明かりにうっすらと照らされた目の前の広場は、中庭と呼ぶには少しばかり殺風景すぎる気がする。なんせ遊具はおろか、草一本生はえてないまっさらな更地である。

「おー。おいけ、あった」

　しかし、中央で異様なムードを漂わせている半径２ｍ程の水場の存在により、ここが目的地であることは疑う余地もない。

「ぐ……」

　さらに距きよ離りを詰めると、恐ろしさというより生理的な嫌悪感で顔を背けたくなった。ひび割れたコンクリートで縁ふち取どられた人工池の水は、退廃的な緑みどり色いろ。しかも底の方で何かが発はつ酵こうしているのか、時折ぶくんぶくんと気泡がたちこめている。こんな所で、一体何をしろと……？

「す、昴すばるさん。これ……」

　さすがの洞察力で智とも花かがおそるおそる池の縁まで近付き、紙切れを回収してきてくれた。見ればそれは先ほどの保健室にも落ちていた、真ま帆ほからの指令書のようだ。





『こんどは誰だれか一人ひとりが池の真ん中の岩の上にある地図を拾ってきてユーキをしめせ！


ｂｙ悪あく魔まのファンタジスタ：まほまほ』








　ええと……いやこれ、なんだか肝試しの趣しゆ旨しが別の方向に向かってる気が。

　確たしかにこの指示に従うのは相当の勇気が必要だけど、それは怖いからとかじゃなくて、端的な話。

「病気になるぞ、こんな所に入ったら……」

　じりじり前進し、汚れた水を覗のぞき込んで眉まゆをひそめる。

「……うん？」

　が、ほどなく。鼻び腔くうがなんともフローラルな良い香りを捉とらえたせいで、思わず声が漏れた。

「なるほど、な」

　どうやらこの汚れた色はあくまで入浴剤か何かによる演出で、溜たまっているのは新しん鮮せんで清せい潔けつな水であるようだ。そりゃ、そうだよな。念のため手で掬すくい上げてみても、腐乱している気け配はいは全く無い。……これも演出か、若干手触りがぬるっとはしていたものの。

「は、長は谷せ川がわさん。触っても、平気でしたか……？」

「うん。色が着けてあるだけで、実際は綺き麗れいな水みたいだ。つっても入るのはみんな嫌いやだろうし……よし、ここは俺おれが担当しよう」

　おずおず隣となりにしゃがみ込んだ愛あい莉りに、苦笑を向ける。正直自分だってやりたくはなかったが、こんな役を押しつけて高みの見物をする気にはもっとなれないし、仕方ないだろう。

「ぶー。おにーちゃん、ひながやりたい。ひなにやらせて？」

　そう思ってよかれと提案したのだが、まさかの立候補者が登場してしまった。

　いやまあ、譲ゆずることに関しては決してやぶさかではないのだが、それで本当に良いのだろうか。いくら本人がやる気満々とはいえ、やっぱりここは男として、汚れ仕事を一身に引き受けるべきであるような気がするわけで。

「でも、濡ぬれちゃうぞ。せっかくそんな可愛かわいい服着てるのに、台無しだ」

　しかも、ひなたちゃんの出いで立たちは高そうな純白のワンピース。これが苔こけ色いろに染まるなんて、あまりにも悲惨だ。それに……なんというか……絶対透けちゃうし。いや透けたからといって俺にとって何か問題があるわけではないのだが、レディにとってそれはマズかろうという意味で心配せざるをえないのだ。保ほ護ご者しやとして。

「お洋服なら、へいきだよ？　ほら、あそこにおきがえある」

　しかしながら、その辺はちゃんと配はい慮りよがなされていたらしい。ひなたちゃんは急に俺から目め線せんを外すと小走りに池の外周を廻まわり、指令書が落ちていたのとはまた別の場所から、布きれのようなものを拾って戻ってくる。

「水着、か」

　そして身体からだの前でぺろんと広げて、嬉き々きと見せてくれた。

　色が純白であることを除けばこれといって特徴のない、ワンピース型の非常にベーシックな造りの水着。たぶんだが、慧けい心しんの学校指定のものと同じ型のような気がする。

　他ほかにも落ちてないか辺りを見回してみたが、用意されていたのはその一着だけである模様。

　ううむ、なら本人の意志を尊重しても大丈夫か。サイズもひなたちゃんにジャストフィットしそうな感じだし。

「おし、わかった。じゃあ今回の任務はひなたちゃんに任せよう」

「わーい」

　頭を撫なで、お言葉に甘えさせて頂く意を告げると、ひなたちゃんはバンザイしてすぐ着替えにかかる。まさかいきなりこの場で服を脱ぎ出すのではと一いつ瞬しゆんドキドキしたが、水着と一緒に回収していたらしいスナップボタン付きの巻きタオルを身に着けるところから始めてくれたので取り越し苦労だった。……ふぅ。

「おきがえ、おきがえ」

　白いタオルで身体からだを隠し、てるてる坊主スタイルとなったひなたちゃんの足元に、はらりとワンピースが落ちる。土で汚れてしまったらいけないので拾ってやろうかとも思ったが、構図的にマズすぎることに気付いたので断念。這はいつくばって、まるでタオルの中を覗のぞき込むかのような体勢は、いくらやましい心がなくとも問題が多すぎる。

　しかして、着替えが終わるまで大人おとなしく傍かたわらで待つ。ふふ。それにしても懐なつかしいな、この巻きタオル。小学生でも高学年になるともう男女別で着替えるのが普通なので、考えてみれば実に限られた時期にだけ活かつ躍やくするアイテムなのだよな。まさかこうして、再び間近で見られる日が来るとは思ってもみなかった。

　なんとなく郷きよう愁しゆうに駆られ、もぞもぞと体を動かすひなたちゃんの様よう子すを微笑ほほえましい気持ちで眺め続ける。

　──ぱつん。

「ぬわあああ!?」

「おー？　しっぱいした」

　すると、なんということでしょう。

　ボタンの押し込みが甘かったのか、ひなたちゃんが腕を動かした瞬しゆん間かん巻きタオルが外れ、地面に落下してしまったではありませんか……!?
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　もちろん慌てて眼めを逸そらしたものの、イレギュラーなアクシデントに対応しきれず、ちょうど水着を引っ張り上げる動作の途中だったひなたちゃんの、鎖さ骨こつから肋ろつ骨こつに至る柔やわ肌はだをバッチリ視界に収めてしまった……！

　脳裏に残留するつややかで染み一つない、ほのかに丸みを帯びた身体からだのラインを強制削除しながら、俺おれはぎりぎりと自らの頭を締しめ付ける。

　この大バカが……！　いくら懐なつかしいからといって着替えしてる女の子を何な故ぜ真っ正面からじろじろと……これじゃ完全に変態ではないか！

「おにーちゃん、おきがえ終わったよ？　入っていい？」

　深い罪悪感と後悔に包まれ蹲うずくまる俺の前にしゃがみこみ、ひなたちゃんは変わらぬにこにこ顔で首をかしげる。幸いだったのは周囲が暗くてなにもかも明朗に視認できたわけではないことと、見てしまった相手が肌を露ろ出しゆつすることにまだ抵抗のない子であったことか。いやその無邪気さに甘えたりなど決して出来ないのだが、事実問題として、俺の双そう眸ぼうでいたいけな心を傷つけずに済んだのは救いとも言えた。

「あ、ああ。気をつけていっておいで」

「わーい。いってきます」

「……ごめんなひなたちゃん。その……見ちゃって」

「おー？　どうしてごめん？　ひな、おにーちゃんに見てもらえるの、うれしいよ？」

　水みず際ぎわで振り返ってなんとも胸の内がきゅんとくる台詞せりふを言い残し、ひなたちゃんは躊ちゆう躇ちよなくとぷんと池に身を浸す。いくら擬ぎ似じ的てきな汚れとはいえ、まったく意に介さない胆力はすごいな。将来、かなりの大物になる子なのではと、わりと本気で思う。

「きゃー。おまたぬるぬる」

　粘度の高い水がこそばゆいのか、胸先まで浸した身体を大きく揺らしながら池の中心まで到達し、難なんなく紙切れを拾い上げて戻ってくるひなたちゃん。どうやらここには、妙な仕掛けや幽ゆう霊れい役のサプライズなどは仕掛けられてないようだ。まあ、中に入るというだけで甚大な決断力を要するわけで。『肝』なら、それでもう充分に試されている。

「はい、おにーちゃん」

「ありがとう、ごくろうさま。待っててな、今引き上げるから」

　池の中から指先を伸ばし、ひなたちゃんが手に入れたキーアイテムを俺に渡してくれる。それがなんなのか気にはなったが、まずは救出が先だ。とりあえず受け取った地図はポケットにでもしまっておこう。




「……おー？」




　そう決めてひなたちゃんから眼めを離はなした、その刹せつ那な。

　──とぷん。

　石が水中に沈むような小気味良い音が響ひびき、不ふ思し議ぎに思って向き直る。

「……………………え」

　そのときにはもう。

　水面のどこにも、ひなたちゃんの姿は見当たらなかった。

「ひ、ひなたちゃん……？　ひなたちゃんっ!?」

「す、昴すばるさんっ！　どうしたのですかっ!?」

「え…………えっ？　ひなちゃんっ？　ど、どこっ？」

　大声に驚おどろいた様よう子すで、数歩後ろで見守っていた智とも花かと愛あい莉りが駆け寄ってくる。きっと、俺おれの身体からだで死角になっている位置にひなたちゃんがいると思っていたのだろう。姿が立ち消えてしまったことに気付くや、二人ふたりとも声をうわずらせて何度も叫ぶ。

「ま、まさか……溺おぼれて……？」

「いや、そんな様子は全然なかったけど……でも、もしもって事もあるし調しらべてみる！」

　唇を震ふるわせる愛莉の懸け念ねんを否定しつつも、そんな最悪の可能性だけは早急に潰つぶしておかねばなるまい。

　もう、水に対する嫌悪感など感じる余裕すら無くなっていた。池の底を浚さらってみるべく俺は着衣のままコンクリートの縁ふちまで一歩踏み出し、

「な!?」

　迷わず飛び込もうとした寸前、水面の中心に巨大な渦が発生した。そして、まるで底が抜けたように、瞬またたく間まに水位が下がっていき、

「そんな……」

　ついには完全に、池の水が涸かれてしまった。

　それでもなお、ひなたちゃんはどこにもいない。

　綺き麗れいさっぱり空になった貯水池の中にも、その周りにも。

　いくら眼めを馳はせようと、あの無邪気なにこにこ顔と対面することは、もう無かった。

「い、いやぁあぁぁあっ……！」

「ひ、ひなちゃんっ……ひなちゃん……!?」

　もはや我慢の限界とばかりに、左右から智花と愛莉が俺に抱きついてくる。

「……え、演出だ。そう！　これも何かのトリックだって！　ゴールすれば再会できるから心配しなくて平気さ！　ひなたちゃんとも紗さ季きとも、また必ず会える！」

　肝試しの最中ということを考えるとだいぶ無粋な発言だったに違いないが、智花と愛莉の怯おびえかたが洒落しやれでは済まないレベルに達していたので、身みも蓋ふたもない理屈で激げき励れい。だってそうでもしないと、もはや二人ともここから一歩も動けないほど足を震わせていたのだ。

　否、それは俺も同じか。これは全すべて用意されたシナリオ。そう信じているからこそ、幾らかでも年上らしく振ふる舞まうことが出来ているのだ。

　──もしかして、肝試しのつもりが、本当にこの世ならざる怪奇の中に足を踏み入れてしまったのではないか。

　そんな猜さい疑ぎに本気で捕らわれた瞬しゆん間かん、自らもまた平常心など全く保っていられなくなる。

　ま、まったく真ま帆ほめ。ちょっと本気出しすぎだぞ。

　……いや、待て。よく考えたらあのホラーアレルギーな子が、ここまで本格的な演出に携たずさわれるとも思えない。むしろ問題だったのは外注・委託先の気がしてきた。

「久く井い奈なさん……真ま面じ目めだもんなあ」

　俄が然ぜん脳裏に浮かんだのは、某ゾンビメイドさんのおどろおどろしい面持ち。

　だとすると全すべてよかれと思って用意して下さったのだろうし、どうにも二の句が継げなくなるのであった。





＊






　まさかの離り脱だつ者しやが二人ふたりも出てしまったが、この状況で俺おれたちに出来るのはゴールを目指すことだけ。そこに恐怖からの解放があると信じ、最後のチェックポイントを目指す。

　行き先は、理科室。といってもロケーションが分からないので、しらみつぶしに教室を当たるしかないのかと、ついさっきまで暗あん澹たんたる気持ちだった。

　しかしふと思い至り、ポケットからひなたちゃんが回収してくれた地図を取り出してみると、幸いなことに特別教室の位置情報が全て網もう羅らされていた。どうやらチェックポイントをクリアすることにより、次の指令へ到達できるシステムになっているらしい。

　逆に言えば、この見取り図だけではまだゴールがどこなのか分からない。まあ当然といえば当然だが、その情報は理科室に行かないと手に入らないようだ。

　とにかくルートは把握したので、先を急ぐ。目的地は最初に入った校舎とは別の、中庭を挟んで向かい建つ棟の中だ。

「ここ、ですね……」

「…………」

　すっかり怯おびえきった智とも花か、そしてもう言葉すら出て来ない様よう子すの愛あい莉りと手を繫つなぎ、再び屋内に入り暗くら闇やみの廊下を直進。辿たどり着いた案内プレートの真下にある引き戸を、意を決して力いっぱい引き開ける。

　そこは、典型的な理科室だった。長方形のテーブルが四つ並び、窓の下に蛇口の列。廊下側の壁かべ際ぎわには様々な備品が放置されたままで、真っ白に変色した魚のホルマリン漬づけや人体模型など、存在そのものが恐怖を煽あおる定番アイテムも健在。全体の規模が小さめであることを除けば取り立てて特徴のない、どこにでも有りそうな造りである。

　だからこそ、こうして夜に踏み入るとご多分に漏れずたまらなく不気味なわけであるが。

「……ん、あれ？　これって、地図だな。指令書じゃなくて」

　不測の事態に備え忍び足で探索を始めるや、窓まど際ぎわのテーブル上でまた紙切れを発見した。開いてみると、それは過去二回のような真ま帆ほからのメッセージではなく、脱出のためのキーアイテムそのものみたいだった。この部へ屋やでは、ミッションの類たぐいをこなす必要はないということだろうか。

　若干の戸惑いを覚えながら、地図の内容を確かく認にんする。

　どうやらこれは現在地の校舎からさらに北側の、廃校外の地図であるようだ。そして、最北の山道を上りきった位置にある、広場になったところに朱しゆ色いろで『×』の印が。

「こ、ここのバツ印がゴール、なのかな？」

「その可能性が高そうだね。他ほかにそれらしいヒントも無いし」

　おずおず声を出した愛あい莉りに、力強く頷うなずいてやる。ようやくこの長なが丁ちよう場ばにも終わりが見えて、幾らか気概を取り戻してくれたようだった。その事実に、俺おれもまた少し安あん堵ど。

「よし、もう一息だ。行こう、この場所に。それできっと全部終わる」

「は、はいっ！」

「あ、ありがとうございます……っ」

　ぽんと背中に触れてから、再び二人ふたりの手を握る。こうすることで、少しでも不安を拭ぬぐってやれているなら良いのだが。

　うし、とにかくあと少し。まずこの校舎を一気に突っ切って、もう一度外に出て──。




　──がたん。




「ひっ!?」

　辿たどるべき道を頭に思い浮かべながら、二人と足並みを合わせ、踵きびすを返した瞬しゆん間かん。

　とても、嫌いやなモノを見る羽は目めになった。

　廊下側の壁かべに立てかけられていた人体模型が、いきなり風もないのに倒れ、俺たちの方へ虚うつろな眼めを向けたまま、だらりと床に這はいつくばったのだ。

「あ、あ、あ、あ……」

「いや……いや……」

「だ、大丈夫！　きっと置き方が悪かったんだって。それで、俺たちが入ってきたせいでバランスが崩れて」

　ショックを受け腕にぎゅうぎゅうしがみついてくる智とも花かと愛莉に、なんとか落ち着いてもらえるようそれらしい理由をこじつける。

　しかし、そんな苦心を嘲あざ笑わらうかのように。

　──ギィィィ。

「お、おいおいおいおい噓うそだろ……!?」

　人体模型が、義ぎ眼がんでぎょろりと懐かい中ちゆう電灯の光を見つめたかと思えば、操あやつり人形のように作り物の脚で直立してしまったのだ。

　そして、まるで八十年代のＳＦ映画みたいなぎこちない動きで、俺おれたちの方へにじり寄り、両手を振り上げ──

「に、逃げるぞ智とも花か、愛あい莉りっ！」

「きゃ、きゃああああっ！」

「ふ、ふわああああんっ！」

　──無表情のまま飛びかかってくる間ま際ぎわ、二人ふたりの手を強く引いてなんとか襲しゆう撃げきを回かい避ひ。しかし模型はすぐさま体勢を立て直すと、関節を軋きしませながら追撃を仕掛けようとする。

「しっかりして！　走れるか二人とも!?」

「う、うううっ……！」

「は、はわ……」

　今にも座りこんでしまいそうな少女たちの肩を支え、引きずるようにして理科室から退避。幸い模型は緩かん慢まんにしか動けないらしく、追い付かれずに済んでいるが、廊下に出ても見逃す気はないようだ。つかず離はなれずで、奇怪な音を響ひびかせながらずっと俺たちの後を付いてくる。

「な、しまった……！」

　とにかく屋外に出よう。そんなつもりで逃亡していた俺であったが、こんな土ど壇たん場ばで痛恨のミスを犯してしまう。どうやら気付かないうちに退避ポイントを通り過ぎたらしく、目の前は行き止まりだった。おかしい、地図によるとここに扉があるはずなのに、突き当たりはただの壁かべ、完全なる袋ふくろ小こう路じだ。

　間違っていたのは自分か、それとも地図か。そんな疑問を確たしかめる余裕もないまま、背後から油の切れたブランコのような耳障りな音が刻々と迫ってくる。

　く、どうする……！　引き返して躱かわすというのは今の智花と愛莉の状況を考えると現実的じゃない。俺一人ひとりで撃退に打って出る？　最悪それしかないが、あんな得え体たいの知れないモノとまともに渡り合えるのか……。

「っ！　智花、愛莉っ、みんなであの中に！」

　苦悩と共に辺りを見回すと、角に置かれた大ぶりなロッカーが目に留まる。そうだ、模型が追い付く前に懐中電灯を消して隠れていればなんとかやり過ごせないだろうか？

　もう迷っている暇は無かった。高さ２ｍほどの直方体の中へまず愛莉を誘ゆう導どうし、続いて智花の肩を抱いて共に内部へ飛び込む。

「きゃ!?」

「わ、ぎゅむ!?」

　結果、無事三人とも隠れることが出来たのであるが、扉を閉める寸前で智花が足を滑らせ、ロッカー内で倒れ込みそうになってしまう。それを食い止めた拍子、俺おれの身体からだも若干傾き、顔面が、意図せず、愛あい莉りの胸元に──！

「む、むぐ」

「う、うううう怖いよぉっ……！」

　マシュマロのようなふわふわした感触に包まれほとんど息がつけなくなっているところに、恐慌状態に陥った愛莉が俺の頭をぎゅっと抱きかかえる。そのせいでなおさら胸が密着し、キャミソールの襟そで口ぐちから溢あふれた柔やわ肌はだに俺の顔半分が埋没してしまった……！

「あ、愛莉……ふも……!?」

　さらに状況は悪化の一途を辿たどる。いつの間にか俺の鼻がキャミソールと、その下にあったもう一本の肩かた紐ひもに引っかかり、図らずも愛莉の肩から衣服をはぎ取るような状況に。こ、このキャミソールじゃない方の紐って、どう考えても下……っ！

　い、いかん。俺の頭に力を加え続ける愛莉に緊きん急きゆう事態を訴えないと……。

「──っ!?」

　そう思って見開いた眼めを、即座にぎゅっと閉じる。暗さのせいで認にん識しきが遅れたが、至近には、真っ白で、弾性に富む、とても小学生の持ち物とは思えないような球体が、押しつぶした大だい福ふく餅もちのように変形しているのであった……！

　しかも結局肩紐は外れてしまっており、今にもキャミソールともう一枚の布が捲めくれ落ちて、全すべてが、なにもかもが露あらわになる寸前……！

「す、昴すばるさぁんっ！」

　どうして良いか分からずパニックに陥っていると、俺と愛莉に挟まれる格好で震ふるえていた智とも花かが、みぞおち辺りに額ひたいを押し当ててくる。ハッとなり耳をすませば、金属が軋きしむような模型の足音がすぐ間近──恐らくはロッカーの真ん前まで迫っていた。い、いかん。とりあえず眼下の問題は先送りだ……！

　模型がこのまま見逃してくれるよう心の中で強く祈る。併あわせて智花の背中にも軽く手を触れ、少しでも落ちつかせてやれないかとひと撫なで、ふた撫で。

「──きゃっ!?」

「──やぁっ!?」

　と、出し抜けに。ガコンという派は手でな音が響ひびいてロッカーが揺れる。くそ、模型のヤツめ。体当たりでもしてやがるのか。さらに何度か衝しよう撃げきが続き、愛莉も智花もいつ泣き崩れたっておかしくないほど細切れに息を乱し始める。

　ええい、こうなったらやはり一いちか八ばちかで決けつ闘とうを仕掛けるべきか。いやしかし、いつまでたってもロッカーの戸を開こうとしない辺り、もしかしたら敵は取っ手が握れないのかもしれない。だとしたら、このまま隠れ続けていればいずれ──

「………………あ」

　──三人で密着したまま堪たえ忍ぶこと数十秒。ふと振動が収まったかと思えば、軋きしむ足音が後ろ髪引かれるような緩かん慢まんな速度で、ロッカーから遠ざかっていく気け配はい。

「諦あきらめて、くれたのか……？」

　完全に辺りが無音になるのを待ってから、俺おれたちは恐る恐る狭い庫内から脱出する。密ひそかに大きく息を吸い込み酸素を補給しつつ、辺りに異い形ぎようの気配が無いか灯あかりを消したまま再さい確かく認にん。

「う、ううううっ。怖かったです昴すばるさぁんっ！」

「も、もう大丈夫だ。いや、今のは俺もキツかったよ……」

　しばらく待っても周囲は静かなままだったので、ようやく俺たちは深々と安あん堵どの息をついた。半べそで駆け寄って来た智とも花かを抱き止め、何度も頭を撫なでる。

「さ、早いとこゴールを目指そう。愛あい莉りも大丈夫か？　平気そうならすぐにでも……愛、莉？」

　それから、また変なのが襲おそってこないうちに移動を開始すべく伺うかがいを立ててみて、ようやく。

　俺と智花は、辺りがあまりにも静かすぎることに気付かされた。

　変な模型が消えただけに留とどまらず、息吹の数が、少なすぎるのだ。

　まるで、この空間には俺たち二人しか存在していないみたいに。

「あ、愛莉っ!?　ど、どこなの愛莉っ!?」

「──っ！」

　慌てふためく智花の肩を抱きながら、俺は震ふるえる手で懐かい中ちゆう電灯のスイッチを押し込み、足もとを照らす。

　すると、真っ先に浮かび上がったのは──。

「きゃ、きゃああああああああああああああああああああっ!?」

　床の上にごろりと転がり、不気味に嗤わらう、先ほどの人体模型の生首だった。

「な、ななななんでこれ、こんな顔……最初見た時は表情なんて、なかったはず……そ、それより愛莉、愛莉はどこなんだ……!?」

　俺にしがみつき、きつく眼めを塞ふさぐ智花に構ってもやれないまま、震える手で四方八方に光を向ける。

　しかし、直前まで一いつ緒しよにいたはずの少女の長ちよう軀くは、どこにも見当たらなかった。




　　　　【３】




　ついに、俺と智花の二人ふたりきり。

　軽い気持ちで参加した肝試しで、まさかこれほどまでの恐怖と心細さを味わうことになろうとは、まったく想像だにしていなかった。

　それでも、ゴールにさえ辿たどり着けば無事みんなと再会できると信じ、笑う膝ひざを無む理り矢や理り押さえつけながら先を急ぐ。

　模型に追われてる最中に発見できなかった外に連なる扉は、改めて調しらべてみたところちゃんと地図通りの突き当たりに存在した。いくらなんでもこんな目立つものを見逃したりはしないはずなのだが……まあいい。考えれば考えるほど空恐ろしくなってくるので、いったん思考を放棄してそこから再び屋外へ。草むらを抜け、地図上に示された×印に連なる丘を恐る恐る登っていく。

「う、うう、うううっ……」

　智とも花かはもはや完全に恐慌状態で、先ほどから俺おれの腕にしがみついて体幹をぺったりと押しつけてしまっている。ふだんの慎つつましさからは考えられぬ力強さだが、もうなりふり構っていられないというか、そんなことに気を回す余裕もないのだろう。俺としても、なるべく支えになってあげたいので余計な事は口にせず好きにさせておく。

　ただ、発育過程にある少女ならではといった感じのほのかな胸の膨ふくらみが、肘ひじに当たってることに得も言われぬ申し訳なさを感じてしまったりもするのだが…………智花本人がそれどころじゃない様よう子すなので、こちらから指摘するのは逆にセクハラだよな、うん。

「ひゃうううっ!?」

　とか我ながら吞のん気きというか、空気が読めてないことを考えていた折、不意に智花が身体からだをのけぞらせて悲鳴をあげる。

「ど、どうしたっ!?」

　驚おどろき、隣となりに眼めを向けるより早く、智花はついにずるずると地べたに座りこんでしまう。もはや、腰が抜けて体中に力が入らないといった様相だ。

「い、今、わわ、私の、背中に、つつっ、冷たい、何かがが『ぬるっ』って……ふぁううううっ……！」

「冷たい、ぬるり……？」

　ここまで来て、古典的なこんにゃくトラップでも仕掛けてあったのだろうか？

　俺には知覚できなかった以上全すべては想像でしかないが、それがダメ押しになったらしく、智花はもう立ち上がることすらままならないようだった。

「あ、あうううう……。ご、ごめんなさい昴すばるさんっ。わ、私は、もう……むり、です。歩けません……。ど、どうかこの先は、昴さんお一人ひとりで……！」

　スカートの裾すそを真円に広げたまま、涙目で懇こん願がんする智花。まったく、怖くて仕方がないであろうに、文字通り唇を嚙かみしめて、ただ俺の無事だけを想おもいそんなことを言ってくれているのだろうな。

　改めて、どこまでも優やさしくて、勇気のある子だなと感嘆する。

　だからこそ、そんなお願ねがいは断固却下である。

「……バカいえ。ほら」

　呆あきれ笑いと共に頭を撫なでてから、しゃがみ込んで背中を差し出す。

「え、あのっ……？」

「おぶさって。ゴールまでもうすぐだ。あとは俺おれに任せてくれ」

「ふぇ……で、でも、そんなっ！」

「独りでなんて、行けるわけないだろ。肝試しだろうが、たとえ本当にゾンビとか幽ゆう霊れいに襲おそわれようが、ここで智とも花かを置いていくなんてこと、俺にはできない。ちゃんとずっと、一いつ緒しよに、傍そばにいてやる。傍に、いさせてくれ」

「…………昴すばる、さん」

　しばし智花は言葉を止め、迷い続ける。俺もまた振り返らずに、ただじっと待った。どのみち覚悟ならもう固まっている。何があっても、たとえ迷惑がられても、智花から離はなれない。だから今さら顔色を窺うかがったりする必要なんて、どこにもない。

　智花が俺に身を委ゆだねてくれるまで、いつまでもこうしているだけだ。

「ありがとう、ございます。本当に、本当に、ありがとうございますっ……！」

　やがて、うわずった声が耳のすぐ後ろから聞こえて、背中に淡い重みが覆おおい被かぶさってきた。

「ありがとな、信用してくれて」

　深く安あん堵どしながら、左右の脚を両手で支えて立ち上がる。本当に人ひとりを預かっているのかと不ふ思し議ぎに思うほど、智花の身体からだは軽かった。

　こんなにも小さくて幼い子が、良くここまで頑張ったな。仲間が少しずつ減り、過剰な恐怖にさらされ、普通であればもうとっくに泣き崩れていてもおかしくないのに。

　行こう。今さら引き返しても、救いはない。早くゴールして、智花を安心させてあげないと。そしてどうかいつも通りの、元気な笑え顔がおを見せて欲しい。

「しっかりつかまって。大丈夫だ。この先何があっても、絶対に護まもってやる」

「ふぁ……ふぁいっ！」

　か細い腕が、きつく、強く。俺の肩にしがみついてくる。

　その淡い痛みですら、今は力の源だった。

　転ばぬよう慎重に、一歩一歩丘を登る。驚おどろき続けたせいでだいぶ疲ひ弊へいしていたはずの身体が、やけに軽快だ。肌で感じる智花の存在が、背中越しに伝わる石せつ鹼けんとミルクの混じり合ったような芳香が、俺にいくらでも力を与えてくれるような、そんな気さえした。

「……あ」

　やがて、視界が開ける。木々に囲まれた細い道を登りきると、バスケのハーフコートほどの広場に行き着いた。

　その中心には、煤すすぼけたような壊こわれかけの祠ほこら。ここまで一本道だったし、あれが指定されたゴール地点と見て間違いないだろう。

　最後の最後で盛大なトラップが仕掛けられている可能性に注意しつつ、すり足気味に祠へ近付いていく。正面は観かん音のん開びらきになっていて、どうやら中に蠟ろう燭そくが点ともされているらしく、淡い灯あかりが僅わずかに漏れている。

「智とも花か。見て、いい？」

「は、はいっ。昴すばるさんに、全部お任せしますっ……！」

「怖かったら、背中に隠れててもいいからな」

「だ、大丈夫です、私も見ます。昴さんと、一いつ緒しよにっ」

　背中越しに確かく認にんを取ってから、石いし灯どう籠ろうほどのサイズしかない小さなやしろに手を伸ばす。

　そして、恐る恐る内部を検あらためると、

「これは……お守り？」

　中には、霊れい験けんあらたかそうな白い護ご符ふ袋ぶくろが二つ、蠟燭の明かりに照らされていた。

　なんとなく手に取り、裏返してみる。

「…………え？」

「…………ふぇ」

　するとその双方に、『恋愛成就』という、なにやら今までの苦労に全く似つかわしくない文字が躍おどっていた。

　わけが分からず、智花と共に言葉を失う。

　──ぱちぱちぱちぱち。

　そのとき、背後でいくつもの拍手が鳴なり響ひびいた。

「…………紗さ季きっ！　愛あい莉り、ひなたちゃんも！」

　びくりとして振り返り、直後、心底ほっとする。

　そこにいたのは、穏おだやかな笑えみを浮かべる、バスケ部の大切な仲間たちだった。

「みんなっ！　良かった、本当に良かったっ！」

　もう大丈夫だろうと智花を下ろしてやると、おぼつかない足取りながら大地を踏みしめ、一目散に三人の許もとへ向かっていく。

「結局、全部予よ定てい調ちよう和わだったのか。……まあ、そうだろうとは思ったけど」

「えへへ、はいっ。真ま帆ほちゃんが考えた、長は谷せ川がわさんと智花ちゃんを二人ふたりきりにさせる作戦だったんだそうです。もちろんわたしたちにも聞かされてなかったので、さらわれた時はとても驚おどろいちゃいましたけど」

　続いて俺おれも歩み寄ると、愛莉が頰ほおを染めながら真相を伝えてくれる。

「ふぇ……も、もうっ！　またそんな昴さんにご迷惑をおかけするようなことっ！」

　聞くや、智花はびくりとたじろいで未いまだ姿を見せない真帆に抗こう議ぎを呟つぶやく。口ぶりの割にあまり怒ってる風に見えないのは、皆と再会できた安あん堵ど感かんの方が勝ってるからだろうな。

「あはは……。まったく真帆のいたずら好きにも困ったもんだ」

「まったくです。目的はともかくとして、あとでがっつりお説教してやらないと気が済まないわ」

　俺おれの方はといえばどうにも反応に困り、苦笑と共に頭を搔かくばかり。それを横目に、いたずらっぽく口角を上げつつも、紗さ季きが同どう調ちようして腕を組む。

「とにかく、みんな無事で本当に良かった。……それにしても、紗季が保健室でさらわれた時の驚おどろきようはすごかったな。あの幽ゆう霊れい、そんなに恐ろしい顔だった？」

　正直なところ、一発目にあれを見たからこそ俺も完全に演出だと割り切れず、若干、いやかなり恐怖心を喚起させられてしまった気がする。

「え、あ、や。あれは違うんです。なんというか、その……」

　冗じよう談だん交じりにそう告げると、紗季は恥ずかしそうにこちらを見上げてから、何な故ぜか急にあさっての方へ視し線せんを向けた。

「──くす。本当に可愛かわいかったわよね。あの時の紗季ちゃん」

「え……!?」

　つられて同じ方角に首を捻ひねると、そこには白衣を身に纏まとった、顔がん面めん蒼そう白はくの──見覚えのある女性が顎あご先さきに指を添えて佇たたずんでいた。

　レイヤードのショートヘアに、知的な光を宿した瞳ひとみ。この一見やり手の女医さんのようで、その実体は非常に困った意味で子どもが大好きな要注意人物の名は、

「羽は多た野の、先生？」

　羽多野冬とう子こ先生。慧けい心しん学がく園えん初等部の養よう護ご教きよう諭ゆさんではないか。

「あの時は本当に驚きました。身動きが取れないところに羽多野先生がすごい嬉うれしそうに近付いて来たので、ついに襲おそわれてしまうんじゃないかと……」

「くす、何を言ってるの紗季ちゃん。私はちゃんと相手の意志を尊重するわ。座右の銘は『ＹＥＳ、ロリータ！　ＮＯ、タッチ！』だもの」

　この人こそ何言ってるんだ……。つーか相手の意志云うん々ぬんはともかく『タッチ』なら俺の知る限りでも常にやりたい放題だった気がするのだが。

　ともあれ、紗季があんなに取り乱した理由は痛いほどに理解できた。こんな裏事情があったのならば無理からぬことだ。

「そうだったのか……。拘こう束そく状態に羽多野先生じゃあ、そりゃ驚くよな」

「ふふ、いえ。幽霊が怖かったわけじゃないと分かってもらえて嬉うれしいです。ただ、普通の幽霊なら少しくらい真ま帆ほの作戦を邪じや魔ましてやれた気がするので、そういう意味では残念ですけど」

「あら、くす。ひどいわ二人ふたりとも。それじゃまるで私が変質者みたいじゃない」

「…………」

「…………」

　うっかり言葉を失ってしまう俺と紗季。

　ん、それはそうと、全すべて人為によるものだと確かく信しんできたらできたで、逆に腑ふに落ちなくなってくる事が色々あるような。例えば……。

「ところで先生、保健室で紗さ季きと一いつ緒しよに消えたのは一体どんなトリックを使ったんですか？　あの時、俺おれたちが飛び出るまで十秒もかかってないと思うんですけど」

「くす、聞いたら驚おどろくわよ。昴すばるくんたち、隣となりの部屋からマジックミラーでこっちを覗のぞいているのだと思ったでしょう？」

「え、違うんですか？」

「違うの。実はあれ、マジックミラーじゃなくてディスプレイで、あそこに映っていたのは一いつ旦たん録ろく画がされた映像なの。しかも、違和感がない程度にスロー再生された、ね」

「あ……」

　なるほど。俺たちが部屋に入った瞬しゆん間かんから直前に録画開始した映像を流し、それを微妙に遅回しにすれば、少しずつ映像とリアルタイムでの出来事とのあいだで時間差が広がっていく。だから部屋を飛び出したとき、実際にはもう撤てつ収しゆう作業まですっかり完了していたという寸法になるのか。

　いやはや、なんとも凝こりに凝った仕掛けを用意したものである。さすが三み沢さわ家けというか久く井い奈なさんというかなんというか。

　ならばきっと、他ほかの不可解な出来事もちゃんとタネがあるのだろうな。池には隠し通路が有ったのかもしれないし、壁かべの扉なんて冷静に考えたら大きな厚紙一枚で隠せる。愛あい莉りの消失は、落とし穴とかが怪しそうだ。あとで色々訊きいてみよう。

「あはは。なんだか勿もつ体たいなく思えてきたな。そこまで大がかりに造ったのなら、一日で撤てつ収しゆうしないで明日あしたからお化ばけ屋や敷しきとして営業しちゃえば良いのに」

　すっかり気が抜けて思わず冗じよう談だんを口にすると、誰だれからともなく笑え顔がおが溢あふれ、夜の野山に明るい声が響ひびく。

「ひな、今日きようもたのしかった。まほにいっぱいおれいしないと。まほ、まだこっちに来ない？」

「そろそろ来るんじゃない？　久井奈さんが迎えに行ってから、十分くらいたったし」

　満足げにバンザイするひなたちゃんに、腕組みしたまま紗季が答える。さて、真ま帆ほと顔を合わせたらどんな言葉をかけるか。ま、俺としてはなんだかんだいってスリルを楽しませてもらったし『あんまりやりすぎるのは良くないぞ～』とか、軽く告げておく程度で大丈夫かな。

「……ん？」

　などと考えていた途中、ふと何かが心に引っかかる。




　──久井奈さんが、真帆を迎えに行っただって？




「……ねえ、紗季」

「はい、なんですか？」

「久く井い奈なさん、真ま帆ほのところに行く前に、あのメイク落としたのかな？」

「いえ、たぶんそのままで…………あ」

　ハッとなり、顔を見合わせる俺おれたち。

　そんなタイミングを見計らったように、紗さ季きの携帯がけたたましく着信音を奏かなでだした。

「…………ふふ。今日きようは散々驚おどろかされたし、少しくらいは仕返ししても問題ないわよね」

「おー？　しかえし？」

「ええ。人を驚かせて良いのは、驚かされる覚悟のある人だけ……ってね。みんな、もし真帆からかかってきても、しばらく電話に出ちゃダメよ。そうね……お漏らしでもさせちゃったらさすがに笑うに笑えないし、五分くらいで許してやりますか、ふふふふふ」
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　　　　【１】




　八月三十一日。

　いろんな場所に赴おもむき、いろんな人と会い。まさに激げき動どうの時を過ごした今年ことしの夏休みも、とうとう最終日を迎えてしまった。

「長かったような、短かったような」

　まだ午前中なのが信じられないほど熱ねつ気きが充満する階段を降りて自宅のリビング兼ダイニングに入り、洗い物をしていた母親に目め線せんだけを送ってから、俺おれは冷蔵庫を開ける。

　お。１・５リットル入りのオレンジジュースを発見。こいつを頂いていこう。

「うふふ。すばるくん、今年は余裕みたいね。去年までは宿題が終わっていなくて大変だったのに」

「くん付けやめろってば。……まー、やることやっておかないといろいろ心配かけちゃうからなあ」

　ペットボトルを抱いてキッチンを抜けようとすると、母かあさんが水道を止め手を拭ふきながら微笑ほほえむ。言われた通り、去年までは夏休み最終日＝てんてこまいの図式が成立していたのだが、現在我が身はいろんな意味で危うい立場にあるため学業をあまりおろそかにはできず、しかも中間テストのころ幼おさな馴な染じみに多大な心配をかけてしまったりもしたので、今年から心を入れ替え宿題くらいは計画的に終わらせた次第である。

「偉いのね～」

「高校生の息子むすこの頭をなでようとするな」

　瞳ひとみをきらきらさせながら伸ばしてきた掌てのひらを、迅じん速そく丁てい寧ねいにパリイ。もう十五歳なんだから子ども扱いは止やめてくれ、という我がささやかな願ねがいは、未いまだかつて届いた試しがない。いい加減どこぞの電話相そう談だん室しつに駆け込みたくなってくる。

「もう、すばるくんのケチ」

「ケチじゃない。親しき仲にも礼れい儀ぎありだ」

「……うう、そういうお年とし頃ごろなのね」

　なにやら寂せき寥りよう感かんに耐えられなくなったとばかりに、冷蔵庫へしなだれかかる母さん。

「それもちょっとひっかかる言い方だなー」

　けどまあ、分かってもらえたなら良しとするか。なんせほら、俺、オトナゲあるし。

「でも、こうやってゆっくり過ごせるお休みも素す敵てきね。明日あしたからはまた学校で、朝はのんびりできなくなっちゃうし」

　内心で自分に言い聞かせているうち、母さんはあっという間に復活して両手を胸先で合わせ、嬉うれしそうに首をかしげる。どうでもいいけど切り替え早いな、相変わらず。

「確たしかに、たまにはこういう日も良いよな。……けど」

　半ば同意しかけたところで、意図せず苦笑がもれる。

「けど？」

「たぶん……嵐あらしの前の静けさってやつじゃないか、今は」

「うふふ、そうね」

　言わんとすることを察してもなお、母かあさんは穏おだやかな笑えみをキープ。この辺の大らかさは、身内ながら誇らしく、有あり難がたく思う。

　──ぴんぽーん。ぴんぽんぴんぽんぴんぽーん。

「……おいでなすったか」

　会話のタイミングを計ったかのように、連続で鳴なり響ひびくインターフォンの音。予感していた来客──『嵐』がいよいよ現実のものとなりつつあるようだ。

「すばるくん、お任せするね」

「あいよ」

　もちろん、玄関には自分自身で向かう。一度深呼吸して顔つきをニュートラルに戻してから、俺おれは確かく認にんもせずゆっくりとドアを押し開き、はたして。

「やあ、どした？　…………真ま帆ほ」

　下唇を嚙かみ、双そう眸ぼうを涙で濡ぬらし半べそ状態の、栗くり色いろの髪を二つ結びにした小学生の女の子と対面した。

「うう～」

　三み沢さわ真帆。俺がコーチを務めさせてもらっている、慧けい心しん学がく園えん初等部女子バスケ部員の一人ひとりは、こちらを見上げるやみるみるうちに目め尻じりの貯水量を増やし、

「うわあああああん！　すばるん助けて！　宿題、宿題が終わらないよ～～～～～！」

　ついには決けつ壊かいさせて泣きじゃくりながら、真っ正面から体当たり気味に抱きついてきた。

「とりあえず、入って」

　あまりに想定通りな事態に嘆息しつつ、ぐしゃぐしゃになった顔を俺のＴシャツに擦こすりつける真帆の後頭部を撫なで、玄関の中に招き入れる。

　さーて、夏休みのラストミッション。只ただ今いまより開幕である。







「真帆、ご飯は？」

「食べてきたっ。それより聞いてよすばるん、ひどいんだよ～！　サキももっかんも、アイリーンもヒナもケータイにでないし、家に電話したらみんな出かけてるっていわれたの！　四人であたしにいじわるしてるんだよ絶対！」

「うーん、別に意地悪じゃないと思うぞ。いろいろ都合とかもあったんじゃないか。……いろいろ」

　後ろから両手で俺おれのベルトを握りしめる真ま帆ほを引っ張り上げるようにして、二階にある自室へと誘ゆう導どう。

「いやっほ～涼し～！　やっぱクーラー最高っ！」

　ドアを開けるなり、真帆はあらかじめ調ととのえてあった空くう調ちように感かん激げきしながら脇わきを搔かい潜くぐって、ベッドにダイブ。薄うす手での白いキャミソールがめくれ上がるのもお構いなしでごろごろ転がり、おなかをまるだしにして大の字になってしまった。

「こらこら、宿題やらなきゃだろ」

「そーだけど、ちょっと休きゆう憩けい！　だって今日きようやんばるが全部終わるまで外出禁止とかいって、クルマに乗せてくれなかったからここまで電車で来たんだもん。外暑かったからちょーだるーんだよ～」

「じゃあ、家からこっそり逃げてきたわけだ……」

「くふふ、あたしにかかりゃーちょろいもんよ」

　誇らしげに、あおむけで寝転んだまま胸を張る真帆。寝転んだままなので、ブリッジみたいな体勢だ。ああもう、変なポーズしてるせいでキャミソールがますます捲めくれ上がってきてるじゃないか……。

「始める前から休憩してたらいつまでたっても終わらないだろ。ほら、ひとまず起きる！」

「にゃうんっ!?」

　口で言っても埒らちがあかなそうなので、いきなり実力行使。俺は真帆ブリッジのすぐ横まで歩み寄り、厳おごそかにおなかの中心にあるくぼみ──おへそに人差し指を挿そう入にゆうしてやった。

「す、すばるんのえっち！　あたしの大事なトコロに指入れた！」

「えっ!?　……え、えっち、だった？」

「あたりまえじゃんえっちだよ超えっち！　女の子のおへそはおっぱいの次にえっちポジションなんだもん！　すばるんのスケコマシ～！」

　そ、そうだったのか……!?　いや真帆のことだから出任せで言ってるだけのような気もするけど、だとしても確たしかに、いきなりおへそに指入れはいくらなんでもスキンシップが過剰すぎたかもしれないな……。

「ご、ごめんなさい。ちょっとした出来心で……」

「ごめんですんだらカミナリ様はいらないもん！　むー、こーなったらバツとしてあたしもすばるんの──」

　衝しよう動どうのままにやらかしてしまった行動を反省して首を垂れていると、真帆が半身を起こし『がおー』と両腕を掲げる気け配はい。瞬しゆん間かん、ギクリと身の危険を感じた俺はその背後に回り込んで両りよう脇わきを抱え、勉強机に誘ゆう導どうする。

「はなせ～！　まだ話は終わってないんだかんね！」

「すまん！　本当に悪かった、謝あやまる！　だ、だからほら、とりあえず勉強しよう。頑張ったら途中で差し入れにアイス持ってくるから！　真ま帆ほの好きなバキバキ君くん！」

「え、本当に？　何味何味っ？」

「えと、スパーク味。パチパチするやつ」

「………………しかたないなー。やればいいんでしょやれば」

「……ほっ。うん、頑張ろう！　その、指入れの件は本当にごめん！」

「あはは、いーっていーって。すばるんなら」

　椅い子すに座ってもらい、なおも謝しや罪ざいを続けたところ、なんとか機き嫌げんを直してくれた。安あん堵どする反面、宿題提出まで二十四時間切ってるというのに危き機き感かんゼロなご様よう子すにある意味感心する。どんなときでも剛胆というか、なんというか。

「それじゃ始めようか。はい、真帆の鞄かばん」

「おっ、あんがとっ。……はー、めんどいなー。何からやろうかなー」

　手渡してやった革製のショルダーバッグをごそごそあさり、真帆は宿題帳やら作文用の原稿用紙やらを次々と机の上に積つみ上げていく。

「とりあえず楽なヤツからかなー。これはあと半分だけだしっ」

　結局、まずは基本である『なつやすみのとも』から終わらせることにしたらしい。にしても、残り半分って。たしか八月前半に行った海合宿の時にみんなと半分まで進めたんじゃなかったっけ。つまりあれ以降一ページも手を付けてないということか。

　俺おれもつい去年までは似たような綱つな渡わたりをしてきたし、よりにもよって夏休みの最さい終しゆう盤ばんに私情で真帆たちを引っ張り回してしまった経緯いきさつがあるから怒るに怒れない立場ではあるのだが、せめてもう少し早く現実と向き合ってくれていれば、ここまで切せつ羽ぱ詰つまることもなかっただろうに。

　……ま、過ぎた日々を悔やんでばかりいても進展がない。ゼロからのスタートではないんだし、全ぜん身しん全ぜん霊れいで集中して取り組めば日暮れ前には終わるはずだ。

「よし、がんばれ真帆」

　ゆっくり拳こぶしを突き出して応援を伝えてから踵きびすを返し、リビングに置いてきたジュースを回収しに向かう。アイスの方は今すぐあげちゃうと張り合いがなくなる気がするので、二時間後くらいが良いかな。

「あれ、ちょっと待ってよすばるん。いきなりどこ行くのさ？」

「ん？　下から飲み物とってこようと思って」

「その前にまずここ見てよ！　すばるんがいなかったらぜんぜん進まないじゃん！」

　そう言って宿題帳を指さす真帆。引き返して眺めてみると、開かれたページには漢字の書き取り問題がずらりと並んでいた。

「漢字か。確たしかにこれは考えても答えが出るもんじゃないからな」

「でしょでしょ」

「よし、じゃあ国語辞典を貸そう」

　主張を認め、本棚から抜き出した分厚い本を机の上に置いてやる。

　真ま帆ほは、それを開こうともしないまま両りよう頰ほおをぷっくり膨ふくらませた。

「えーそんなめんどっちーことしてたらぜんぜん終わらないよ～！　すばるん、高校生なんだからこれくらいの漢字ヨユーでしょ！　ほら、書いて書いて！」

　そして、ずずいと俺おれの前にノートを差し出してくる。……まー、ある程度というか確かく信しん的てきに予感はしていたが、そういうつもりだよなあ。俺にがっつり手て伝つだわせようと思って真帆が我が家を訪ねてきたのであろうことは、想像に難かたくない。

「それじゃあ真帆の勉強にならないだろう。ちゃんと自分で調しらべて書きなさい」

「無理っ！　てゆーかすばるんわかってるの!?」

「……えと、何がでしょう？」

「夏休み、もー今日きようしかないんだぞ！」

「うん、重々承知してますよ……」

　せめて一週間、いや三日早くそのことに気付いて欲しかった限りである。

「わかってるなら手伝え～！　ほらほら早く早くっ！」

　どんどん声を大きくして、真帆は俺の顔に宿題帳を貼はり付けようとする。

　あー。やっぱ、だめか。やらないと、言わないとダメなのか。

　本当は、なんとかして避けたかったのだが。この『シナリオ通り』の展開は。

　でも、こうなったら仕方あるまい。

　深く、息を吸い込む。義務感だったり、諦てい観かんだったり、自分の責任を棚に上げることへの罪の意い識しきだったり。いろんなものを胸の内に秘めたまま、俺は限界まで肺に空気を溜ため込んで、




「真帆っ!!」




　あらん限りの大声になけなしの威い厳げんを込めて、目の前の少女の名を叫ぶ。

「ひょわ!?　す、すばるん……!?」

　びくんと肩を震ふるわせ、椅い子すから転げるように飛とび退のいた真帆が、ひきつった顔で上うわ目め遣づかいを向けてきた。

　驚おどろいているのだろう。今まではこんな風に、俺が子どもたちを怒ど鳴なりつけたことなんて一度もなかったのだから。

　でも今日は、やらざるを得ない。真帆の保ほ護ご者しや役をまがりなりにも自負するのなら、心を鬼にして、たとえ悪印象を抱かれようとも叱しかってやらなくてはいけない場面なのだ。

　交わした、約束を守るために。

「俺おれもつい昨日きのうまでいろいろ手て伝つだってもらったりしたから、責任があるのはわかっている。でも、少しずつ宿題進める時間くらいならあっただろ。現に他ほかのバスケ部のみんなは、もうちゃんと全部終わらせているんだし。だから、今日きようになって苦しんでるのは真ま帆ほが自分で選んだ道だ。なら、人に頼らず自力でなんとかしないとダメだよ」

　屈かがみ込み、目め線せんの高さを合わせて言い含める。本当は、俺が口にして良い台詞せりふじゃない。偉そうに説教できるほど、出来た人間じゃない。

　でも、『俺の言葉なら届く』と、そう信じてくれている子たちのためにも、尻しり込ごみはしていられない。

「……手伝って、くれないの？」

　我が家を訪ねてきた時と同じように、じわじわ瞳ひとみに水滴を滲にじませながら、真帆は震ふるえる声でぼそりと呟つぶやいた。

「とりあえず、出来るところまで自分の力だけでやってみな。……じゃあ、ジュース取ってくるから」

　反射的に背を向け、部へ屋やの外に向けて歩き出す。もうこれ以上、顔を見ていられない。このままだと、いつ自分の口が勝手に『やっぱり手伝う』と言い出してしまうか分からなかった。

　ノブに手をかけた瞬しゆん間かん、すんっ、と鼻を啜すする音が背中越しに聞こえ、痛いほど後ろ髪を引かれる。それでも鉄の意志で、立ち止まることなく部屋の外に出てしまう。

「うおおおおおおおおおおお……!!」

　そうして、戸を後ろ手に閉め真帆との間に物理的な壁かべを築いたところで──ついに限界。

　俺は心苦しさのあまり廊下に膝ひざを突いてへたりこみ、身動きひとつ取ることができなくなるのであった。

「真帆を……！　あの純じゆん真しん無む垢くでやさしくて素直で仲間想おもいな女の子を、俺如ごときが叱しかるなんて大それた真ま似ねを……！　ううう、ごめんよ真帆～～～～～～！」

　長は谷せ川がわ昴すばる、たった今死後の地獄行きが確かく定ていした。間違いなく。

「く……ダメだ。まず飲み物を用意してやらないと」

　凝ぎよう固こする身体からだに鞭むち打うって立ち上がり、改めてペットボトルとグラスを抱え自室に神しん速そくでとんぼ返り。真帆は学習机の前に無言で腰掛け、俯うつむいて口先を不満げに突き出したまま微動だにしない。

「ほら、ジュース飲みな。とりあえず俺、隣となりの部屋にいるから」

　山やま吹ぶき色いろの液体を差し出しても返事はなく、何も聞こえていないかのような振ふる舞まい。

　もしかしたら。本格的に、嫌われてしまったのかも。

「がんばれ、真帆」

「…………………………………………うん」

　そんな恐ろしい想像は、去さり際ぎわに届いた幽かすかな声が吹き飛ばしてくれた。

　よかった。真ま帆ほにはちゃんと俺おれの、俺たちの気持ちが。どうして今厳きびしく当たったのか、当たらなくてはいけなかったのか、その思惑が通じたようだ。たった一言の短い返事でも、しっかりそう確かく信しんできた。

　幾分心を軽くして、俺は宣言通り隣となりの客間に向かい、戸を開く。

『──お疲れ様です、長は谷せ川がわさんっ』

　そこには、真帆を除いた女バス部員の四人が既に集合していた。

「なんだか嫌いやな役を押しつけてしまって……本当にごめんなさい」

　代表して立ち上がり、恐きよう縮しゆくしきりでお辞じ儀ぎをしてくれたのは、眼鏡めがねと三みつ編あみが良く似合う部のまとめ役、永なが塚つか紗さ季き。

「い、いやいやいや。こ、これくらいおやすいご用だって！　ジュース、持ってくるの遅くなってごめん」

　肩をすぼませる紗季に毅き然ぜんと挨あい拶さつし、取りに行くと言ってからだいぶ時間がかかってしまったジュースを注いで回る。

「あ、ありがとうございます！」

「好きにおかわりして良いからね。さて、と。じゃあしばらく見守ることにするか」

　半分ほど中身が残ったボトルを座卓の上に置き、俺も着席。それからみんなと一いつ緒しよに、壁かべぎわに設置されたモニタへと目を向けた。

　そこに映し出されているのは、勉強机に腰掛けた真帆の姿。なんと、実は現在俺の部へ屋やには隠しカメラが仕掛けられており、こうして密ひそかに内部の様よう子すを窺うかがうことが出来るのだ。

　さあ、これにて態勢は整ととのった。ここからが、いよいよ作戦本番だ。

　幼おさな馴な染じみの真帆に宿題を全部自分の力でやらせるという、紗季たっての切望を実現するための。




　　　　【２】




「しかし、何から何まで紗季の思惑通りだったな。さすがだよ」

「ふふ、いえ。私たちが電話に出ないで、家にもいないとわかれば、真帆が長谷川さんを頼ってくるのは明らかでしたから」

　紗季から『どうしても協力してほしいことがある』と依頼を受けたのは、昨日きのうの夜遅く。確実にまだ宿題を終わらせていないであろう真帆にお灸きゆうを据えてやるため、我が家を使わせてもらえないかとの申し出に、俺は二つ返事で了承を伝えた。

「長谷川さん。今日きようは私たち……ううん、私のわがままを聞いて下さり、本当にありがとうございます。もう、私がいくら言っても聞く耳を持ってくれなくて」

「気にしなくて良いって。俺も真帆の宿題は心配だったし、それに母かあさんはお客さんが来ると本当に喜ぶから。無事終わったら打ち上げだ～って、はりきりまくりでご飯の用意してたよ」

　よほど俺おれに叱しかり役やくを委ゆだねたことが心苦しいのか、何度も謝しや罪ざいを重ねる紗さ季きの頭を、ゆっくり撫なでてやる。確たしかに、子どもたちからの忠告だと真ま帆ほも強く抵抗できるので、説得は困こん難なんを極めていただろう。

　でもそれ以上に、きっとこの子たちは最終的に手て伝つだってしまう。四人とも優やさしく、真帆のことが大好きなのだ。本気で泣きつかれたら、もう突き返せなくなるに違いない。口には出さないが、紗季もそんな予感があったから、年上である俺を頼るしかなかったのだと思う。

　なんせ、既に。

「ううっ、手伝えなくてごめんね真帆……」

　ミドルショートの髪を片結びにした、その見た目の可か憐れんさからは想像もつかないほどのバスケ技術を誇る部のエース、湊みなと智とも花かも、

「真帆ちゃんが、あんなに寂しそうな顔してるところ見るの、なんだか辛つらいな……」

　小学六年生にして完成されたプロポーションと、慈愛の宿る穏おだやかな顔立ちの持ち主である香か椎しい愛あい莉りも、

「おー。まほ、がんばれー」

　ふわふわロングヘアを携たずさえ、荒すさんだ現代社会に降こう臨りんした奇跡の天使、袴はかま田だひなたちゃんも、じっとしてるのが耐えられないとばかりに真帆の動向が映されたモニタを凝ぎよう視しし、身体からだをそわそわ揺らしている。

「すばるんさま。私からも、深くお礼申し上げます。この度たびは真帆さまのためにご尽力頂き、まことに感謝の限りです」

　そしてもう一人ひとり、直立不動で部へ屋やの隅に待たい機きしているゲストの表情もまた、なんとなく落ち着かない様よう子すだ。そう、実はこの計画には真帆付きのメイドさんである久く井い奈なさんも加担しており、真帆が家を抜け出す隙すきを見いだせたのも、隠しカメラなんて大仰なモノを事前に用意できたのも、全すべて彼女が裏で糸を引いていたからだったりする。

「いえっ、こちらこそ分ぶをわきまえず真帆を怒ったりして申し訳ない限りで……！」

「そんなことはありません。すばるんさまの叱しつ咤た激げき励れい、感動いたしました。私は……未み熟じゆくでありますため、時折真帆さまを甘やかしすぎてしまいますので」

　未熟──というより、この腰に届かんばかりの美しい黒髪ロングヘアを携えたメイドさんも同じく、真帆への愛が底なしなんだよな。かつて何度か給仕する姿を見て、それはひしひしと伝わってきた。だから『手伝って！』と強くせがまれれば、久井奈さんもまた断れる自信がないのだろう。

　まー俺も、似たようなものなんだけど。一度はなんとかコーチとしての威い厳げんというか、義ぎ憤ふんというか、勢いに任せて声を張ることができたものの、あれをもう一度やれと言われたら非常に苦しい。

　だからこの後、もし真帆が完全にギブアップしてしまったら、ここにいる全員は結局助け船を出してしまうだろう。盤ばん石じやくなようで、その実わりと緩ゆるい包ほう囲い網もうだ。

「真ま帆ほなら、絶対に自分の力だけでやり遂げられる。そのことを、真帆自身にもわからせてやろう。そうすればきっと、勉強嫌いも治るだろうから、さ」

　でも、大丈夫。紗さ季きが将来を想おもって振るう愛のムチに、真帆はきっと応こたえられるはずだ。

　俺おれの呟つぶやきに誰だれからともなく頷うなずき、再び全員の視し線せんがモニタに集中する。







　最初のうちは、眼めを瞠みはるような集中力だった。

　ようやく観かん念ねんしてくれたらしい真帆は、きっと唇を嚙かむや弾はじくように国語辞典のページを捲めくり、知らない漢字を脳にインプットしては、宿題帳に記入する単純作業を黙もく々もくと繰くり返す。

「おおっ！」

　俄が然ぜんギャラリーにも力が。ぐっと拳こぶしを握って身を乗り出し、画面を食い入るように見つめる俺たち。

　でも、十分が限界だった。

『飽～き～た～。あ～き～た～け～ん～』

　まだ書き取り問題を数問残した段階で真帆は机に突っ伏し、間延びした声をマイクに乗せながらぐらぐら頭を揺らし始めてしまう。

「ああー……」

　連動してテンション大幅ダウンの客間。一いつ瞬しゆんの輝かがやきはすごかったんだけどなあ。

「ううむ。まさに打ち上げ花火フアイアー・ワークス」

「あ、あはは……」

　苦笑が、子どもたちにも伝染する。そんな中、ただ一人ひとり頰ほおを染めてぷんすか憤いきどおりを露あらわにする少女が。

「も、もう見てられない！　私ちょっと発破かけてきます！」

　そう言って立ち上がったのは紗季。まるで自分がなにか人前でミスをしてしまったかのように、羞しゆう恥ちを露あらわにしている。

　もしかすると、真帆の残念な姿を見られたくないのかな。

　だとしたら……なんか、かわいいなあ。

「まあまあ、もうちょっとだけ待とう。一度はやる気になってくれたんだ、少し休きゆう憩けいしたら復活するって」

「でも……！　うう、わかりました。長は谷せ川がわさんがそうおっしゃるのなら……」

　直接手て伝つだうのはＮＧでも、のちのち励ましの言葉をかけにいくのはもちろんやぶさかではない。しかしながら、せめてあと少しくらいは真帆の自主性を信じてやるべきだろう。

「紗季、私もそう思うな。真帆ならきっと、また頑張ってくれるよっ」

「トモも長は谷せ川がわさんも、ちょっと過信しすぎだと思うけど……いいわ。ひとまずは、我慢する」

　言われるまま腰を落ち着けてくれた紗さ季きに、智とも花かも隣となりから濁にごりのない笑えみで信頼を露あらわにする。そうとも、あの負けず嫌いの真ま帆ほが、漢字の書き取りごときに屈するわけがない。

　──ええ。そんなふうに考えていた時期が、俺おれにもありました。

『ふふ～ん、くるくる～』

　再びモニタに眼めを馳はせると、真帆はいつの間にか部へ屋やに転がっていたバスケットボールを拾い、人差し指の上に乗せて戯たわむれに回し始めているではないか。

「ま、真帆ちゃん上じよう手ずだね」

「おー。ひなもくるくる、うまくなりたい。でも、ちょっとにがて」

　繕つくろうような笑みの愛あい莉りと、純粋に尊敬の眼まな差ざしを向けるひなたちゃん。

「だから言ったんです。真帆、好きなこととそうじゃないことじゃ集中出来る時間が異常に違うから。漢字の勉強に十分保もっただけでもむしろ褒ほめてあげたい……って、や！　もちろん悪い意味でですけど！」

　一方で紗季はそらみたことかと額ひたいに掌てのひらを当てる。ううむ。やはり年季の差で、真帆の傾向は紗季の方がよっぽど熟じゆく知ちしているようだ。

「け、けどきっと、ボール回しに満足したら今度は……」

　それでもまだ真帆の復帰を信じて、期待を言葉にする智花。

『あちょー。逆立ち選手権開幕っ！』

　しかし、スピーカーから出し抜けに妙な宣言が被かぶさり、否応なしにその声は尻しりすぼみ。

「逆立ち……？」

　今度は何をおっ始める気だと、俺たちは動きをシンクロさせて、画面に再注目。

「ぶっ!?」

「きゃ、きゃあっ!?」

「ま、真帆ダメぇっ！」

「おー？　まほ、ぱんつまるだし。ふりふりぱんつ」

「ほんっとに、バカなんだから……！」

　するとそこには、こともあろうにわざわざ隠しカメラの中心で壁かべに足を引っかけて逆立ちし、水みず色いろのミニスカートをぺろーんと逆傘型にめくれさせた真帆の全身が！
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「すばるんさま、失礼します！」

「わ!?」

　おののき固まる俺の顔に、ぺたりと柔らかな肌の感触。どうやら主のピンチに反応した久く井い奈なさんが、目隠しをしてらっしゃるようだ。

「だ、大丈夫です久井奈さん！　ちゃんと眼を瞑つむってますから！」

「そ、そうでしたか。急だったもので申し訳ありません。ご配はい慮りよ、感かん謝しやいたします」

　鼻び腔くうに伝わる桃とカシスの混ざったような芳ほう香こうにどきりとしつつ、教え子に対する潔けつ白ぱくをアピールすると、久く井い奈なさんはあっさり俺おれを解放して下さった。実際、異常に気付くや速やかに瞼まぶたを塞ふさいだので、四捨五入すると俺は真ま帆ほのふりふりな下着姿なんてこれっぽっちも見ていないのである。

『いよっしゃ！　アタマに血が上ったからだいぶすっきりしたぜ！』

　そうしているうちに逆立ち状態も終了したみたいなので、恐る恐る眼めを開ける。どうやら今度こそ宿題に再チャレンジしてくれる気になったらしく、画面には気合いを露あらわにジャンプ一番で椅い子すに座り直す真帆の姿が映し出されていた。

　……頭に血が上ってもすっきりはしないと思うものの、まあそれは良いや。よーし、頑張るんだぞ──

『あ。そーいえば、すばるんって「えっちな本」とか持ってんのかな？　きしし、探してみよ』

　と、応援を念じた矢先。天啓を受けたように辺りをキョロキョロ見回し始める真帆……って待て、何を言ってるんだ……？　うわこらっ、勝手に引き出しを開けて中を漁あさらないでくれ！

「ねーねー。おにーちゃんがもってるえっちな本って、どんなの？」

「ど、どんなのって……どんなのだろう？　お、女の人の、む、胸とかが見えるのかな……？」

「胸……昴すばるさんもやっぱり胸にご興きよう味みが……ふぁう」

「そ、そりゃ長は谷せ川がわさんだって『オトシゴロ』でいらっしゃるんだし。もし見つかってもみんな怒っちゃダメよ。む、むしろ心に余裕があるところをアピールしないとねっ！」

　うう、なんか子どもたち四人の間でこそこそ話が始まってしまった……。真ま帆ほの場を引っかき回す才能はほんと天下一品だな、あーもう！

「すばるんさま。……ご用命でしたら、真帆さまを説得して参りますが」

「い、いえ。大丈夫です。見られて困る本なんてありませんから！」

　冷や汗混じりで画面に釘くぎ付づけとなる俺おれに、久く井い奈なさんがそっと耳打ちしてくれる。お気持ちは有あり難がたかったが、丁重にお断りを告げる。だってお願ねがいしたら、子どもたちに『やましいブツ』があると宣言したようなものであるからして。

　いや真ま面じ目めなところ、幸いにも現在自室には桃もも色いろオーラを纏まとった隠し資産の類たぐいは保持していない。

　小学生の情じよう操そう教育に悪あく影えい響きようを及ぼすようなアイテムは、ゼロだ。

　だが、しかし。

　それならば、いくら物ぶつ色しよくされようと落ち着き払っていられるかと言えば……答えは否。

　えっちとは若干、いや完全に趣おもむきを異にするが。

　実は、誰だれの眼めにも絶対に見つかってはいけない代しろ物ものが、俺の部へ屋やにはただ一つだけ存在するのであった。

　あれは、五月。女バスのみんなと知り合ってからまだ一ヶ月程度の頃ころ。俺たちは慧けい心しん学がく園えん内で合宿を行った。

　そして、紆う余よ曲きよく折せつの果て。アクシデントで、あくまでもアクシデントでこの手の中に紛れ込み、処理に困って泣く泣く持ち帰ってしまった、いつか返さねばと思いつつもその方法が思いつかず、秘密裏に保有し続けている……あの世紀のヴィンテージ。




　──そう、ひなたちゃんのパンツである。




　もちろん厳げん重じゆうに梱こん包ぽうして合宿から帰ったその日に隠して以来、二度と手を触れたりはしてないし、視界に収めてすらいない。ついでにもう少し釈明を重ねておくと、あのとき問題の対応について選択を迫られた人間は自分の他ほかにもう一人ひとりいたのだが、そいつが断固として責任の放棄を主張しやがったので、捨て置くわけにもいかず俺が一時預かりの形を取らざるをえなかったのだ。

　だとしても。もし暴あばかれたら、問答無用で終わる。

　ありとあらゆる意味で、俺という人間が終わってしまう！

　だから正直、久井奈さんの申し出は渡りに船だった。いっそ疑念を背負い込んででもお願ねがいしてしまおうかという誘惑も強く感じたものの。

　ううん、きっと大丈夫だ。

　あの隠し場所ならば、いくら勘の鋭するどい真ま帆ほとはいえ気付くまい。それくらい自信があったから、ここは多少のリスクを覚悟し清せい廉れん潔けつ白ぱくを勝ち取ることにしたのだった。

『う～ん。あんまりオモシロいものないな～』

　引き出しを全部調しらべ終えた真帆が、不満げに顔を上げる。ふふ、そりゃそうとも。そんな分かりやすい場所に何かを隠すなんて迂う闊かつな真ま似ねはしないさ。

『こっちか！』

　続いて目星を付けられたのはベッドの下。もちろん何も無い。

『じゃあこっちか！』

　その次は本棚の裏。うむ、やっぱり小学生だとその辺の定番どころというか『目め線せんより下』に意い識しきが向いちゃうよな。この分だと、危険地帯に迫られる可能性はほぼゼロと思って差し支えなさそうだ。いやはや安あん堵ど安堵。

『む！　あの卒業証書の額がくの裏っかわがあやしい！』

　なぜバレた──────────────────────っ!?

　俄が然ぜん、真帆の視線が壁かべの一点に向くや、顔からさーっと血の気が引く。そ、そんなバカな。天てん井じよう近くのあの高さならば絶対に安全圏だと思ったのに!?

　い、いや待て。でもあそこなら真帆の身長じゃ手が届かないか──

『えーっと。うん、この椅い子すを踏み台にすればいっか！』

　──なんて限りなく透明に近い希望はあっさり打ち砕かれる。そりゃ六年生だもんね、それくらい簡かん単たんに思いつくよね……。

　ど、どうするどうする。ああ、椅子を両手で抱きかかえた真帆の身体からだが緩かん慢まんにカメラの外へ消えていく。

　俺おれの人生終了の瞬しゆん間かんが、刻こく一いつ刻こくと迫っている。

「……っ！　み、みんな！」

　ダメだ。もう、限界。四の五の言ってる場合じゃない。

「す、昴すばるさん……？」

「そ、そろそろ止めにいこう。いい加減宿題に向き合わせないと時間なくなるし、そ、それになんか椅子に登るとか言ってたろ。落ちて怪け我がしたら大変だ」

　明らかに尋常じゃない慌て方をしているであろう俺を見て、智とも花かが眼めを丸くする。他ほかの子たちもきょとんとこちらに視線を集中させ、口にすべき言葉を見失っている様よう子す。

「……ふふ、そうですね。あまり時間が遅くなったらご迷惑かけちゃいますし、転んで怪我させるわけにもいきませんし」

　それでも、客きやつ観かん的てきに状況判断してくれた紗さ季きが代表して、微笑ほほえみながら頷うなずいてくれた。き、聞き分けの良い子たちで本当に良かった……。

「よ、よしじゃあまずは俺が」

「ぶー。ひな。おにーちゃん、最初はひながいい」

　事前の話し合いで、みんな揃そろって真ま帆ほの許もとに向かってしまうと収拾が付かなくなりそうだから、応援は一人ひとりずつ交替でしようという話になっていた。だからここは是が非でも立候補を……と思ったのだが、ひなたちゃんも先せん鋒ぽうをご所しよ望もうの様よう子す。

　むぐ、困ったな。出来れば自分で止めに行きたいところなのだが、年上として譲ゆずらないのもどうかと思うわけで。

「……わかった。じゃあひなたちゃんにお任せするよ」

「わーい。おにーちゃん大好き」

　一いつ瞬しゆん悩んでから、結局辞退を表明。こうしている間に真帆が額がく縁ぶちに手を伸ばしてしまうかもしれないし、なるべくスムーズに事を進めた方が良いだろう。

「それじゃ、頼んだね」

「おー。おにーちゃんのえっちな本は、ひなが守ってあげます」

　ひなたちゃんが部へ屋やを出る直前に声をかけると、バンザイと共にそんな頼もしい宣言が。

「い、いや別にえっちな本が有るわけじゃ……！」

　あう、やっぱりなんか誤解されてるっぽい。

　とはいえ、誤解で済むならむしろ良かったのだろうけど。まさか、ひなたちゃんも自分の下着を死守しに行こうとしてるとは夢にも思うまいて。

「ひな、気をつけてね。私たちが全員隣となりにいるって知ったら、真帆は一いつ緒しよに遊ぶ～ってゴネだすかもしれないから。ちゃんと、気持ちを宿題に向けさせてやって」

　さらなる言い訳をあえて我慢する俺おれの傍かたわらで、紗さ季きが懸け念ねんを口にする。間近に迫っているタイムリミットに内心気が気じゃない局面ではあったが、

『あーもう、テレビが邪じや魔まで手が届かない！　……あ、そだ。椅い子すの上になんか積つんで、その上に乗ればいーかもっ』

　モニタから聞こえてくる声からすると、そこまで焦る必要はなさそうだ。というか落っこちて怪け我がするのではないかという心配がいよいよ現実味を帯びてきたので、もっと重大な意味では緊きん急きゆうを要するが。

「おー。わかった。じゃあひな、変装していく」

　紗季にこくんと頷うなずいてひなたちゃんが自分の鞄かばんから取り出したのは、夏祭りで買った『とかげのマスコットのお面』。いや、いくら真帆でもそれだけじゃ欺あざむけないだろう……が。

『どれを積もうかな～。まずこの国語辞典はスタメンかくてーだよねー』

　今は一刻を争っていろんな意味で危険な行為を止める必要があるので、ひなたちゃんの手腕に全すべてを委ゆだねよう。

「じゃーじゃーひな……じゃなくて、とかげさん。いってきます」

「うん、よろしくな」

「難むずかしいとは思うけど、手て伝つだわずに真ま帆ほの力だけで宿題やらせてみて」

　きゅっと握った拳こぶしを掲げるひなたちゃんに頷うなずき返す俺おれと紗さ季き。

「ひなた……じゃ、じゃなくてとかげさんっ。頑張って！」

「あっ、真帆ちゃんだめ！　そんな小さい本に乗ったら危ないよぅ……！　と、とかげさん。真帆ちゃんのことを助けてあげて下さいっ」

「とかげさま。お世話になってしまい、恐きよう縮しゆくの限りです」

　さらに智とも花か、愛あい莉り、久く井い奈なさんからも激げき励れいされ、いよいよひなたちゃんは切り込み隊長として真帆の救援に向かったのだった。

　変装はすぐバレる、というか変装だとすら思ってもらえないだろうから真帆の説得はかなり難なん航こうしそうけど、どうにか頑張ってくれ！





＊






『うわっ、トカゲだ！』

　……なんと、欺あざむかれておる。

　踏み台にすべき本を物ぶつ色しよくしようと再びカメラの視界内に戻ってきた真帆は、緑みどり色いろの顔をしたふわふわロングヘアの闖ちん入にゆう者しやを見るや両眼を限界まで開いてのけぞった。

「知らなかったわ……。真帆が、そこまであほだったなんて」

　紗季がとても残念そうに項うな垂だれている。うむ、多少コメントに困るが……心中忖そん度たくします。

『やーやーまほくん。とかげさんだよ？』

　リアクションが小気味よかったのだろう。ひなたちゃんはますますノリノリになって腰に両手を当て、フラフープでもするようにお尻しりをふる。むろん、トカゲのお面をつけたままで。なんか、シュールだった。

『トカゲ先せん輩ぱい！　こー天気が良いとお肌カサカサになって辛つらいっスね！』

　その動作を真っ正面から向き合いトレースする真帆。えーと。これ、トカゲの国の挨あい拶さつとかだったり？

『おー。乾いてぱねぇ。まじぱねぇ』

『パねぇパねぇっス！』

　しばし二人ふたりは謎なぞのコアリズム運動を続けながら世間話を交わす。よく知らないのだが、この妙に小物臭いしゃべりかたも原作準拠なのだろうか。

『…………で。いつすばるんちに来たの、ヒナ？』

　謎の世せ界かい観かんに戸惑いしきりでいると、不意に真帆がじとりと半眼を向けて問い詰める。どうやら目の前のトカゲの正体がひなたちゃんだと分かった上でノッていただけだったらしい。そりゃそうか。……ごめん真帆。

『おー。ばれてた。えっとね、ひなたちはあさごはんたべて、すぐおにーちゃんちにきた』

『ヒナ「たち」？　もしかして、みんなも来てるの？』

『きてるよ。さきも、ともかも、あいりも、やんばるもいっしょ』

　正体を見破られ、ひなたちゃんはお面を斜めにずらしてからにっこり微笑ほほえむ。反面真ま帆ほは不ふ機き嫌げんに拍車がかかったようで、ふくれ顔のまま口先を尖とがらせ大だい抗こう議ぎ。

『やんばるまで！　ず～る～い～！　みんなしてあたしをノケモノにして遊ぶなんて、裏切りものっ！』

「うう、ごめんね真帆ちゃん……」

「本当に、ごめんなさい……」

　スピーカー越しの会話を聞いて申し訳なさそうに身を竦すくませる、愛あい莉りと智とも花か。

「自業自得なんだから二人ふたりとも気にしちゃダメだってば。そもそもみんながやることやってる時まで遊んでた真帆が悪いんでしょっ」

　それを見るや紗さ季きは憤いきどおって腕を組み、モニタの中の真帆を睨にらみ付ける。少し厳きびしすぎるようでもあるが、胸の奥で誰だれにも負けないほど真帆のことをおもんばかっているのは他ほかならぬ紗季だろう。客間で待たい機きする全員がそう分かっているから、心苦しく感じつつも異い論ろんを挟む者は現れない。

『ねー遊んで遊んでよヒナ～！　ほらほらっ、すばるんの部へ屋やをガサ入れしようぜ！』

　俺おれたちに動向を見守られているとはつゆ知らず、一転悪わる巧だくみするような笑えみを覗のぞかせ、ひなたちゃんを引き込もうと画かく策さくする真帆。く、頼んだぞひなたちゃん。なんとしても真帆の野望を阻止してくれ。

『おー。がさいれ』

　不安である。ひなたちゃんが瞳ひとみをきらきら輝かがやかせ、部屋中を見渡す様よう子すに俺は少しばかり不安をかき立てられた。

　でも、信じ続ける。

『おもしろそうだけど、遊ばない。まほは、ちゃんと宿題やらなきゃだめ』

　ひなたちゃんはとても好奇心旺おう盛せいな子ではあるが、自分で決めたことは最後までやり遂げる芯しんの強さも持ち合わせていると、俺は知っているから。

『ふこーへー！　ヒナたちはすばるんと遊んでるくせにっ！』

『おー？　ひなたち、遊んでないよ』

『えーうそだ！　だってみんな隣となりにいるんでしょっ？』

『いるよ。いるけど、遊んでないよ。まほがしゅくだい終わるまで、ひなたちも遊びません。遊ばないし、おやつも食べない。まほががんばっているから、ひなたちもがんばる。それでね、まほが遊べるようになってから、いっしょにいっぱい遊ぶ。それまで、待ってる』

『え……』

　にこにこ顔のままで語られる信念。その言い分に疑う余地はないと、バスケ部の仲間たちなら本当にそうすると、すぐ察したのだろう。真ま帆ほはしばし言葉を反はん芻すうするように、眼めを伏せて押おし黙だまる。

『あたしのこと、待っててくれてるの？』

『おー。みんなで待ってる』

『……………………じゃあ、やる』

　それからおもむろに顔を上げ、最後にもう一度確かく認にんすると、くるりと身を翻ひるがえして椅い子すを元の位置に戻し、学習机の前に腰掛けてくれた。

「ナイス、ひなたちゃん」

　思わず画面に向けて呟つぶやいてしまった俺おれとシンクロして、智とも花かと愛あい莉りもぱっと笑えみを浮かべ、ひなたちゃん、そしてやる気を取り戻してくれた真帆を称たたえるように頷うなずき合う。

「ふん。どうしていちいち泣きごと言ったりサボったりするのかしら。……やればちゃんとできるくせに」

　ただ一人ひとり、紗さ季きだけは仏ぶつ頂ちよう面づらのままだが、よく見れば眉み間けんに寄っていた皺しわがすっかり消えており、内心で喜んでいるのは明白だった。

　ふふっ、本当に真帆に対しては素直じゃないよなあ。

　ともあれ、ひなたちゃんの宣言をきっかけに真帆の集中力は完全復活。わずかに残っていた書き取り問題を完遂すると、返す刀で小説の読解問題へ。

『えーと。線せん①の時の主人公の気持ちを三十文字以内で書きなさい。うわ出たよ意味わかんないヤツ！』

「……来たわね、真帆にとって最大の苦手分野が」

　が、やる気とは裏腹にぴたりと止まる筆。

　紗季の解説によると、どうやら記述式の読解問題は鬼門のジャンルらしい。なんとなくだが、想像に難かたくない話だった。

『うがーぜんぜんわかんない！　ねーヒナ、ここ教えてよ～！』

　一分弱ほどうんうん唸うなっていた真帆だったが、ついには投げだして後ろから温かな視線を向け続けてくれていたひなたちゃんに助言を求める。

『おー。いいよ』

「えっ、ダメでしょひなっ!?　全部一人ひとりでやらせないと！」

　迷わず首肯するひなたちゃんを見て、慌てふためく紗季。全すべての宿題を自力で完遂させるのが目的である以上、直接答えを教えるのは御ご法はつ度と。しかし心こころ優やさしいひなたちゃんのことだから、苦悩する親友を見てうっかりそのルールを忘れてしまったのかもしれない。

「ね、ねえ愛莉。夏休み前に、真帆がひなたの国語のプリントを写して……」

「うん……。美み星ほし先生がすぐ気付いて、怒られちゃったことがあったよね」

　心配げに、智とも花かと愛あい莉りが顔を見合わせる。そういえば、俺おれもいつだったか聞いたことがあったな。ひなたちゃんの国語の解答は非常にユニークで、問題である以上正解には出来ないが、あの感性を闇やみ雲くもに否定するのも気が引けると、皆の担任である我が叔お母ばミホ姉ねえが苦笑混じりに嘆なげいていたのを。

　つまり、ひなたちゃん流の解答をそのまま記入すれば、看破されるのは必至。そうなったら連れん鎖さして、自分の力で解いた問題もまた疑惑の対象になる。たった一度の横着で、今までの努力全すべてが水泡に帰してしまうかもしれないのだ。

『さっすが～、ヒナ様は話がわかるっ。ほら、ここここ！　ここ教えて！』

　嬉き々きと、ひなたちゃんを手招きする真ま帆ほ。く、どうする……？　強引すぎる嫌いはあるが、今すぐ乱入して異を唱えるべきだろうか。

　緊きん迫ぱくする俺たちをよそに、ひなたちゃんは真帆の許もとにゆっくり歩み寄る。

『いいよ。いいけど、まほはいいの？』

『ほえ？　どーゆー意味？』

　と、そこで少し予想外のことが。

　ひなたちゃんが途中でぴたりと立ち止まり、微笑ほほえんだまま首をかしげて真帆にそんな質問を投げかけたのだ。

　……良かった。大丈夫だ。ひなたちゃんに任せておけば、きっと上う手まくいく。

『ひなは、手て伝つだってもいいよ。でも、ひとりでぜんぶ出来たときのほうが、ずっとずっと嬉うれしいよ？』

『う、それはそうかもだけど。でもだってあたしわかんないんだもん！　だからしょーがないじゃん！』

『ぶー。できるよ』

『できないんだってば～！』

『できるよ。まほなら、ひとりでできる。だって、まほだもん』

『…………え』

　ほんの少し眉まゆを吊つりあげて諭さとすひなたちゃんを、真帆は茫ぼう然ぜんと見つめる。

『あたし、なら？』

『おー。まほなら、ぜったいできる』

『…………そっか。そう、だよね。うおっしゃ、じゃー仕方ないな！　もー少しだけ自分で考えてみるっ！』

　あとはもう、ここにいる誰だれもが期待した、確かく信しんした通りの決着だった。

「本当にもう、面めん倒どうったらないわ」

「はは、言ってる内容と口く調ちようがぜんぜん合ってないぞ紗さ季き」

「んなっ!?　そ、そんなことないですってば！」

　心底安あん堵どして眼めを細める紗さ季きを、衝しよう動どう的てきにからかってしまう俺おれ。そうしている間も、真ま帆ほは熟じゆつ考こうを重ね、脇わき目めも振らず解答欄らんを埋めにかかる。

　歩みは遅い。遅いが、決して止まらない。何度後戻りして書き直す羽は目めになっても、諦あきらめることなく答えに至る道を模索し続ける。

「おー。ただいま」

「えへへ、おかえりなさいひなちゃん。ひなちゃんのおかげで、真帆ちゃんすごく元気になったねっ」

「最高の応援だったぞ、ひなたちゃん」

　そして無事、詰まっていた問題を解き終えるのを見届けるや、もう心配はないとひなたちゃんも客間へ帰き還かん。愛あい莉りに続き、俺もひなたちゃんのファインプレーを率直に褒ほめる。

『んーっ！　やっと国語終わりっ。あとは理科と算数だ～』

　手を止めず奮ふん闘とうし続けた真帆はついに苦手分野を完遂し、ひとつの山場を越えることが出来たようだった。
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「ん、飲み物が無くなったみたいだ。おし、補給してあげるか」

「じゃあ、今度はわたしが行ってきますっ」

　もう集中力が途と切ぎれる心配はなさそうだったので、逆に邪じや魔まにならないようしばらく客間で待たい機きしていた俺たちだったが、真帆のグラスが空になったのを見計らい、続いて愛莉に陣じん中ちゆう見み舞まいをお願ねがいする。

『えへへ、真帆ちゃんお疲れさまっ。飲み物持ってきたよ』

『おおっ、あんがとアイリーン！　かたじけない！』

『じゃあ、注いでおくね』

『うんっ。なみなみたっぷりでよろしく！』

　調ちよう子しが出ているらしく、真帆は部へ屋やを訪れた愛莉をいちど満面の笑えみで迎えただけですぐ宿題帳に顔を戻し、いつものようにじゃれつこうとはしない。

『……………………えへへ』

　愛莉の方もやる気を察して、それ以上は話しかけずに慈愛の籠こもった微笑ほほえみを後ろから向けるのみだ。言葉を交わさずとも互いの想おもいが通じ合っているようで、モニタを通してこちらにも優やさしい空気が伝わってくるような気がした。

『ふいー、理科も終わった～！　あとは算数だけだし、ちょっと休きゆう憩けい～』

　そのまま数分が過ぎ、久しぶりにペンを置いた真帆が大きく伸びをして椅い子すの背もたれに寄りかかる。現在時刻、午後二時手前。このペースだと夕食前にはきっちり片付きそうだ。

　うむ、その気になればこれだけ出来る子なのだから、紗さ季きが鞭べん撻たつせずにはいられなくなるのもよく分かるというか。

『がんばったね真ま帆ほちゃん。すごいすごいっ』

『ふっふーん、あたしにかかれば宿題なんてちょろいもんよ』

　だったら計画的に終わらせなさいよ、という紗季のごもっともなツッコミに苦笑しつつ、仲むつまじげな真帆と愛あい莉りを見つめ続ける。どうやらもう、あまり気を遣つかわずに簡かん単たんな応援をするだけで、充分にやる気を盛り上げてやれそうだな。

『えへへ。真帆ちゃんがすごいから、わたし、あんまり役にたてなくてごめんね』

　ただ、それが愛莉にとっては幾分無念なようで、笑え顔がおの中にほんの小さな寂しさを宿らせる原因となってしまっている。

『あは、そんなことないって！　来てくれるだけでうれしーもん。こーやって休きゆう憩けい中ちゆうにお話しできるしっ』

『ほんとう？　よかった、ありがとう。でも、せめてもう少しだけでも……あ、そうだっ』

　と、不意に何か考え込むような仕し草ぐさを見せていた愛莉が可愛かわいらしく柏かしわ手でを打ち、真帆の背中に近付いていく。

『およ？　どしたのアイリーン？』

『あのね。もし良ければなんだけど……わたし、マッサージしてもいいかな？　真帆ちゃんの肩、揉もませて欲しいなあって』

『おおっ、大歓迎！　もんでもんで！』

　なるほど、それは確たしかに良いアイデアだ。

　……個人的には、諸事情により夏休み直前くらいから『マッサージ』という単語に対する警けい戒かい心しんがマシマシなのだが、今回は別に俺おれがしてもらうわけでもないので異い論ろんを挟む余地などゼロである。

『えへへ、じゃあ失礼しますっ』

『いやっほ～。……………………おおおー。疲れてるとマッサージって本当に気持ちいいっ。五ご十じゆう六ろつ腑ぷにしみわたるって感じ！　ぽわわわわ～ん』

　背もたれ越しにか細い肩を揉みほぐされ、真帆はほんわか頰ほおを上じよう気きさせて穏おだやかに息をつく。なお、しみわたっているのは五ご臓ぞう六ろつ腑ぷの間違いだと思われる。

『んっ……んっ。ええと、これくらいで大丈夫かな？』

『ふい～。あんがとアイリーン。ちょ～気持ちよかった～』

　たっぷり五分以上マッサージを堪たん能のうし、ふにゃんと蕩とろけた顔で愛莉に寄りかかる真帆。

『お。こんどはぽよよよよ～んだ！』

『ひゃう。だ、だめだよぅ真帆ちゃん』

　その拍子、後頭部がちょうど見事に発育した愛莉の胸に当たり、思わぬご褒ほう美びに真帆の面持ちが驚きよう喜きで満たされた。

　あ、いや。ご褒ほう美びというのは真ま帆ほの心情を推察した結果出てきた単語であり、決して個人的な価か値ち観かんによるものではないが、それはさておき。

『じゃ、じゃあわたし、そろそろ隣となりに戻るねっ。あと少しだから頑張って真帆ちゃん！』

　いきなり胸をトランポリンのように使われた愛あい莉りは恥ずかしげに後退し、そそくさと真帆の傍そばを離はなれようとする。

『待たれよ』

『えっ』

『むふふ。いっぱいマッサージしてもらったから、少しお返ししないとね！　とゆーわけで、今度はあたしがアイリーンをマッサージっ！　……おもにムネを！』

『えっえっ、真帆ちゃん何を……きゃあああっ!?』

　しかし、そうは問屋が卸おろさぬと真帆は椅い子すから飛び降り、瞳ひとみに妖あやしい光を宿して愛莉の背中へ襲おそいかかる。組んずほぐれつとなった二人ふたりはバランスを崩し、勢い余って俺おれのベッドに倒れこんでしまった。

『うへへ、捕まえたぜ』

『ひ、ひいっ……！』

　隠しカメラの視界ギリギリで、仰あお向むけの体勢からなんとか起き上がって逃げ出そうとする愛莉。が、真帆はすばやくその上に馬乗りとなり、マウントポジションを確かく保ほして仰ぎよう々ぎようしく掲げた両手の指をわきわきと動かす。ちょ、ちょっと待て何をする気だ。こともあろうに俺のベッドの上で！

『そんでは！　ゴチに！　なります！　うりうりうりうり～』

『だ、だめぇぇえぇええええええぇぇぇぇええぇ！』

　俺の内なる抗こう議ぎなど届く由よしもなく、無慈悲に真帆の指先が愛莉の胸めがけて振り下ろされた。猛もう禽きん類るいに襲おそわれた小動物のように、薄うす手でのカットソーごしに二つの球体がぷにゅんと形を歪ゆがませ、緩ゆるやかな円運動の餌え食じきとなる。

『むふん、何度揉もんでもたまりませんな～。あたしも早くこれ欲しいですな～』

『あっ、あっ……や、やあっ！　ほ、ほんとにだめぇ、真帆ちゃんっ』

　愛莉の胸がしっとり柔らかなパン生き地じのごとく入念にこねくり回されるのを目まの当あたりにして、たまらず俺はモニタから顔を逸そらす。ぐ。真帆は、カメラで見られてることをまだ知らないんだもんな……。

『ん、でも……あれ？　なんか、ちょっとだけいつもと手触りちがくない？』

『え、ええっ!?　そ、そんなこと言われてもわかんないよぅ……！』

『あっ！　もしかして、ぶらじゃ～がおニューだったり？　そっか、この前みんなで買いに行ったヤツつけてるんでしょ！』

『ひうっ！　お、お願ねがい真ま帆ほちゃんっ、あまり大きな声で……』

『むふふ、やっぱそーなんだ！　いーなー。あたしもおとなぶらじゃ～買えば良かったかなー。そろそろ必要だしね、アキラカにっ！』

『も、もう本当に許してぇ……』

『えーいいじゃん。あとちょっとだけお楽しみさせてよ～。そーいえば、まだ付けたとこ見せてもらってないしっ』

『～～～～～～～～っ!?　真帆ちゃんだめぇっ！　お洋服めくるのは本当に本当にだめなのぉおおおっ！』

『あはは、そんなに照れなくてもよいではないか～。二人ふたりきりなんだしっ。部活の時とか、いつもいっしょにお着替えしてるじゃん』

『そ、そういう時にかならず見せるから、今はっ！　今だけは許してぇぇぇええっ！』

　いっぽう愛あい莉りの方は状況が筒抜けであることをしっかり把握しているわけで、その恥ずかしさたるや並大抵のものではないのだろう。無邪気ゆえに残酷な真帆の質問にさらされ続け、視界を閉ざしていてもなお、悲痛な叫び声でもって狼ろう狽ばいが伝わってしまう。

「こ、これはダメだわ」

「ぶー。まほ、うらやましい」

「しゅ、宿題でいろいろ気が滅め入いっていたのかな。ね、ねえっ。そろそろ助けに行った方が……！」

　ダンゴムシのように丸まる俺おれの傍そばで、慌てふためいた声に続いていくつもの足音が響ひびく。どうやらもう放ってはおけないと、女子全員で愛莉を救出に向かったらしい。事態が事態だけに手て伝つだえないのがなんとも心苦しいが、どうかよろしく頼む……！

「う、うう……恥ずかしかった……」

　しばらくして、溜ため息いきと共にぞろぞろと人の気け配はいが戻ってきたので恐る恐る顔を上げてみれば、辛うじて生せい還かんを果たした愛莉が恥じらいを露あらわに膝ひざを抱え、火ほ照てった顔で俯うつむいていた。

『いよーし、アイリーンからおっぱいエネルギーたっぷりもらったし、サクサクっと算数も終わらせちゃおっ』

　真帆の方はといえば、モニタ越しでも明らかなほど肌つやが増しており、やる気満々で再び宿題に向き合おうとしている。

　うん。とりあえず結果だけを見れば、愛莉の応援は大成功だったようだが。

　もう、掘り返すべきではないのだろうなあ……。ここ数分の出来事は。
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『いよっし、おわった～！』

　とてもコメントに困るトラブルはあったが。それからほんの一時間弱で、宿題帳は見事完了を迎える。

　理科と算数に取りかかってスピードが増した点からして、真ま帆ほはわりと理系なのかな。かなり意外なような、でも文系かと問われれば絶対違う気がするので納得出来るような。

「ねえ紗さ季き、課か題だいってあとどれくらいあるの？」

「あとは、三行くらいで簡かん単たんな日記をつける『まいにちの記き録ろく』と、作文ですね。自由研究だけはみんなであらかじめ終わらせましたので」

　おお、自由研究。そういえば、五人で図ず鑑かんを手作りしたんだったよな。俺おれも智とも花かの天体観かん測そくを少しだけ手て伝つだったので、出来上がりがすごく楽しみだ。提出期間が過ぎたら、絶対見せてもらおう。

『次はどーしよっかな～。「まいにちの記録」の方かな～。これも、ちょっとだけなら進めてあるしっ』

　密ひそかにそんな決意を抱いているうち、真帆は原稿用紙と薄うす手での冊子を見比べてから、冊子の方を元気よく開く。確たしかに簡かん易い的てきな日記ならば迷うところも少ないだろうし、わりとすぐに終わりそうだ。真帆の日常ならば記すべきイベントにも事欠くまい。

『あれ、この日…………晴れてたっけ？　でも一回天気すんごく悪くなった日あったよね。う～、あれいつだったっけな……』

　などと楽らつ観かん視ししていたのだが、思わぬところに落とし穴が。そうか。『天気』という小学生時代特有の難なん敵てきを失念していた。一ヶ月以上の長なが丁ちよう場ばとなれば、どうしても逐ちく一いち覚えていられないんだよなあ。

「せめて天気くらいは、助け船を出してやっても良いんじゃないかな？」

「毎日こつこつ記録してなかったのが悪いんです……と言いたいのは山々ですけど。仕方ありませんね。さすがに考えて分かるものでもないですし」

　ここまでの努力に免じて情じよう状じよう酌しやく量りようを求めると、紗季は渋々ながら了承してくれた。うん、良かった良かった。なら今度は俺が行こうかな。たぶん、パソコンで検索すればすぐに分かるはずだし。

「では、次は私が応援してきますねっ！」

　そうと決まれば善は急げ、と腰を上げるより一いつ瞬しゆん早く、気合いたっぷりに立ち上がったのは智花だった。

　うむ、いいや。智花も早く真帆の役に立ちたくて仕方ないみたいだし、やっぱりここは子どもたちの希望を最さい優ゆう先せんさせよう。

「了解。じゃあ任せた。あ、行く前に下に寄って、母かあさんからアイスもらって真帆に届けてあげて。バキバキ君くんのスパーク味」

「あ、はいっ！　それでは頂いてきます！」

　異を唱えずに頷うなずいて委ゆだねれば、智とも花かはぺこりと頭を下げ、早足で客間をあとにする。

「……あれっ。そういえば智花ちゃん、手ぶらで行っちゃったけど大丈夫なのかな？」

「あ、本当。ふふ、トモにしてはそそっかしいわね」

「おー。ともか、どじっこ？」

　軽快な階段の昇降音に続き隣となりのドアが開かれるのとほぼ同時、愛あい莉りがふと智花の鞄かばんを見て首をかしげた。確たしかに、なにかしら調しらべるための資料や道具を持って行かなきゃ助言も出来ないよな。

『真ま帆ほ、お邪じや魔まするね。昴すばるさんからの差し入れ持ってきたよっ』

『おおっもっかん！　ちょーどいいとこに！』

　俺おれたちの心配に気付かぬまま、モニタには学習机へ歩み寄る智花の姿。援軍に気付くや真帆は喜び勇んで双もろ手てを上げる。

『マジお助けなんだよ～。どーしても、天気が思い出せない日があってさ～』

『うんっ、分かるところは全部教えるね。ええと、覚えてないのは何日？』

『えっと、まずここらあたりとか』

『あ、そこから三日は……「晴れ」「曇くもり」「晴れ」だよ』

『おおっ、やるなもっかん！　じゃあここは？』

『その日は「雨」かな。……あ。次の日は「曇り」じゃなくて「晴れ」だったと思う』

　スピーカーから聞こえるやりとりに、啞あ然ぜんと顔を見合わせる俺たち。す、すごいな智花。訊きかれてすぐにぽんぽん天気が出てくるなんて、もしかして瞬しゆん間かん記き憶おく術じゆつとかが使えるのだろうか？

『か、神だ！　神様がいる！』

『そ、そんな大おお袈げ裟さだよ真帆っ。ただなんとなく覚えてるだけだし……！』

　謙けん遜そんしきりの智花だが、その実とんでもない才能を見せてもらった気がした。バスケだけじゃなくて、物覚えも天才的だとは『天は二物を与えず』なんて言葉がいかにあてにならないか思い知らされる。

『なんとなくで天気なんか覚えらんないってば！　ねーねー、どうやってるの？　どうやって、そんな風にぱぱっと思い出すの？』

『そ、それは、ええとね……その』

　問われて、智花は不意にはにかみ、照れたように俯うつむく。ん、どうしたんだろう？　恐きよう縮しゆくするならまだしも、恥ずかしがるようなことではないと思うのだが。

『ま、まずね。何をしたか考えてみるの。すっ……』

『す？』

『………………す、昴すばるさんと、その日はどんなプレイをしたか』

『ほほう！　そのココロは!?』

『ふぇ!?　え、ええと。昴すばるさんにどんな風に攻められて、すごく激はげしかったな、とか、今まで知らなかったテクニックを教えてもらって新しい刺し激げきがあったな──とか、いろいろ思い出してみれば、ついでに晴れていたか、雨が降っていたかも、自然と思い出せるから……はぅ』

　たっぷり逡しゆん巡じゆんしてから答えた智とも花かを見て、にやにや唇を持ち上げる真ま帆ほ。

　そ、それにしてもまさかバスケの個人指し導どうがこんなところで役立つとは。なんか、顔が熱あつくなるな。いやもちろん俺おれとの朝練を鮮せん明めいに記き憶おくしてくれていることは、ただただ光栄の限りなのだけど。

「ふふ。トモの夏休みは、長は谷せ川がわさんとの密着バカンスだったのねぇ」

「はぅ。み、みっちゃ……！　ど、どきどきしてきた」

「ぶー。ひなも、おにーちゃんとたっぷりみっちゃくしたい」

　智花の説明を聞いて、にわかに客間の方も色めきたつ。う、紗さ季きのいつも以上に大人おとなびた微笑ほほえみに、頰ほおを染めた愛あい莉りの上うわ目め遣づかいに、ひなたちゃんの不満げなふくれっ面つらに、どう反応して良いかわからない。

『むふふふふふ。そっかそっか～。ほーんと、もっかんはすばるんが──』

『ふぁぅううううっ!?　ほ、ほら真帆っ！　あ、あと一箇所、お天気埋まってないよっ！　え、ええとね、その日は「晴れ」だったはず！』

『ん？　おーあんがと、見逃してた。よっし、ここが晴れで……やった～お天気チェック完了っ！　あとはその日にあったことを書き込むだけ！　…………えーっと、この日が夏祭りだから、こことここは』

『…………えへへ。あの時は、いっぱいお世話になっちゃったね。私、本当に嬉うれしかった』

『んふふ、そんなの友達なんだから当たり前じゃん！　あ、そっか。もっかんのことがあったから、このときは確たしか──』

　たじたじになって紗季たちへ苦笑を返しているうちに、モニタの中でも進展があったようだ。助言を得て真帆は天気の把握も完了。あとは何度か引っかかりながらも、智花との思い出話と左手に握りしめたアイスを相棒に『まいにちの記き録ろく』を埋めていく。

「た、ただいま戻りましたっ」

　そして無事、大切な仲間がまた一つ課か題だいをやりとげるところを見届け、智花が客間に戻ってきた。

「にやにや」

「どきどき」

「ぶーぶー」

「えっ!?　み、みんな……？」

　そのとたん仲間たちから三者三様の熱ねつ視し線せんを向けられ、扉を後ろ手に閉めた体勢のままたじろいで身を固めてしまう。

「ふふ、気にしないで。ただちょっと、この夏休み、これでもかというほど『長は谷せ川がわさん充じゆう』な毎日を過ごしたトモのことを、羨うらやましく思ってるだけだから」

「あ……！　う、うん、ごめんね。私、たくさん個人指し導どうして頂いちゃって……」

　紗さ季きに言われて恐きよう縮しゆくするように肩をすぼめ、テーブルの傍そばに正座する智とも花か。一見お説教を受ける前、といった様相だが、みんな本気で怒ってるわけではないので、場の空気はすぐさま和なごやかなムードに。

「おにーちゃん、ひなにも。ひなにもこんど、ないしょのこじん指導してね？」

「あの……。できれば、わ、わたしも。も、もちろん時間がある時で構いませんのでっ！」

「うん、もちろん！　新しく覚えたい技とかあったら、いつでもリクエストしてくれ」

　おもむろに座ざ椅い子すから離はなれ、俺おれの膝ひざにちょこんと腰掛けてそう尋たずねるひなたちゃんと、少し遅れておずおず手を挙げた愛あい莉りに、迷わず返事する。

「紗季も、ね？　いやもちろん俺から強制なんてしないけど！」

「わ、私はそのっ!?　う……。で、では。もしご迷惑でないようでしたらっ……」

　間を置かず、紗季のこともこちらから誘ってみた。いや、余計なお節せつ介かいだったかもしれないが、なんだか会話に入りあぐねてそわそわしているような気け配はいだったのだ。

「よかった……。昴すばるさん、ありがとうございますっ」

「あはは、いやいや。むしろ望むところだって」

　律りち儀ぎな智花は、自分だけ優ゆう遇ぐうされるわけにはいかないと心苦しさを感じていたのだろう、約束が結ばれるのを見届け、心底安あん堵どしたようにほっと胸をなで下ろしている。

「でも、この夏休み。思い返すと本当にいろいろやりまくったよなあ、俺たち」

「昴さん……。は、はいっ。えへへ」

　眼めを瞑つむれば、二人ふたりで猛特訓を重ねた日々がまざまざと蘇よみがえってくる。たしかに、俺もついでに天気を思い出すくらいのこと、智花の方法に倣ならえばわけもないのかも。
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　さて、ついに残る宿題も、どうやらあと一つ。気合いに満ちあふれた今の真ま帆ほなら、瞬またたく間まに片付けてくれるに違いない。

『…………っと！　だ、ダメだ～寝るなあたしっ』

　と思ったのだが、いくら精神の方が充実していてもそこは十二歳の女の子。ぶっ続けで何時間も机に向かっていればそろそろ睡すい魔まが肉体を蝕むしばみだして然しかりなのであった。

『………………っ！』

　かっくんかっくん舟を漕こいでは、自らの頰ほおをつねって戒いましめる真帆。最後の課か題だいが作文であることも、どうやら停滞を生む原因となっている模様だ。アイデアが浮かばないらしく、ぼんやり考え込んでは瞼まぶたが下りてくる……という悪あく循じゆん環かんの繰くり返しで、原稿用紙を広げてから未いまだ真ま帆ほは一度もペンを握っていない。

「作文は、書く内容とか決まっているの？」

「いえ、ほとんど自由ですっ。夏休みの間にあったこととか、思ったことから一つテーマを選んで書けば良いんですけれど……」

「おー。ひなはね、『とらいあすろん大会』のことかいたよ」

「もしかしたら真帆ちゃん、楽しいこといっぱいだったから、逆にひとつだけなんて選べないのかも……」

　ふと気になって質問してみると、智とも花か、ひなたちゃん、愛あい莉りの順で丁てい寧ねいに説明してくれた。なるほど。筆が進まない原因は、愛莉の推測が的を射ているような気がするな。

「……仕方ないわね、もう」

　おもむろに、溜ため息いき混じりで立ち上がる紗さ季き。

「うん。頼んだよ、最後の助すけっ人と」

「ふふ、はい。本当に手のかかる幼おさな馴な染じみで困ったものです」

　ゆっくりとドアに向かうその後ろ姿を、止める人間など居るはずもなかった。このぶんだと俺おれの出番はもう無さそうだけど、構わないよな。子どもたちに安心して任せられるところに、わざわざ出しゃばらなくたって良い。

『失礼するわよ』

『………………サキ』

　しとやかな歩みで部へ屋やにやって来た紗季を一いち瞥べつするや、真帆はすぐ正面に向き直る。その拍子、わずかに口先を尖とがらせたのは、手が止まっているところを見つかって悔しく感じたためだろうか。

『宿題、残りは作文だけなんでしょ。一気に終わらせちゃいなさいよ』

『わ、わかってるって！』

　強い口く調ちようの返事とは裏腹に、進まない手。二つ結びの長い髪をかき乱し机に突っ伏す親友の様よう子すを見て、紗季はひとつ息をついてから助言を始める。

『バスケのこと書けば良いじゃない。ネタならたくさんあるでしょ？』

『そりゃあるよ！　あるけど、もっかんもアイリーンもバスケのこと書いたって言ってたじゃん！　みんな同じじゃつまんないし、あとから真ま似ねするのもヤなんだもん……』

『この期ごに及んでつまらないとか……。それに、だったらみんなが書く前にテーマ決めちゃえば良かったじゃないの』

『う～、そんなこと今さら言っても仕方ないじゃん！』

『そうね、今さらだわ。つまり自業自得ってことじゃない。真帆にはもう意地張る権利も時間も無いの。いいから思いついたことそのまま書きなさい』

『……うっさいなーもー！　あたしの勝手なんだから好きにさせてよ！』

『好きにさせてたらいつまでたっても終わらないから来てあげたんじゃないの！』

『頼んでないし！　そーやって邪じや魔まするんなら帰ってくれていーですよーだ！』

『どうしてそんなこと言うわけ!?　人がせっかく心配して──』

『サキのは心配じゃなくてただのおせっかい！』

　しかし、意地の張り合いが次第に口げんかへと発展してしまう。衝しよう動どうのままにまくし立て合った挙句、息を切らして黙だまり込む二人ふたり。

　それでも不ふ思し議ぎなことに、モニタを見つめる俺おれを含めた全員には、これっぽっちも焦りの表情が浮かぶことなどなかった。

　いや、不思議でもなんでもないか。だって真ま帆ほと紗さ季きが『根っこの部分ではどれほど強い絆きずなで繫つながっているのか』なんてこと、この部へ屋やにいる人間にとっては言わずもがなの常じよう識しきなのだから。

『………………』

『………………』

　言葉が止まって、幾いく何ばくかの時が流れた。二人とも、未いまだ不ふ機き嫌げんそうな顔のまま。けれども真帆はもう紗季を追い出そうとはしなかったし、紗季もまた一歩たりともその場から動く気け配はいを見せず、真帆の背中をじっと凝ぎよう視しし続けている。

　意地を張りながらも、互いが互いの存在を無視できないのだ。

『…………ねー、サキ』

『何？』

『サキは、作文のテーマ何にしたの？』

『……っ。な、内ない緒しよ』

　急に尋たずねられ、眼めを逸そらしながら答える紗季。その妙に慌てた態度が気になったらしく、真帆はゆっくり振り返って怪け訝げんそうに首を捻ひねる。

　俺も、ちょっと不思議だった。特段、内緒にする理由なんて無いような気がするのだけど。

『えーなんで？　ずるいじゃん。もっかんもアイリーンもヒナも教えてくれたのに』

『き、聞いたって仕方がないからよ。私としたことが、ついうっかりしょーもない人……こほん！　モノのこと書いちゃったからっ』

　──いや、待てよ。もしかしたら。

　紗季が真帆に対して恥ずかしがる、意地を張って本音を隠したがるテーマがあるとしたら、それはたった一つだけなのではないだろうか。

『う～、なんか気になる。気になって作文に集中できなくなっちゃったじゃん。どーしてくれんのさ』

『い、いいから忘れなさいって。真帆はただ、ぱっと思い浮かんだことを書いちゃえば良いの、時間ないんだから』

　幸い──なのかは分からないが、真ま帆ほが紗さ季きの選んだテーマに感づいた様よう子すは無い。

『だからサキのせいで………………』

　その代わり、抗こう議ぎをぶつけようと眼鏡めがねの奥で泳ぐ瞳ひとみを睨にらみ付けた瞬しゆん間かん、どうやらひとつのアイデアが舞まい降りたようだった。

『………………そうだ。おし、決めた』

　荒らげかけた声を中断したまま、真帆はおもむろに姿勢を正した。そして、机上に投げだされていたシャーペンが、ふたたびそのか細い指先に握りしめられる。

『書くこと、見つかったの？』

『…………うん、見つかった。だからサキはもう戻って』

『む、また邪じや魔ま者もの扱いして』

『違うし。そうじゃなくて、作文とか人が見てると書きづらいじゃん。なんか、カユいっていうか。わかんない？　わかれ！』

　不服を唱えた親友の方を見ずに、真帆はこっそり頰ほおを染める。

『ああ、それはなんとなく……わかるわ』

　言われて、紗季にも共感できるところがあったのだろう。今度はあっさり言うことを聞き、回れ右して緩ゆるやかに歩き出した。

『じゃあ真帆、頑張ってね』

『あいよ～。……ところでさ』

『……え？』

『どーせ、サキなんでしょ。すばるんにあたしのこと怒らせたの』

『なんだ、気付いてたの。……少し安心したわ』

『ふーんだ。ほんっっっっとおせっかいだよね、サキって』

『お節せつ介かい焼かないとどうにもならない幼おさな馴な染じみがいるせいでしょ』

　去さり際ぎわ、背と背を向け合ったまま、素っ気ない声で交わされる会話。でも、モニタ越しには二人ふたりの柔らかな微笑ほほえみが筒抜けだった。

「ただいま戻りました」

「おかえり紗季、お疲れ様！　さあ、あとは真帆の頑張りを最後まで見届けよう」

「ふふ、はいっ」

　もう、何も心配はない。任務を果たし帰き還かんした紗季と共に、一心不乱に手を動かす真帆の様子を、全員でじっと見つめる。

　時刻は午後五時を過ぎ、育ち盛りのみんなはもうはらぺこだろう。

　けど『もう少しだけ真帆を待ってあげられる？』なんて野や暮ぼな質問、する必要はないよな。そんなこと言ったら、間違いなく『訊きくまでもないだろう』と怒られてしまう。

　それから誰だれ一人ひとり口を開かないまま、さらに数十分が過ぎて、ついに。

『ふぃ～～～～～～～～～～～～～～～～～』

　長らく休み無しで手を動かし続けていた真ま帆ほが椅い子すにどっかりと寄りかかって、大きな大きな溜ため息いきを、満ち足りた顔で漏らしたとき、

「よし、迎えに行くか。みんなでいっしょに」

　俺おれたちはとびっきりの笑え顔がおで頷うなずき合ってから一斉に立ち上がり、我先にと大切な仲間の許もとへ向かうのだった。
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「ぎゅ、ぎゅうどんだ～～～～～～～～！」

　へとへとになった真帆を五人で支えるようにしてリビングに連れていくと、ジャストタイミングで母かあさんが夕食を盛りつけてくれていた。

　本日のメインディッシュは、シンプルな手作り牛ぎゆう丼どん。特別な肉を使っているわけでも、すき焼きのように具だくさんなわけでもない、食べようと思えばいつでもどこかのチェーン店で味わえる代しろ物ものだ。

　見た目にはちょっとばかり、いやかなり華が足りない。しかし『ご褒ほう美びならそれがおすすめ』という紗さ季きの助言を素直に聞いておいて、本当に良かったな。先ほどまでの疲ひ労ろう困こん憊ぱいが噓うそのように、こんもり盛られた茶ちや色いろいお肉を眼めに入れたとたん、一いつ瞬しゆんで真帆の瞳ひとみに輝かがやきが戻ってきた。

「ねーねーなゆっち！　食べて良い？　もう食べて良いっ？」

「うふふ、もちろんよ。おかわりもあるからいっぱい召し上がれ。あ。生たまご、いる？」

「生たまご！　生たまごほしい！　あとね、七味！　七味もかけたい！」

「はーい。ちょっと待っててね～」

　率先して食卓についた真帆からリクエストを受け、母さんは冷蔵庫に向かう。そんなやりとりを見て、紗季は腰に手を当てやれやれと溜ため息いき。

「本当に、失礼ばっかりでごめんなさい……」

「全然。母さんも懐なつかれて喜んでるし、それにあれだけ頑張ったあとだ。今日きようは特に無ぶ礼れい講こうってことでひとつ」

「そうやって甘やかすと、すぐ調ちよう子しに乗りますよ真帆は……ふふ」

　かぶりを振り、でも笑えみが漏れるのを我慢しきれない様よう子すで、遅れて紗季も真帆の隣となりに座る。

　続いて智とも花か、ひなたちゃん、愛あい莉り、俺も席に着き、

「な、七な夕ゆさま。たまごは私が持ちますので……！」

「うふふ、だめです。久く井い奈なさんも、今日はお客さんになって下さい。私からのお願ねがいですっ」

「で、ですがこんな格好で仕事をしないというのは」

「あっ、じゃあ私の服で良ければ──」

「いえそんなっ！　わ、わかりました。で、ではお言葉に甘えて……」

　それから久く井い奈なさんも我が母のマイペースにさんざん振り回され、最近買い足した折りたたみ椅い子すにおずおずと腰を落ち着けた。この方がここまであからさまに戸惑うところ、はじめて見た気がする。でも今日きようはずっと作戦に多大なる協力をして下さっていたわけで、ここは母かあさんグッジョブと手放しで身内を褒ほめざるを得ない。

「はいっ、真ま帆ほちゃん。生たまごと七味。たまご、みんなの分もあるから欲しい人は遠えん慮りよしないでね」

「いやっほーありがとなゆっち！」

「おし、それじゃ始めようか。──みんな、最高の夏休みをありがとう、そしてお疲れ様でした！　乾杯！」

『かんぱ～い！』

　最後に母さんが配はい膳ぜん完了するのを待って、僭せん越えつながら俺おれが音おん頭どを取らせて頂く。

　こうしてささやかだけど達成感に満ちあふれた、慧けい心しん女バス夏休みの打ち上げ会が開幕した。

「昴すばるさんっ。お休みの間、本当にたくさんたくさんお世話になりましたっ。その……もしよろしければ、これからもよろしくお願ねがいします！」

「うん、もちろん！　こちらこそよろしくだ。また、一いつ緒しよにいろいろ挑戦しよう」

　右みぎ隣どなりに座った智とも花かがぺこりと頭を下げてくれたので、大きく頷うなずきながら返事する。本当に、みんなのおかげで俺もたくさん成長できた。学校が始まってからも、お互いに良い刺し激げきを与えあえるように、気合いを入れて頑張らねば。

「えへへ。わたしも長は谷せ川がわさんにはいくらお礼をしてもしきれません」

「ひなも。ひなも、おにーちゃんにたくさんありがとうございます」

「愛あい莉り、ひなたちゃん……。いやいや、俺はほとんど何もしてないよ。けど、二人ふたりとも夏休みは良い事いっぱいあったもんな」

「おー」

「はいっ！」

　二人もまたバスケに留とどまらず、この夏に素す敵てきな絆きずなを深めることが出来た子たちだ。俺の手柄ではない。でも、バスケ部があったからこそ、生まれた進展はたくさんあった。だから、俺もまた自分の事のように喜ばしく思わずにはいられないのだった。

「はむはむっ！　んふー、なゆっちのぎゅうどんおいしー、おいしすぎっ！」

「あはは、よかった。気に入ってもらえてなにより」

「うんっ！　ちょー幸せっ！」

　夢中で箸はしを動かす真帆に微笑ほほえみかければ、満面の笑えみが返ってくる。こうして無事、全員と晴れ晴れしい気持ちで夏休み最後の日を過ごせることに、深く安あん堵ど。昼にはちょっときつい言葉をかけてしまったのに、何事もなかったかのごとく接してくれる真ま帆ほの大らかさにも、ただただ感かん謝しやするばかりだ。ま、そういう子だと知っていたからこそ、俺おれも心を鬼にすることが出来たわけなのだけど。

「あ、そーいえば！　あとでもっかいすばるんの部へ屋やガサ入れしないと！　くふふ、今度こそえっちな本みつけるんだっ」

「ぶー。まほ、だめ。おにーちゃんのえっちな本は、ひなが守ってあげるんだもん」

「す、すばるくんがえっちな本を……？　ど、どんなのかしら？」

「ま、真帆っ。そんなものはどこにも無いからあんまりいたずらしないでな……！　あと母かあさん、なぜ頰ほおを染める!?　せめて怒ってくれ！　いや、やましい本は何も無いけど、本は！」

　ただ一つ。非常に困った疑惑を背負い込む羽は目めにはなってしまったが、分をわきまえず説教なんてした代だい償しようだと思えば、それもまた安いものか。あとひなたちゃん、本当にありがとう。そしてごめんよ……。アレは必ず機きを見て返すから、もう少しだけ待っていてくれ。

「……ふふ。それより真帆は、ちゃんと長は谷せ川がわさんにお礼言わないとでしょ。今日きよう夜遅くまでひーひー泣かずに済んだのも、長谷川さんがお部へ屋や貸して下さったおかげなんだから」

「あ、そーだった！　すばるん、ちょ～ナイス！」

「なにそれ、軽すぎ……。あ、ほらもう。ほっぺたにごはんつけて……」

　食べ始めてから初めて丼どんぶりを置き、親指を立てつつ白い歯を覗のぞかせる真帆を見て、紗さ季きは本日何度目とも知れぬ盛大な溜ため息いき。でもすぐに呆あきれ笑いを漏らすと、真帆の頰に付いた米粒を指で拾って自らの口の中に放りこんだ。

「おーさんきゅーさんきゅー。……ぱぱ～っとな」

「えぇ～、まだ七味かける気……？　もうそれ、唐とう辛がら子しの味しかしないでしょ？」

「そんなことないも～ん」

　牛肉の上にオレンジの雪を積つもらせる真帆に送る視し線せんは、さながら面めん倒どう見みの良い姉のよう。天てん真しん爛らん漫まんな真帆と、しっかり者の紗季。正反対な性格の持ち主である二人ふたりの関係は一見ちぐはぐで、しかしその実隣となり合うパズルのピースみたいに、ぴったりと嚙かみ合っているのだ。

「……ん、そーだ。あのさ、サキ」

「なに？　どうしたのよ、急に改まって」

「…………今日は、その。サキも、あんがと」

「え」

「あんがとっていったの！　おかげで宿題、ちゃんと自分でできました！　見せてもらうよりずーっと良い気分ですっ！　以上！」

「…………もう。だからいつも言ってたでしょ。どんなことでも頑張れば、そのぶん気持ちがいいって。…………真帆なら、真ま面じ目めにやればちゃんと出来るんだし、ね」

　ひとたびこんなやりとりを聞けば、誰だれだってすぐ、そのことに気付くだろう。

　ところで、そういえば。

　願ねがわくば自由研究と一いつ緒しよに、みんなの作文もあとで見せてもらいたいところなんだけど。

　残念ながら真ま帆ほと紗さ季きは、許してくれないかな。

　二人ふたりとも、きっとこれ以上ないってくらい恥ずかしがっちゃうだろうし。
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　　　　手のかかる幼なじみ




六年Ｃ組　永なが塚つか紗さ季き






　私の友達の中にひとり、とっても困った子がいます。それは、同じクラスの真ま帆ほです。

　私と真帆は、同じ病院、それもたった一日違いで生まれました。その時のことは何も覚えていませんが、一日だけでも真帆より早く生まれることが出来て、私はお母かあさんにすごく感かん謝しやしています。もし私の方が年下で、真帆にお姉ねえちゃん顔をされていたらと思うと、ぞっとします。

　真帆はいつもうるさくて、周りの人に迷惑をかけます。一いつ緒しよに入っているバスケ部でもコーチの長は谷せ川がわさんに甘えてばかりで、またわがままを言い出して長谷川さんを困らせないかと私はずっと気になってしかたありません。

　一つのことに夢中になると、他ほかにはぜんぜん気が回らなくなるのも真帆の悪いところだと思います。少し前まではゲームで、今はバスケ。とにかく一度好きになるとそればっかりで、あとは全部ほったらかしです。どうせ今年ことしの夏休みも、最後は私たちに泣きついて宿題を手て伝つだわせようとするに決まっています。このままでは真帆の将来が心配なので、今年こそ、しっかり反省させる方法を考えておかなくてはいけないと思っています。

　あと、食べ物をなんでも同じ味にしたがるところも理解できません。真帆は辛いものが大好きなのですが、昔、私がはじめて焼いてあげたお好み焼きにいきなり七味をかけようとした時は、あやうく絶交のピンチでした。あの時お父とうさんが辛から子しマヨネーズを用意してくれなかったら、もう私たちは友達ではなくなっていたかもしれません。

　でも、そんなふうに真帆が好きなことに向けるパワーと集中力は、すごいです。

　いっしょにバスケの練習をしていると、どんなに疲れてきてもずっとやる気満々で、楽しそうに練習を続けるところに、いつもおどろかされます。

　そして、真帆は頑張ったぶんだけどんどん上う手まくなっていきます。私はよく悩んで立ち止まってしまう時があるので、よけいな事に気が回らない真帆がうらやましくなります。でも、そうやって、失敗しても次は上手くやろうと集中し続けられるのが真帆の才能で、私には足りないところなんだと思います。そこだけはもう少し、私も真帆を見習わなくてはいけないのかもしれません。

　真帆はいつもいつもやりたい放題なお子ちゃまで、とても手がかかります。でも、真帆が思うままに行動してくれるからこそ、それまで知らなかった楽しいことや、自分の悪いところに気付けたりする時も、たまにあります。今、私がバスケが大好きなのは真帆のおかげなので、残念ながら感かん謝しやをしないといけません。それも、たくさん。

　友達をやめることはできそうもないし、私はこれまで通り、こちらからも少しは真帆に良い影えい響きようを与えられるように頑張ろうと思います。とりあえずの目標は、真帆に夏休みの宿題を全部自分の力でやらせることです。

　ただ、あんまりかんぺき人間になられてしまうと、私の立場がなくなるので、今くらいがちょうど良いのかもしれないですけれど。








　　　　おさななじみはライバル




六年Ｃ組　三み沢さわ真ま帆ほ






　サキはサキという字がめんどっちーのであたしはカタカナで書きます。でもそうするとサキはちゃんとかんじで書けとおこります。こまかくてこまったもんです。

　あ、サキはあたしのトモダチです。おさななじみです。もうずっとなかよしです。

　なかよしだけどいろいろこまかいので、サキはときどきあたしにメーワクをかけます。今日きようもなんか急にしゅくだいをぜんぶじぶんでやれーとかいじわるしてきて、たいへんな思いをしました。そういうことはもっと早めにつたえておいてほしいものです。

　サキはしゅくねんのライバルだったりもします。もともとそうだったけど、バスケ部に入ってからはますますライバルになりました。サキに負けたらくやしーので、あとすごく楽しかったので、あたしはシュート練習をいっぱいいっぱいがんばりました。だからシュートならサキに負ける気がしません。さすがあたしです。

　でも、サキはすごく器用です。シュートはあたしに負けてるけど、いつもちゃんとみんなのいるところを見ていて、そっこーでパスが出せます。あたしはパスがちょっとだけ苦手です。ちょっとだけですけど。コーチのすばるんにも、いつでもなかまがどこにいるのかチェックしておけといわれるけど、よくあたしは自分のやりたいことで頭がいっぱいになって忘れちゃいます。まことにもってかたじけない。

　そーゆーとこは、ほんとサキってすごいです。学校の勉強もぜんぶパーペキにやって、おうちのおこのみやきやさんの手て伝つだいもしているのに、部活ではあたしとおんなじだけ練習して、休みのときもジシュレンしたりバスケの本を読んだりしているみたいです。あたしなら、きっとどれか一つだけしかできないと思います。

　そんなサキを見ていると、あたしももっともっとがんばらなきゃって思います。とりあえず、サキに勉強を手伝ってもらったりして、サキのトックン時間をあたしがいただいちゃうのは、ライバルとしてちょっとヒキョーだなって、今気がつきました。

　だからこれからは、サキが心配しそうなことはなるべくジリキでやろうと思います。そうすればサキはもっともっとバスケにシューチューできるし、サキがうまくなればあたしもますます燃もえてくることうけあいです。

　あとちょっとで、夏休みのしゅくだいがかんりょーします。ことしは、ぜんぶ自分ひとりで終わらせることができました。あ、おうえんはたくさんしてもらったけど、そこは大目に見るってことで。

　これで、[image: さ][image: き]紗さ季きも少しは安心できるかな？　だったら、あたしもがんばったかいがあるってもんです。おわり！







　あとがき




　編へん集しゆうの和わ田ださん豆まめ知ち識しき。和田さんは熱あついものを口に入れると高こう確かく率りつでむせます。たこ焼きとか全弾命中するレベルでゲホゲホするので見ていて若干心配だったり。

　そんなことはどうでもいいですか。僕もそう思います。

　それでは二冊目の短編集ということで、また各章ごとのコメントなんぞを書かせていただこうかなと。極力ネタバレは避けますが、ここから先は一応本編に目を通した後でお読みになることをお勧めさせて頂きます。





　　　　◇紗さ季きのお先にバースディ



　二〇一〇年二月発売の『電でん撃げき文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ　Ｖｏｌ．12』に掲載されていたものを再さい改かい稿こうしたエピソードです。なんと戻りも戻ったり、作中時間は七月頭。短編集としてお届けできるタイミングの関係でだいぶ時系列が前後してしまいすみません！

　内容としては、章扉のキャラ紹介などで記した『真ま帆ほと紗季が一日違いで、しかも同じ病院で生まれた』という小ネタを膨ふくらませたもの。あの章扉プロフィールは自分としても毎回楽しく書かせて頂いているのですが、最近はちょいとばかりネタに詰まり気味でして、今巻はどんなテーマにしよう……と僅わずかながら産みの苦しみも味わっております。でもこんな風にひとつの短編に発展させられる機き会かいに繫つながったりもしますので、今後ともいろいろ仕込んでおければな、と思う次第です。





　　　　◇ひなたとブルマのヌシ



　二〇一〇年六月発売の『電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ　Ｖｏｌ．14』に掲載されていたものを再改稿したエピソードです。ある意味今まで書いた中でいちばんはっちゃけている内容かもしれません。それが逆に功を奏したのか、既にたかみ裕ゆう紀き先生の手でコミカライズして頂けていたり、ボイスドラマ化して頂けていたり、たいへん展開に恵まれているお話です。コミックの方はこれを書いている時点だとまだ単行本に収しゆう録ろくされているか不明でアナウンスができないのですが、ボイスドラマの方は好評発売中。『ロウきゅーぶ！　いんたーばる』というＣＤのＶｏｌ．２に収録されております。他ほかのディスクも大変おすすめ出来る内容ですので、もしよければ是ぜ非ひお手に取ってみて下さいませ。





　　　　◇決戦は遊園地!?



　書き下ろしのエピソードです。柿かき園ぞのと御み庄しよう寺じという二人ふたりの人物は、当初の青写真だと三巻以降ほとんど登場機会もないゲストキャラ扱いになるはずだったような。ところがてぃんくる先生にデザインを固めて頂き、コミック＆アニメで動きや声が付いているのを拝見しているうちにだんだん自分の中で愛が深まって、気がついたら短たん編ぺんの主役にまで昇格させてしまっておりました。

　どんどんキャラの方向性が妙な方向に傾き始めてるのも愛故に、です。

　なんというか、おしるこに添えられた塩昆布的に、箸はし休やすめとしてこの章を楽しんで頂ければたいへん嬉うれしいですし、後半の小学生成分も新しん鮮せん味みが膨ふくらむのではないかな……などと。





　　　　◇マホラーハウスへようこそ！



　二〇一〇年十月発売の『電でん撃げき文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ　Ｖｏｌ．16』に掲載されていたものを再さい改かい稿こうしたエピソードです。二つ前の『ブルマのヌシ』に引き続き、章題の子があんまり出て来ないシリーズ。や、またそういうパターンがあるかどうかは自分でも分かりませんが。

　ただどうあれ、当人がそこに居ないがゆえに見えてくる人物像というのも有るのではないかな～なんてという漠然とした感覚もございまして、これはこれでアリなんじゃないかと思って頂けたのなら幸いでございます。

　ところでマホラーって、なんだかラー油の一種みたいですね。とすればかなり危険なブツである予感。具体的には、次の日のおしりとかが……。





　　　　◇逃げ出すマホとそのサキに──。



　二〇一一年二月発売の『電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ　Ｖｏｌ．18』に掲載されていたものを再改稿したエピソードです。図らずも今巻はこの二人ふたりの話で始まり、この二人の話で締しめる形となりました。書き手としても動かしやすいというか、喜怒哀楽全すべての感情を使いやすいというか。ついつい頼りがちになってしまう真ま帆ほと紗さ季きなのですが、女バスのメンバーや昴すばるにとってもそれは同じなのかもしれません。だからこそ、いついかなるときも甘えるだけにならないために、全員がそれぞれ自分のフィールドで力を発揮できるよう成長したいと思う。その辺の意い識しきは登場人物と僕の心境がシンクロしている部分でもあるような気がします。




　各話コメントは以上でございます。

　最後になりましたがてぃんくる先生、編へん集しゆうの和わ田ださん、そしてメディアミックスで共にお仕事をさせて頂いた各方面のプロフェッショナルな方々。皆様のおかげで『ロウきゅーぶ！』もとうとう十冊目までたどり着くことが出来ました。少しでも恩義に報いられるよう精進し続けたいと思いますので、どうぞこれからもよろしくお願ねがいします。

　今巻もお手に取って下さり本当にありがとうございました。次は１００％新規書き下ろしでお届けしたいと思いますので、引き続きよろしくお願いできれば感かん謝しやの極みです！


二〇一一年吉日　蒼あお山やまサグ
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蒼あお山やまサグ

１９８１年生まれの秋田県出身。色々あって今シリーズで第15回電撃小説大賞〈銀賞〉を受賞し作家デビュー。競馬好きが高じて憧れの有馬記念企画に参加し、狂喜乱舞。担当編集と一緒に見上げた競馬場のツリーは一生の想い出に。最高のクリスマス……を過ごした模様？
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てぃんくる

はるかぜせつなとベルの二人組。『マテリアルゴースト』（富士見書房）シリーズの挿絵を手がけ、『盗んでリ・リ・ス』『月夜のフロマージュ』などコミックでも活躍中！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「蒼山サグ先生」係

「てぃんくる先生」係
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ロウきゅーぶ！⑩








蒼あお山やまサグ





発　行　　　　2013年6月27日





発行者　　　　郡司 聡

発行　　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　https://www.kadokawa.co.jp/





カスタマーサポート

（アスキー・メディアワークス ブランド）

　　　　　　　[WEB] https://www.kadokawa.co.jp/

　　　　　　（「お問い合わせ」へお進みください）





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。
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※2012年2月7日発行の電撃文庫『ロウきゅーぶ！⑩』初版に基づき制作
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